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　　　Ⅰ章　　～落ちた空～







　目が覚めたのはおそらく深夜だったのか、窓からかすかに見える空は、一寸先も見えない暗くら闇やみだった。

　全身が激痛で縛しばられ、指一本動かす事が出来ない。わずかに首を動かすのが精々のようだ。

　薄うす暗ぐらい照明で照らされた部屋は天井がやや低く、また妙に細長い。限られたスペースを最大限利用するかの様に、所狭せましと壁かべに固定された家具が敷しき詰められている。




　ここがどこなのか？　自分はどうして寝かされているのか？　痛みで狭せばまった思考では到底思い至らず、ただ呻うめき声が漏もれるだけだった。

　バチバチと脳が焼き切れそうな痛みと共に、不可思議な映像がフラッシュバックするも詳細は摑つかめず、凍こごえるような疎外感と燃え尽きるような恐怖だけを残し、痛みも映像も溶けるように消えていってしまった。和やわらぐ痛みを馴な染じませるように、ゆっくりと呼吸を整えていると、どこからかドアが開く音がした。

「あ、やっと気がついたんだ、よかったぁ。目が覚める可能性は、五分五分だってエアが言ってたから。助かってよかったよ」

　頭の向こうから明るい少女の声が聞こえ、見上げようとするも苦痛がそれを許さない。それを見て驚おどろいたのか、声の主は慌あわてて近づいてきた。

「まだ起きちゃだめだよ！　あなた本当に死ぬところだったんだよ！」

「君が……助けてくれたのか」

　ようやく絞り出した声はかすれて小さく、気を抜けばすぐに視界がぼやける事からも、自分がどれだけ重傷なのかが窺うかがえる。

「救援……感謝する」

「分かったから寝てなきゃだめだよ？　やっと傷が塞ふさがり始めたところなんだから」

　少女の言葉に促うながされるように、視界は輪郭を徐々に失っていき、意識は外の暗闇に同化するように沈んでいくのであった。




　再び目が覚めた時、既すでに日は昇っているようで、部屋一杯に眩まばゆい陽光が降り注いでいた。

　どうやらこの家はかなりへんぴな所に建っているのか、角度の所せ為いもあるが頭上の窓からは空模様しか見えず、明るくなったからといって今現在の状況を知る材料は増えなかった。

　よくよく意識してみれば、この家は吹き付ける風で、常にやや揺れているように感じる。

　断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきか高山地帯か、ビルの屋上は流石さすがにあり得ないだろうが……いずれにしろ相当へんぴな場所に建っているのは間ま違ちがいないだろう。

「回復。対象の生存を確かく認にん」

　いつの間に傍そばにいたのか、ベッドの横から銀の髪かみの少女が深しん紅くの瞳ひとみでこちらを見下ろしていた。声こわ音ねや口調からして、昨夜の少女とは別人だろう。

　とりあえず何か礼を言おうと、未いまだ混こん濁だくしている意識を振り絞ろうとする間もなく、銀ぎん髪ぱつの少女はスッとその場を後にし、奥の部屋へと行ってしまった。

　少女の立ち振る舞まいはキビキビとしていて一切無む駄だがなく、機械的な動作はまるで糸に吊つるされた人形を彷ほう彿ふつとさせた。

　すると間もなく奥の部屋から歓かん声せいが聞こえ、年とし端はもいかない茶髪の少女が笑顔で勢いよく部屋へと入ってきた。まだ声を聞いてもいないが、おそらくこの少女が昨夜看病してくれた少女なのだろうと予想がついた。

「エアがもう大丈夫だって！　よかったね！　本当によかった！」

　やはり聞き覚えのある明るい声で、少女はまるで自分のことのように喜んでいた。

　どうやら銀髪の少女はエアということは分かったが、この少女の名はなんというのだろうと疑問がわく。しかし人に名を尋ねる時は、まず自分から名乗るのが筋だろうと思い至り、改めて自己紹介をしようとする──しかし……、

「助けてくれてありがとう、私の名は、クウ……、……あれ？」

　少女が不思議そうにこちらを見つめるのも無理はない。だが不思議なのはこちらも同じだ。一体自分の名はなんだったのか？

　状況を察したのか、茶髪の少女は奥の部屋へと走っていった。程なくしてエアと呼ばれた銀髪の少女と共に戻ってくる。

「検査。失礼します」

　銀髪の少女は医い療りようの心得があるのか、とくに器具も使わずあちこち触しよく診しんし始めた。一見無ぶ遠えん慮りよにベタベタと全身を触っているようだが存外痛みはなく、むしろ冷たい手は傷で火ほ照てった体には気持ちよかった。

　エアが触診している間、茶髪の少女は何か思い出したのか弾はじかれるように部屋を後にする。しばらくして茶髪の少女が戻って来るのとほぼ同時に、エアはきっぱりと告げた。

「正常。記き憶おくの欠けつ如じよは一時的なものでしょう、ご安心を」

　触っただけでそこまで分かるものなのかと疑問にも思ったが、エアの判断に茶髪の少女は全幅の信しん頼らいを寄せているようで、ホッと息を吐いていた。

　妙な話ではあるが、それに釣られて自分もどこか安心出来たように感じた。

「えーっと……これ、貴方あなたが身に着けてたんだけど、多分貴方の名前じゃないかな？」

　茶髪の少女が持ってきたのは、小さな板状の、無骨なネックレスのようなものだった。厚さは数ミリ程度で、数平方センチメートルの銀板には「クウガ　アマネ」という文字と、何かのパスワードのような英数字が記されていた。

「クウガアマネって変わった名前だね。どっちが苗みよう字じなの？」

「提言。スズ、それが思い出せないから困っているのでは？」

　エアに指摘され、茶ちや髪ぱつの少女は「そうだった」と、恥ずかしそうにポリポリと頭を搔かく。

　銀板に刻まれた文字をいくら眺めても、それが自分の事だという実感が湧わかない。一時的なものとはいっても、記き憶おく障害はかなり深刻なレベルなのかもしれない。

「ん～、それじゃあとりあえず、クウガさんって呼ばせて貰もらうね！　私の名前はスズメ＝アスフェール、スズって呼んでね。この子はエアって言って、代々私の家族と一緒に流浪者ドリフターをやってるの。改めてよろしくね、クウガさん！」

「是正。正確には当機の名称はＡＲ‐83　θ／Ｓであります」

　エアが不満そうに横やりを入れると、スズは笑いながらそれに答えた。

「えー、長いよー。そんなんじゃ覚えてもらえないよ？」

「承しよう諾だく。スズがそう言うのであれば、私は構いません」

「ちょ、ちょっと待ってくれ……さっきから、何がなんだか……」

　ただでさえ記憶喪失という現状を受け入れ切れていないところへ、ドリフターという（恐らく記憶を失う前から）聞き覚えのない単語や、明らかに人の名前ではないエアの本名はクウガの脳を容赦なくぐちゃぐちゃに搔き乱した。

「そっか、記憶喪失じゃドリフターのことも分からないよね、それにエアもちょっと特殊だし……えーっとね、えーっと…………」

　両手をグッと握にぎり、クウガに説明しようと意気込むスズだったが……言葉を選んでいるのか、それとも何から説明すればいいのか迷ってしまっているのか、クウガの瞳ひとみをじっと見つめたまま、スズの口はパクパクとループしてしまっていた。

「分担。説明は私がするので、スズはダイヤを確かく認にんしてきて貰えますか？」

「……うん、わかった！」

　やはり戸惑っていたのか、エアの提案をあっさり聞き入れたスズは、一目散に奥の扉へと走っていった。ダイヤとはなんのことなのかまた新しい疑問は湧いたが、それもエアならばきっときちんと説明してくれるだろう。

「説明。まずは身の回りのことから……先ほども申し上げた通り、私の正式名称はＡＲ‐83θ／Ｓ。機械人形オートマタ、あるいは人造人間と言えば理解が容易でしょうか？」

　説明しながらエアは、右手で自らの左ひだり腕うでを摑つかむと、おもむろに半回転させた。するとガキリという金属音と共に、エアの左腕はまるで人形のようにあっさりと外れてしまったではないか。腕の中からはコードや歯車が垣かい間ま見みえ、その存在が自然のものではないことをありありと証明していた。

　言われてみればエアは見た目こそ人間と変わりないが、言動は若じやつ干かんたどたどしく感じる。

　しかしクウガは表面的には驚おどろいたものの、内心どこかでそれを簡単に受け入れている自分に気がつく。

　もしかしたら記き憶おくを失う前から、エアのような人造人間について知っていたのだろうか？

「さっきスズメさんが、エアさんは少し特殊だと言っていたが……」

「回答。私と類似する型式のオートマタは、ほとんど残っていないと思われます。少なくとも私が再起動してからの約五十年間で、同型機を見たことは一度もありません」

　さらりと答える五十年という年月にクウガは戦せん慄りつする。どう見てもスズ同様少女にしか見えないのに、それだけの年月をその身に刻んでいるのだ。

　さらにエアは再起動という言葉を使ったということは、製造されたのはそれよりもさらに昔ということになる。

「質問。我々流浪者ドリフターと呼ばれる者達たちについて、何か覚えていることはありますか？」

「……すまない、さっぱりだ」

　クウガの答えが意外だったのか、エアの表情は固まったままだが、どこか驚いたようなあるいは困ったような雰囲気を醸かもし出す。

　しかし実際のところドリフターという単語は、元来の意味以外で思い当たることがなかった。

「検討。もし本当にドリフターの意味が分からないのであれば……これからお見せする光景はやや衝しよう撃げき的てきかもしれません。推すい奨しよう。後日改めてにしますか？」

「……？　よく分からないが……このままというのも気になるし、よかったらそれを見せて頂けないだろうか？」

　迷っているのか、エアはじっとこちらを見つめたまま、無表情のまま固まっている。クウガとしては、こうも意味ありげにお預けを食らっては気になって仕方がないのだが……。

「了りよう承しよう。ショックで記憶が蘇よみがえる可能性もありますし、見れば話が早いのもたしかです。補助。まだ体を動かせないので、私が抱きかかえましょう」

　傍はた目めには少女らしい細ほそ腕うででも、やはり中身は機械のそれなのか、エアは楽々とクウガを持ち上げ移動する。機械のエアに繊せん細さいな加減が出来るのかとクウガは身構えたが、予想に反し抱きかかえるのに慣れているのか、エアはなんの負担も与えないよう優やさしくクウガを抱きかかえ、スズが入っていったのとは逆方向のドアへと向かっていった。

　機械の体という先入観の所せ為いか、てっきり硬いものだと思っていたエアの体は人間と変わらなく、むしろ女性特有の柔らかさにクウガは思わずドキリとしてしまった。

「疑問。心拍数の上昇を確かく認にん。大丈夫ですか？」

　クウガを抱きかかえたまま、こちらを覗のぞきこむエア。眼前に迫った深しん紅くの瞳ひとみは余りに美しく、クウガは堪たまらず視線を逸そらした。

「だ、大丈夫だ！　気にしないでくれ！」

　エアは首を傾かしげたものの、無表情のままドアへと向かっていった。

　まるで電車の車両のような長方形の奇妙な部屋は、先頭と後方の二カ所にしか扉がない点も電車そっくりである。

　クウガが連れていかれたドアは、周囲の装飾や紐ひも靴ぐつが吊つるしてある点からして、恐らく玄関なのだろう。しかし妙に気密性の高いドアである。先程部屋の間取りを電車にたとえたが、ハンドル式のノブと、四辺を厳重に補強したそれは、飛行機のドアを連想させた。

　クウガを抱きかかえたまま、エアは器用にハンドルを回しドアを開ける。しかしドアの縁へりに留とどまり外には一歩も出なかった──いや、出られる筈がなかった。

「──これは……！」
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　クウガの眼前に広がっていたのは、窓から見えた景色同様空一色だった。晴天の青い背景に、所々にちりばめられた白い雲が、どこまでもどこまでも広がっている。

　勿もち論ろんそれはクウガの記き憶おくにある空とほとんど違ちがわない……しかし、唯一大きな違いは、どこを見ても空しか映っていないことだった。

　上は勿論左も右も映っているのは空ばかりで、下方にどれだけ目をこらしても、点在する雲の隙すき間まから微かすかに見える大地はあまりに遠く幽かすかで、それが果たして本当に大地なのかも判別出来なかった。吹き付ける突風が今いるのが超高高度だということを力強く主張して、クウガの背筋を凍らせる。

　エアが手を離はなすだけで、クウガは為なす術すべもなくあの大空に真っ逆さまに落ちていく。地面が何千キロメートル先かは見当もつかないが、途中に摑つかまるものが何もない事だけは確かだろう。

「知らない、こんなの聞いていない……」

　〝空に落ちる〟という、一見矛盾した状況が成立してしまう奇き天て烈れつな状況に眩暈めまいを覚えたクウガは、逃げるように視線を上へ向けさらに驚おどろくこととなった。

　この家がわずかに揺れている理由がようやく分かった……この家は、頭上に伸びるワイヤーに吊るされて移動しているのだ。

　周囲に雲しかないので感覚は曖あい昧まいだが、精々時速十数キロメートル程度の微速で家はノロノロと大空を移動していた。

　この家がどこから来てどこへ向かっているかなど知る由よしもないが、強風が吹きつける度にグラグラと微動するこの家は、クウガの記憶の片かた隅すみに残る飛行機の乗り心ごこ地ちと比べて、なんとも不安で頼たよりないものだった。

「ここはどこだ……私はどこへ来てしまったんだ……？」

　ぶつぶつと呟つぶやく自問に答えてくれる者などいない。明らかに予想外の出来事なのは分かるが、そもそも自分がどんな予想をしていたのか思い出せない故ゆえの浮遊感のような眩暈が、クウガの脳を否いや応おうなく揺さぶった。

「退たい避ひ。扉を閉めます、そのまま摑まっていて下さい」

　ガチャンとドアが閉まる音で、クウガはようやく我に返り、自分がエアの体を引き千切らんとでもするかの如ごとく握にぎりしめていた事に気がついた。

「すまないっ……痛かったか？」

「否定。私に痛みという感覚素子はありません、お気き遣づかいなく」

　さらりと言い放つエアは、自身が機械であることをはっきりと証明するように、平然とクウガをベッドへ連れていく。

　気遣う必要はないとは言われても一応謝りつつ、クウガは再び先程の衝しよう撃げきを思い浮かべる。

　……もしあのまま、あのどこまでも広がる大空を眺めていたら、魂たましいがどこか遠くへと飛んでいってしまっていたような気がした。

「懸け念ねん。心拍数が乱れているようですね、何か思い出したことはありますか？」

「いや……すまない、ショックが大き過ぎて……」

　エアは落胆するでもなく、困惑するでもなく無表情のままそっとクウガをベッドに戻すと布団をかけ直した。

「謝罪。申し訳ありませんでした、やはりまだ見せるべきではなかったようです」

　無表情ながらも、エアはどこか申し訳なさそうに頭を下げた。

「私は……大丈夫だ。説明を、続けてくれ……この星の大地はどうなっているんだ？　いや、そもそも君たちに大地という概がい念ねんは存在するのか？」

　込み上げてくる吐き気を抑えつつ、クウガは唸うなるようにエアに問う。自分は一体どこへ来てしまったのか。

「回答。遠い昔に起きた戦争で、大地は汚染され人が住めなくなった……らしいです。私も記憶メモリーに残っていませんし、私の知る限り大地に降りたという者も存在しません」

「誰だれか大地に降りようとしたことはあるのか？」

「検索。記録によれば数百年前までは少なからずいたようですが、降りていって戻ってきた者はいないようです。今では誰も降りようとすらしません」

　想像を絶する事実と、あの無限に広がる空を見た所せ為いか、クウガの吐き気は堰せきを切ったように溢あふれ出し、その濁だく流りゆうはクウガの意識を押し流していく。聞きたいことはまだまだ山ほどあるが、緩ゆるやかに沈んでいく思考がそれを許してくれなかった。

「勧告。バイタルの低下を確かく認にんしました、一旦休きゆう憩けいしましょう。寝ていてください、その間に何か怪け我が人にんでも食べられる物を用意しますので」

　答える気力もなく、クウガの意識は再びまどろみに溶けていった。消えていく意識の中で、クウガはあの深い大空に融とけ込む感覚に襲おそわれた。そうまるで、空に堕ちていくような……。




　ほんの少し仮眠を取るつもりでいたが、クウガが目を覚ますと日は既すでに沈んでいた。

　まだ全身の痛みから起き上がれないクウガの身を案じたのか、ベッドの近くにテーブルを用意して、スズも一緒に夕食を取るようだ。

　エアに支えてもらいながら上体を起こしてようやく分かったが、この部屋はダイニングキッチンの様になっているようだ。食器や家具は全すべて鍵かぎ付つきの棚たなにぴっちりと仕し舞まわれているのは、おそらく風で家が煽あおられる事を想定した対処なのだろう。水の入ったタンク、ボンベ式のガスコンロに至るまで、全てががっちりと固定されている。

　クウガが寝ているベッドは勿もち論ろん、テーブルや椅い子すも予あらかじめ床に開けられた穴に挿さし込む事で、取り外しも固定も容易に切り替えられるようだ。

　そのどれもが自分にとって見覚えのあるものである筈はずなのに、どういう訳か自分がまるで全く知らない国……あるいは別世界に来てしまったかのような疎外感を感じてしまうのは、やはりあの大空を見た所せ為いなのだろうか。

「異世界？　……バカバカしい、大体言葉は同じじゃないか」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやくもその言葉に説得力が伴わず、クウガはたまらず頭を振った。

　冷静になろうと深呼吸をしていると、ふりふりのエプロンをつけてキッチンに立っているエアに気がついた。

　テキパキと実に効率よくエアが作っていく料理を、順次スズがテーブルへ運んでいく。

　塩で焼いた魚のいい匂においが部屋を満たしていくが、空腹は感じない……そもそも激痛で何も感じないが、何かしら口に入れなければ体力がもたないのも事実である。

「完了。これなら、食べても内臓に負担はかかりません。どうぞ召し上がって下さい」

　一通り調理を終えたエアがクウガの傍そばに腰こしかけて、ドロドロに溶けたお粥かゆのようなものを口に運ぶ。塩っけが丁度よくきいていて、まさに五臓六ろつ腑ぷに染み渡るような気がした。

「よかった、流石さすがエアの料理だね！」

　クウガが問題なく食事出来た事に安あん堵どしたのか、隣となりでじっと待っていたスズもようやく夕食に手をつけるのであった。




「……スズが食べているのは、なんなんだ？」

　数分後、何度も注意されようやくクウガは二人を呼ぶ際に、さん付けを外せるようになってきていた。

「何って、飛び魚だよ？」

　エアに手伝ってもらい流動食を口に運ぶ傍かたわらで、スズが美お味いしそうに食べている物に、ついつい疑問が湧わき尋ねたのだが……スズはあっけらかんと、むしろ質問の意味が分からないとでも言うかのように短く答えた。

　スズが食べているのは、たしかにどう見ても魚だ。ほんのり焦げみのついた焼き魚は、重傷のクウガでも少しは食欲が湧く塩あん梅ばいである。

　ヒレがあり尾があり鱗うろこがある……正確な種類はともかくとして、それはクウガの記き憶おくに残る魚のイメージとさして違ちがいはない。

　問題は……どうして大地が存在しないにもかかわらず、この場に魚があるかということだ。

　地面はないが海ならあるなんて、あり得る筈はずがない……もっともあれだけの光景を目にした後では、あり得ないことなんてそれこそあり得ないような気もしたが。

「補足。クウガには想像がつかないでしょうが、雲うん海かいという雲の中に広がる海があるのです。大抵はただの水分の塊かたまりなのですが、中にはこうして生物が生息している場合もあるのです」

「空に海が広がっているのか……？」

　案の定、クウガにとってはあり得ないような事実を、当たり前の事のようにエアは説明する。

　雲はたしかに乱暴に言えば水分の塊だ。しかしその中に海が広がっているなど、言われたところで見当もつかない。重力とはどうやって折り合いをつけているのだろうか。

「クウガさんのいた所に雲海はなかったの？　じゃあ魚はどこにいたの？」

　それこそ信じられないという顔つきで質問を返すスズ、しかしクウガはどう答えていいかわかる筈がない……クウガが雲海を理解出来ないように、スズに海を教えても理解出来ないだろうと思ったのだ。人造人間という存在を容よう認にん出来ても、大地と乖かい離りして暮らす人々や、空に漂ただよう海はどうしても理解出来ない。

　そんな自分は一体何者で、どうしてこんな事態に陥おちいってしまったのだろうか。

　言語が異なるのであれば、自分の知らない国に来てしまったのではと予測もつくが、常識が異なるとなると、それこそ自分の知らない世界に来てしまったのではとしか言いようがない。

「忠告。スズ、記き憶おくが未いまだ曖あい昧まいなクウガに、あれこれ質問するのは酷こくでしょう」

「そっか、そうだよね。ごめんねクウガさん」

　エアの言葉に素直に謝あやまるスズ、不思議と言えばこの二人にしてもそうだ。姉妹のようであり親子のようでもある。

　少なくともエアは百年近く稼か働どうしているということは、どちらかと言えばスズの保護者のような存在なのだろうが、だとしたらスズの実の両親はどこにいるのだろうか？

　……そもそも、親という概がい念ねんが存在するのだろうか？

　余りにも自身の常識とかけ離はなれた世界である以上、そもそも生物学的な親子という概念を捨てて考えるべきなのかと邪推してしまいそうになるが、今はこれ以上ショッキングな出来事を受け止められる自信がなかったので、二人の関係についてはしばらく聞かないでおこうと、クウガは内心で固く誓ちかうのであった。

「気にしないでくれ、ところで……この、家？　はどこへ向かっているんだ？　出来れば私を見つけたという……島？　とかいう場所まで戻ってもらえないか？　もしかしたら何か記憶が戻る手助けに……」

　言いかけてクウガはハッとする。常に明るく笑っているスズが申し訳なさそうに顔をしかめたのだ。もしかしたら、何かまずいことを聞いてしまったのだろうか。

「えっと、期待させたら悪いからはっきり言うね。私たちが住んでいる、このゴンドラって乗り物は一方通行なの。だから、クウガさんを拾った島にまた行くにはすごい時間がかかっちゃうんだ……それとね、島っていうのは雲うん海かいに浮かんでるんだけど、風や波に流されるからいつも同じ場所にあるとは限らないの。だから……」

　スズが言い切るまでもなく、無慈悲な結論はクウガにも理解出来た。

　同じ島に行ける確率は、限りなく０に近いということなのだろう。

「そうか、分かった……そんなに悲しそうな顔をしないでくれ。行けば記き憶おくが戻るとも限らないし、行かなくてもじきに戻ることだってあり得るだろう」

　スズが余りにも申し訳なさそうな顔をするので、たまらずクウガは慰なぐさめの言葉をかけた。

　その言葉はスズにというより、むしろ自分自身に言い聞かせる意味合いの方が強かったのかもしれない。この奇想天外な世界で、唯一の希望は自身の記憶だ。記憶さえ戻ればすんなりこの世界を受け入れられるか、あるいはここから抜け出す道筋が見えてくるかもしれない。

　そして、その記憶を取り戻す上で重要な鍵かぎになってくるのが、スズが持っていてくれた銀板のネックレスだろう。これと同じ物を持っている者、あるいは持っている者を知っている者に出会えれば、状況が一気に打開出来る可能性さえある。

　とはいえ、記憶が戻り自分の立ち位置がはっきりしても、こうも体がボロボロでは行動に移せる筈はずもない。今はゆっくりと休み傷を治す事に専念すべきだろう。

　その上で少しずつ周りの状況を飲み込んでいけば、自然と記憶も戻るかもしれない。

「進言。諦あきらめるのは早いです、カイト……短たん距きよ離り飛行出来る乗り物なのですが、これがあればある程度自由に島を探索することは可能ですし、クウガを見つけた島には他ほかには何もありませんでした。逆説。裏を返せばクウガの記憶の手掛かりは、他の島に流れ着いている可能性もあるということです」

「そうだよ！　私、カイトの操縦だけは上う手まいから、もし見つけたらすぐに飛んでいくからね！　それに、今私たちが向かっているターミナル【アンタレス】は、この辺のターミナルの中で一番大きい所だから、もしかしたら誰だれかが何か運んでるかも！」

　エアの言葉に、スズの表情がパッと明るくなり、大げさな身振り手振りで必死にクウガを励まそうとしてくる。小さな体で精いっぱい喜びを表現しようとするスズは、スズメその名の通り小鳥のような少女だとクウガは内心で微ほほ笑えんでいた。

「ターミナルというのは、ゴンドラの駅みたいなものだと思えばいいのか？」

「うん、それに流浪者ドリフターが集めた物を売買もするし、ドリフターじゃない人達たちが住んでる場所だから、色んな人が集まってるんだ！」

　本当に記憶喪失というのはやっかいなものだと、クウガは内心溜ため息いきが出そうになった。一つ質問に答えて貰もらっても、その回答の中にさらに知らない単語が出てくるという堂々巡りだ。

　ドリフターではない人々についても聞きたかったが、どうやら体力が限界なのか全身が気だるさで包まれて睡すい魔まが忍び寄ってくる。

　そんな気配を察したのか、エアは食事を運ぶのをやめて片付け始めた。

「休息。今日はこの辺にしておきましょう、クウガも疲れているようです。警告。それとスズ、カイトの整備がまだのようですが？」

　ジロリとスズを睨にらむエア。エアのように端整な顔で無表情に睨みつけると、冷れい徹てつを通り越した恐ろしさすら感じた。

「そうだった！　今からやりまーす！」

　しかしどうもスズは怒られ慣れているようで、いたずらがばれた子供のように笑いながら謝ると、そそくさと奥の部屋へと走っていった。

　そんな二人のやり取りを見ていると、記き憶おくがなくて寄る辺がない寂しさも吹き飛ぶかのような、温かい気持ちになるのをクウガは胸の奥でしみじみと感じていた。

　エアはてきぱきとスズが残していった夕食とテーブルを片づけると、ぺこりと頭を下げて退室していった。照明は明るいままだったが、溜たまり切った疲れからか、なんの抵抗もなくクウガは眠気に身を委ゆだねていった。




　再び深夜、クウガは痛みと共に目が覚めてしまった。すぐにまた寝ようとするものの、一日中寝ていた所せ為いか、体は疲れを訴えていても中々寝付くことができない。

　かといって身動き一つ取れないので、仕方なしにぼんやりと窓を覗のぞく。雲に遮さえぎられないので、優やさしい月明かりが程よく夜の空を照らしてくれていた。

　昼間、外の景色……あの何もない空の彼方かなたを見てからというもの、クウガの意識には無限に広がる空間が、鮮烈に焼きついて離はなれなかった。

　食事の時は気にしないように敢あえて窓は見なかったが、心の片かた隅すみではずっとあの光景をもう一度見たいという想おもいが引っ掛かり続けていた。

　自分が記憶を失う前はどんな環かん境きようにいたかは分からないが、一歩踏み出せば飲み込まれてしまいそうになる……あの圧倒的な戦せん慄りつは、今まで一度も味わったことがないに違ちがいない。

　深しん淵えんを覗く時、深淵もまたこちらを覗いているという言葉をどこかで聞いたが、まさにあの感覚がしっくりくる。

　そしてあの大空が与えたのは、生物としての根源的恐怖であると同時に……、

「警告。まだ傷が塞ふさがっていないのに、起き上がるのは感心しませんね」

　エアの声に、クウガはハッと意識を取り戻した。

　気がつけば、クウガは窓に向かい立ち上がろうとしているではないか。

　意識が戻ることで、体中に巡っていた激痛が一気に押し寄せて、クウガは再び沈むようにベッドへ倒れこんだ。

「疑問。眠れないのですか？　しかし怪け我が人にんなのですから、じっとしていて下さい」

「すまない、どうも寝れなくて」

「確かく認にん。脈拍が乱れているようですね、無理に動いたからですよ？」

　エアは窘たしなめつつクウガに布団をかけ直すと、ベッドの近くに据すえられた椅い子すに腰こしかけた。

「監かん視し。また動き回って傷が開いては、包帯を巻き直さなければなりません。浪費。包帯を洗い直す水だって有限なのですからね」

　無表情のまま説教するエアは中々どうして怖いものだ。しかし表情が変わらないので分かりにくいが、もしかしたら純粋にクウガの身を心配してくれているのかもしれない。

「悪かった、もうしないよ……寝てばかりで目が冴さえてしまったようだ。よかったら、エアとスズの話を聞かせてくれないか？」

　どうやら相当無理をして起き上がろうとしていたようで、体中がズキズキと悲鳴を上げていて、とてもではないが眠れそうになかった。苦痛が紛れるまで、なんでもいいから何か話を聞きたくなったのだ。

「確認。私たちの話を聞いても、クウガの記き憶おくが戻る手助けになるとは思えませんが？」

「別にいいんだ。ただ単に寝付けないから、何か話を聞かせてくれないかと思って」

　本音としては、エアと他愛のないお喋しやべりでもしていないとまた外を見たくなるのではと、クウガは心の隅すみで危き惧ぐしていた。

　途方もない恐怖は、同時に一種の魅み力りよくのようなものを内包している。怖いのであれば見なければいいのに、だが怖いからこそ見たくなってしまう。

　あの大空からそんな誘ゆう惑わくを感じてしまうのは、スズ達たちも同様なのか、それともクウガが異邦人だからなのか。

「了りよう承しよう。分かりました。しかし、別段面白みのあるような話はありませんので、その点に関してはご容赦を」

「ありがとう、こっちこそ付き合ってもらってすまない……エアは、ずっとこのゴンドラに乗っているのか？」

「肯定。私はスズの曾そう祖そ母ぼによって発はつ掘くつされたのです。それ以来ずっと、アスフェール家に奉仕させて頂いています」

「一族代々というわけか……発掘とは？」

「説明。島の中には、旧世代の文明が残した遺い跡せきが埋まっていることが多々あります。スズの曾祖母は狩しゆ猟りようよりも、そうした探索を得意とする流浪者ドリフターでした。回想。彼女は野生の勘……とでも言えばいいのか、物探しがとても得意でしたからね」

　どうやらエアは、そのスズの曾祖母に特別な思い入れがあることが容易に見て取れた。相変わらず無表情ながらも、どこか嬉うれしそうに、そして饒じよう舌ぜつに話す様からして間ま違ちがいないだろう。

「────なんてこともありましたね。思えば、スズは赤ん坊の頃ころから泣かない子でした」

　十数分後、ようやく眠気が戻ってきたのかクウガの意識は朦もう朧ろうとし始める。

「スズは……小さい頃ころから、いい……子なんだな」

　傍そばにいるであろうエアの気配も、だんだんと遠くにいるように感じられた。

　もっとエアのスズ自じ慢まんを聞きたいという気持ちはあったが、それ以上に眠気の方が強く、クウガの相あい槌づちも徐々に途切れていった。

「同意。そうですね、活発で注意力が散さん漫まんで……まるで彼女そっくりです────」

　エアの声色が優やさしく木こ霊だまする。彼女というのは間ま違ちがいなく曾そう祖そ母ぼのことだろう。やはり思い入れが深いのか──瞼まぶたが重くなってきて、エアの声もだんだんと低く響ひびくように精細さを欠いていく。

　沈んでいくクウガの意識は、最も早はやエアの言葉を受信してはいなかったが、ただ一言……ただ一言だけが一いつ瞬しゆん脳裏を掠かすめるも、またすぐに消えていった。

「警告…………スカイ・フォール…………」













　　　Ⅱ章　　～針の地面～







　翌朝目が覚めると、クウガの目にバタバタと慌あわただしく部屋を行き来しているスズが映る。入れ替わりにやってくるエアも、いつも通り無表情ではあるものの、どこか慌てているようだ。

　二人とも動きやすそうな格好……特にスズはパイロットスーツのような服を着ていることから、これから何か……おそらく漁か何か始めるのだろうと予想がついたが、邪じや魔ましては悪いと思いそのまま黙だまって見ていると、二人は大きな網あみをいくつもこの部屋に持ち込んできた。

「あ、おはようクウガさん！　ごめんね、朝ごはんはちょっと待ってて！」

　お構いなくと、返事をする間もなく再びスズは奥の部屋へと走っていったと思ったら、またすぐ戻ってきた。その背にはなにやら大きな、板を畳たたんだような器具が背負われていた。さらに口全体と鼻まですっぽりと覆おおった、マスクのような物をつけている。

　僅わずかに見える目元が、ニッとクウガに微ほほ笑えみかけた。

「これがカイトだよ。クウガさんの怪け我ががもうちょっとよくなったら見せられたのに、残念」

　ニコッと笑うスズの後ろから、さらに網を持ってきたエアが現れた。

　昨日はピシッとしたワンピースのような服を着ていたエアも、今は余分な布のない作業服を着ている。それでもどこかお洒しや落れに見えるのだから、エアの顔立ちが余程洗練されているということなのだろうか。

　片やスズと言えば、パイロットスーツは勇ましいと言えば勇ましいが、ややブカブカな所せ為いか、普段着を着ている時以上に子供っぽさが際きわ立だってしまっているようにも見えた。

「定刻。スズ、そろそろ時間ですよ」

「うん！　それじゃあ行ってくるね！」

　言うが早いか、スズは網を持って玄関へと走っていく。待ち構えていたエアが、勢いよく扉を開けたかと思えば、スズはなんの躊躇ためらいもなく飛び降りていった。

「え、スズ！」

　止めようとクウガは慌てて声をかけるも間に合う筈はずもなく、扉の向こうにスズは消えていった……しかし次の瞬しゆん間かん、扉の向こうを巨大な翼つばさがかすめ飛ぶ。何が起きたのか確かめようにも、重い体が言うことを聞いてくれずただ見つめることしかクウガには出来ない。

「鎮ちん静せい。心配しなくても大丈夫ですよ」

　エアが涼しげに言い放つのとほぼ同時に、扉の向こうの空模様に巨大な翼に乗り宙に浮くスズが、こちらに手を振ってくる。

「なるほど、カイトってあの翼の事か。本当に鳥みたいな子だな」

「提案。少しでよろしければ、漁の様子を御覧にいれましょうか？　スズも喜ぶでしょうし」

「いいのか？　是非見せてくれ」

　安心したクウガはエアに抱きかかえられて扉に近寄る。するとそこには、大空を縦横無尽に飛び回るスズの姿があった。

　背負っていたカイトは空中で乗り移ったのか、スズは翼つばさの上にしゃがみ込むように乗り込み、まるで自身に生えた翼の如ごとくカイトを操っていた。

「本当にスズメ小鳥みたいな子だな」

　小さな体全身を使い、巧みに翼カイトを操るスズを微ほほ笑えましく見守るクウガ。

　そして先程運うん搬ぱんしていた網あみはどうやら投と網あみの一種らしく、カイトに乗ったスズが雲目掛けて網を投げると、雲に潜もぐった網は重力に従い魚で中身を膨ふくらませ、雲の底から抜け落ちていた。しかし網はゴンドラと紐ひもで繫つながっているようで、落ちず振り子のような軌道を描き、だらりと宙にぶら下がる。

　スズはこの作業を、雲の周りを飛び回りながら何度も繰くり返していた。

「それじゃああれが雲うん海かいか……ふつうの雲と見分けがつかないな」

「同意。長年空を旅する私でも、完全に見分けがつくとは言い難いです。魚が跳ねるのが見えたから雲海なのだろう……その程度です。用意。故ゆえにいつ雲海に遭そう遇ぐうしてもいいように、常に漁ができるように準備をしておかなければなりません」

　感心していると、網がなくなったのかカイトがこちらへ戻ってきた。エアはすぐさまクウガをベッドへ下ろすと、扉付近に設置されたスイッチを押した。

　重い機械音がしたと思ったら、天井の一部が開き陽光が差し込み部屋は益ます々ます明るくなる。

　玄関を閉めるとエアは網をいくつも担ぎ、開かれた天井から降りてきた梯はし子ごに足をかけた。

「勧告。私はこれからスズの手伝いがあります、申し訳ありませんがクウガはしばらく待っていて下さい」

　クウガの返事を待たずに、エアは用意していた網を天井へと運んでいった。

　エアがすべての網を天井に運ぶのと同時に、天井の扉が再び閉じていくのをクウガはベッドの上で眺めていた。

　指一本動かないクウガでは見ることもできないが、ズシンと何かが屋根に落ちた音から察するに、魚で満まん載さいの網を屋上へ引き上げて、空っぽの網と交換しているのだろう。

　小一時間もすると再び天井の扉が開き、梯子をつたい汗だくのスズが降りてきた。

　満足そうな笑顔のスズを見ていると、ついついクウガも嬉うれしくなるような気がした。

「お疲れ様、大漁だったようだな」

「うん！　こんなに捕まえられて本当にラッキーだった！　それにクウガさん、私が飛ぶとこ見ててくれたんでしょ？」

「あぁ、かっこよかったよ。怪け我がが治ったらまたゆっくり見たいな」

「うん！　きっとだからね！」

　心の底から嬉うれしそうに笑い合う二人の頭上から、エアの抑揚のない声が降り注ぐ。

「要よう請せい。スズ、網あみを下ろすので受け取ってください」

　はーいと、元気よく返事するスズの元へ、次々と魚で一杯の網が降りてくる。天井の入り口が狭せまい所せ為いか少してこずっているようだが、程なくして部屋は魚の入った網で一杯になった。

　部屋の一角だけ妙に家具が少ないと思っていたが、漁の時に邪じや魔まにならないようにする為ためだったのかとクウガが一人納なつ得とくしていると、折りたたまれたカイトとそれに続きエアも降りてきた。

　二人して次々に網を奥の部屋へと運んでいくと、あれだけ部屋を埋め尽くしていた魚の生臭さもあっという間に消えていく。

　いくつかの魚はキッチンでエアが処理しているが、それとは別に奥の部屋でも魚が保存できるように処置をするらしい。

　時たま聞こえるスズの叫び声からして、処置は難航しているのが窺うかがえる。その度に魚を捌さばいているエアがやれやれといった具合に奥の部屋に消えていく光景は、エアには申し訳ないがなんだか微ほほ笑えましいとクウガは感じた。

　程なくして二人が部屋へ戻ってきた。ぐったりとしているスズと対照的に、いつも通り無表情のエアだが、流石さすがにどこか疲れているように見える気もした。

「やっと終わった……疲れたぁ」

「提案。お疲れ様でした。朝食は私が作りますので、スズはクウガと一緒に待っていて下さい」

　ぐったりと椅い子すに座るスズを見届けると、エアはそそくさと奥の部屋へと向かう。恐らく着替えにいったのだろう。

「いつもこんなに忙しいのか？」

「ううん……こんなに大漁だったのは初めてかも。飛び魚がたくさん泳いでて綺き麗れいだったなぁ」

　顔を上げることも出来ないくらい疲れたのか、スズはぐったりと机につっぷしたまま答えた。

「あ……えっとね、雲うん海かいって日光の角度によっては中が透けて見える事もあるの。おっきな水すい槽そうみたいでとっても綺麗なんだよ」

　雲海と雲の判別がつかないのに、どうして魚ぎよ影えいが見えたのか後で聞こうと思っていたら、気を利かせてくれたのか、スズは自発的にクウガにも分かるように説明してくれた。

　日光に輝かがやき内部が透けた雲海は、もしかしたらクウガのイメージする海そのものなのかもしれない。それを巨大な水槽と表現するスズと自分で、どれだけ物の見方が異なるか測れるような気がした。

「怪け我がが治ったら是非見た……おっと」

　ふとクウガは、スズが寝息をたてていることに気がつく。

　毛布をかけてあげたい所だが生あい憎にく今のクウガに出来ることと言えば、スズが起きないように物音をたてないくらいだった。

　やることもないのでぼんやりエアを待っていると、裾すその長いワンピースのような格好にフリフリのレースがついたエプロンを着けたエアが奥の部屋から現れた。やはり先程は着替えに行っていたようだ。

　モデル体型のエアが、小さな女の子がつけるようなエプロンを身に纏まとっていると一いつ瞬しゆん奇妙に感じたものの、見慣れてしまえば人形のような可か愛わいらしさを感じるのは、やはりエアがとびきりの美人だからなのだろうか。

　まじまじと見つめるクウガの視線に気がついたのか、エアはじっとこちらを見つめたまま固まっていた。

「……疑問。似合わないでしょうか？」

「いや、そんな事はない。とっても可愛いと思う」

「感謝。そうですか」

　ポツリと一言答えると、エアはキッチンで調理を始めた。

　相変わらず無表情なので分かりにくいが、どうやら褒ほめられて嬉うれしかったらしい。そんなエアを少し微ほほ笑えましく思いながら、料理に励む背中を見ていたクウガは、ふとテーブルの上に置かれたままのマスクが目に入った。

　小型ながらも、酸素変換機能だけでなく超小型の圧縮酸素ボンベもついているようで、性能は良質のようだ。どこか見覚えすら感じる程、クウガのイメージするマスクと合致する。

　思えばこの環かん境きようは、どこかチグハグな印象があった。

　言ってしまえばただ巨大な箱を吊つるしているだけのゴンドラや、なんの推進力もなく風任せのカイトのような原始的器具と、この多機能マスクや部屋の奥でまるで人間その物の様に動くエアは、技術水準が統一しているとは言い難い。

　しかもエアはスタンダードな技術ではなく、旧世代の遺い跡せきから発掘されたものときた。マスクも同様に出土品なのだろうか？

　そしてそれらの旧世代の道具の方にこそ、既き視し感かんを覚える自分は一体……それらの疑問に答えを得るためにもターミナルでの情報収集は必須であろう。

　それまでに最低限一人で動けるくらいまで回復するといいのだがと、クウガはぼんやりと考えていた。




「完了。朝食が出来ました……スズ、こんな所で寝ていては風邪をひきますよ。朝食はどうしますか？」

　朝食を運んできたエアが、呆あきれたようにスズを揺り起こす。

「んー……いいやー、後でたべるー……」

「承しよう諾だく。それではまずは着替えて下さい。勧告。やることはまだたくさんあるのですから、昼には起こしますからね？」

　やれやれといった具合にエアはひとまずテーブルに朝食を置くと、スズを抱え上げて奥の部屋へと運んでいった。

　むにゃむにゃと瞼まぶたを閉じたまま、スズはくたびれたようにダラリとクウガへ腕うでを振った。

「はーい……おやすみ、クウガさん」

　微ほほ笑えみながらスズを見送るクウガ。腕を上げようとするも、未いまだクウガの全身は言うことを聞かず痙けい攣れんするばかりである。

「看護。お待たせしました。クウガの朝食も出来ていますのでどうぞ」

「ありがとう、でもなんだか申し訳ないな。エアは休まなくて大丈夫なのか？」

「肯定。問題ありません。私は動力源となっている空気さえあれば、半永久的に稼か働どうする事が出来ますので、食事は勿もち論ろん休息は不要なのです」

「ああそうか、空気中のフォトンチッド…………」

「クウガ？　今なんと？」

「……えっと、フォト……なんだ？　今私はなんと言った？」

「失敗。申し訳ありません、聞き逃してしまいました」

　鈍く芯しんに残る頭痛と共に、クウガは再び妙な既き視し感かんに襲おそわれる。

　イメージがフラッシュバックすることはないものの、知識が流れ込むのと同時に抜け落ちるような、そんな奇妙な感覚がクウガの脳裏を掠かすめた。

　今自分はたしかに、エアの構造について知っている前提で応じていた。いや、正確には記き憶おくを失う前の自分が知っていたのだろう。

　頭痛を我が慢まんしながら、先程の感覚を摑つかもうとするものの、それ以上は何も思い浮かばないまま、やがて鈍痛もゆっくりと引いていってしまった。

「疑惑。どうやらクウガは、私のような存在と関わったことがあるようですね、もしかしたら遺い跡せき発掘を専門にした流浪者ドリフター、あるいは出土品の鑑かん定ていを生業なりわいにしていたのでは？」

　あと一歩で摑めそうな気がした記憶が、指の隙すき間まからこぼれていくように、クウガは奇妙な感覚の残り香だけをその手に握りしめるしかなかった。

　そして口には出さなかったが、クウガには一つだけ確信があった……おそらく記憶を失う前のクウガは、エアが提示したどちらでもないだろう……。




　宣告通り、エアは昼には容赦なくスズを叩たたき起こしたようだ。

　重そうな瞼をこすりながら部屋に入ってきたスズを、クウガは笑顔で迎え入れた。

　きちんと着替えてから寝たようで、スズの格好は昨日着ていたのと似たような半はん袖そで半ズボンで、健康的に日焼けした肌が露ろ出しゆつしていた。

「おはよ～……お腹なかすいたぁ」

「おはよう、まだ眠そうだな」

　スズは椅い子すに座ったものの、未だこっくりこっくりと頭で船をこいでいた。

「う～ん……朝早くからだったからね。ふぁああ……」

　拳こぶしを丸々飲み込めそうなくらい、大きく口を開けて欠伸あくびをするスズ。

「あの魚は全部売るのか？」

「んーんー……流浪者ドリフターは基本自給自足だから、最低限は残しておかないと」

　どうやら空の旅は、自由気ままとは言い難いらしい。それでは自分のような想定外の客が紛れ込んでしまっては、エアはともかくスズの食い扶ぶ持ちに負担がかかってしまっているのではないだろうか？

「あ、心配しなくても、保存食はいつも多めに用意してあるから大丈夫だからね？　うちの場合はエアがいるから、結構楽させて貰もらってるし」

「そう言って貰えると助かる」

「うん！　だからクウガさんは、もっと甘えてくれてもいいんだからね！」

　クウガと話しているうちにすっかり目が覚めたのか、ようやくスズの笑顔に輝かがやきがニッコリと灯ともってきたようだ。

「完了。お待たせしました。確かく認にん。分かっていると思いますが、当分は魚料理が続きますのでご容赦を」

「大丈夫！　私魚大好きだから！　クウガさんも、早く普通の食事が食べれるようになるといいね、そしたら私が捌さばいたお魚を食べさせてあげられるのに」

「スズは魚を捌けるのか？　すごいな」

「まぁね！　鱗うろこを落としたりも出来るんだよ！」

　えっへんと胸を張るスズを冷ひややかに見つめていたエアが、すかさず口を挟む。

「訂正。先程の魚を処置したのは私です。スズがやったのは洗浄と……」

「わー！　わー！　エアー……もう、クウガさんには内緒にしてって言ったじゃなーい！」

「反論。クウガに自じ慢まんしたいのであれば、次の漁までに自分で捌けるようになって下さい」

　ピーピーと黄色い悲鳴を上げ抗議するスズを無視しつつ、クウガに食事を運ぶエア。

　もうすっかり目覚めたのか、昼食をあっという間に平らげたスズは、奥の部屋へ行ったかと思えば食べ損ねた朝食を持ってきて、これまたあっという間に食べてしまうのであった。




　後で聞いた話だが、どうやら魚の中には保存しにくいものもあるらしく、そういったものはターミナルに着く頃ころには大抵ダメになってしまうので、さっさと食べてしまわなければならないらしい。

　エアの宣告通り、それから数日間は魚料理ばかり続き、初めは美お味いしそうに食べていたスズも、しまいにはクウガの流動食を羨うらやましがる始末であった。

「エア～……そろそろ何か他ほかの味付けで食べたいなぁ」

「却下。残念ですが、以前作っておいた塩がまだ大量に残っていますので」

　ぴしゃりと否定するエアに、スズは溜ため息いきをつきながら、うんざりするように魚を頰ほお張ばる。

「雲うん海かいはやはり塩水なのか」

「疑問。淡水の雲海もありますよ？　基本的に生活用水はそこから調達していますので。何がやはりなのです？」

　雲の海といっても、クウガの知る海のように必ずしも塩分を含んでいる訳ではないようだ。

「クウガさんって、たまに面白いこと言うね。記き憶おくがなくなる前はどの辺に住んでたんだろ？」

　不思議そうに尋ねるエアと、興味深そうにこちらを見つめるスズ。このようにカルチャーショックを受ける事は多々あるものの、二人の献身的な介護の甲か斐いあり、クウガの容態は徐々に回復していき、目を覚ましてから二週間程でゆっくりならば一人で歩けるようにもなっていた。

「解説。ちなみに、我々が前回停留していたターミナル【サビク】から【アンタレス】にかけての線路は、他のターミナル間と比較するとかなり間隔が長いので、あまり通りたがる流浪者ドリフターがいないのですよ」

「上う手まい具合に雲海と遭そう遇ぐう出来ないと、食べる物も飲む物もなくなっちゃうかもだからね」

「じゃあ私がスズ達たちに拾って貰もらえたのは、かなり運が良かったって事か」

　食事を取りながらこの世界について教えて貰うのも、これで何度目になったことか。今ではエアに手伝って貰わなくても、クウガも一人で食事出来るようになった。

　動けるようになったので、改めてゴンドラ内を見せてもらったものの、クウガの記憶を刺激するものは見つからず仕じ舞まいだった。敢あえて言うならば、干物を作る為ために魚を纏まとめて干している部屋に入った際、あまりの生臭さに卒倒しかけたが、クウガが求めていた刺激とは勿もち論ろん全くもって別物である。

「ん？　それじゃあむしろ、そんな厄介な線路を、どうしてスズ達は通ろうと思ったんだ？」

「んー、単に今まで通った事がなかったからってのもあるし、後は……今は秘密！　ご馳ち走そう様！」

　いたずらっぽく笑うと、スズは空からになった食器をキッチンに運び、そのまま奥の部屋へと駆かけていった。

　スズとエアが住むゴンドラは、運転席のある先頭車両、それぞれの個室と倉庫に仕切られた中央車両、そしてクウガが寝かされていたダイニングキッチンの後部車両で構成された三両連結で、これは二人暮らしではかなり大きい部類らしい。

　実際中央車両には使ってない部屋もいくつかあったので、ダイニングからそのうちの一つがクウガにあてがわれた。

「スズはいつも楽しそうだな、見ていて飽きないよ」

「同意。すくすくと育ってもらえて、私としてもなによりです」

　怪け我がの所せ為いもありゆっくりと食べるクウガを急せかすでもなく、無表情ながらもまるで娘を見守るように、どこか優やさしげな雰囲気を纏まといじっとスズを見送るエア。

　そうなると気になってくるのが、スズの本来の両親についてである。少なくとも曾そう祖そ母ぼがいて、一族代々と言っていたからには、出産に関してはスズ達たちとクウガで認にん識しきの相そう違いはない筈はずだと思うが……いないからには、やはりそれなりの理由があるのだろうが……？

　とはいえ迂う闊かつに聞ける話題でもない。世話になっているスズ達の気分を害するのもなんなので、クウガは黙だまって食事を口に運ぶのであった。




　それからさらに数日間、リハビリついでに平時のスズの仕事……網あみやカイトの整備や、魚ぎよ影えいや島がないかの見張りをこなしていくうちに、クウガの体力もどうにか一人で出歩ける程度には戻っていた。

「島とゴンドラの衝しよう突とつって、頻ひん度どとしてはどれくらいのものなんだ？」

　先頭車両の屋上、見張り台の中で背中合わせになっているスズにクウガは質問した。

　ずっと寝ていたので意識していなかったが、クウガはそれなりに背が高いようだ。

　小柄なスズの服は到底入らないので、エアの作業着を借りて出歩いているのだが、それでも飛び出た足首に外の風はかなり冷たい。

　半はん袖そで半ズボンのスズなど見ているだけで寒くなってくるが、本人曰いわく風がなければそれ程寒くはないらしい。北国の者と南国の者では体感温度が異なるようなものなのだろうか。

　それはともかくとして、スズの格好で物々しいマスクを着けていると不自然極まりないのだが、これは以前茶化した際にとても怒られたので、クウガは二度と馬ば鹿かにしないと誓ちかっていた。

「んーと……エアが言うには、このワイヤーが島を寄せ付けないようにしているらしいから、滅めつ多たに起きないんだって。でも島が小さすぎたり、逆に大き過ぎたりするとぶつかることもあるらしいから、見張りは欠かせないかな」

「ゴンドラを動かす電力もワイヤーから送られているんだろ？　レトロなように見えて結構すごいんだな」

　縦横無尽に広がる青空を、両断するかのように伸びる太く黒いワイヤーを見上げながら、クウガはぽつりと呟つぶやいた。

「ゴンドラのスピードを遅くしてるのは、いざって時に対応し易やすくする為ためなんだけど、あんまり遅くしすぎるとダイヤが乱れるし、その分食費だってかかっちゃうから難しいんだよね。まぁうちの場合はエアが色々やってくれてるから、あんまり気にしなくても平気なんだけど」

　流浪者ドリフターの生活は、当初クウガが想像していたよりも、はるかに厳しいもののようだ。

　なんでも他ほかのゴンドラと接触してしまうと、漁の儲もうけや、遺い跡せきを発見した際の権利など揉もめ事が絶えない為、最初からグループを作っている場合以外では、ドリフター同士でつるむことはまずあり得ないらしい。

　もっとも大抵のドリフターは、いくつかの家族がゴンドラを連結し合って生活しているので、スズ達たちのように一家族で旅をしている方が珍めずらしいそうだ。

　無用な接触を避ける為ために、ドリフター達は基本的には一定の速度で旅をし、なんらかの事情で速度を変えた時は、必ず目的地のターミナルに連絡することが義務付けられているらしい。

　運航状況は常にターミナルが把は握あくしているので、小まめに連絡を取り合うのも大事な仕事なのだそうだ。

「こんなにやることが多いのなら、大勢で旅をした方が負担は減るんじゃないのか？」

「エアが言うには、お祖じ父いちゃん達の時は何家族かと一緒に旅をしていたらしいよ。でもその人たちがエアに頼たよってばかりなのが嫌だったらしくて、すぐにお別れしちゃったんだって。実を言うと……私はずっとエアと二人だったから、あんまり大勢で旅をするって感覚が分からないんだ。だからクウガさんが来てくれて、すっごい嬉うれしいよ！」

　えへへ、と笑うスズだったが、その笑顔の裏にどれだけの思いが込められているのかクウガは測りかねていた。

　──スズが物心ついた時、既すでにスズの両親はいなかったという事か？　だとしたら何な故ぜ……、

「あ、見えてきた！　あれがターミナル【アンタレス】だよ！」

[image: ]

　──スズの掛け声に釣られ、進行方向へ顔を向けたクウガは驚きよう愕がくした。

　ターミナルは……巨大な柱だった。

　広大な空間に真っ直すぐ極太な亀き裂れつが走っているかの様に、雲が絡んだターミナルは未いまだ遠目ながらも大空の中に圧倒的な存在感を放っている。

　しかしなんとも呆あきれた大きさである。見えてきたとはいえまだかなりの距きよ離りが空いているのだが、上は勿もち論ろん、どれだけ見下ろしてもターミナルの根元は見えない。

　おそらく地表に根付いているのだろうが、一体これだけの施設をいつ誰だれがどうやって建造したのか、クウガには見当もつかなかった。

「なんだか、巨大な電柱みたいだな」

「でんちゅう？　なんのこと？」

　ポツリと呟つぶやいたクウガの言葉をスズが拾う。

「なにって、電信柱は……えっと、」

　スズはなんのことやらときょとんとしている。対してクウガは、頭に引っ掛かったイメージを言葉にする事が出来ず、三度記き憶おくを搔かき乱す鈍痛に吐き気を催す。

　遠目に見たターミナルは、電線を渡す電柱そのものだ。それは確信出来るのだが、肝心の電柱が何かがさっぱり分からなかった。思わず口にした、電信柱というのも何か関係あるのだろうがさっぱりだ。

「クウガさん？　大丈夫？」

　頭を抱えうずくまるクウガの肩に、スズが心配そうに手を寄せる。

「報告。予定通りの日数で着けそうですね……心配。どうかしましたか？」

　真下の操縦室から、伝声管を通じ割って入ったエアの声で、頭痛が途切れるように消えていった。

「いや、大丈夫だ。なんでもない」

「確かく認にん。そうですか……着いたらクウガの記憶の手掛かりを探すことに異存はありませんが、色々と手続きがあるので行動は共にして貰もらいますが構いませんね？」

　未いまだスズは寄り添っていたが、クウガが安心させようと笑いながら頭を撫なでると、若じやつ干かん心配そうにしながらも、それ以上深く尋ねてはこなかった。

「あぁ、むしろありがたいくらいだ。世話になる」

「了りよう承しよう。そろそろ暗くなってくるので、中に戻って下さい」

　はーいと、返事するスズと共に、クウガは梯はし子ごを下ろし中に戻ろうとする。

「…………」

　今一度、遠方のターミナルを見つめるも、それ以上記憶が揺さぶられる事はなかったので、クウガは黙だまってゴンドラへと戻っていった。




　ゴンドラの中に戻りマスクを外すと、思わず深呼吸してしまう。それを見て笑うスズに対し、エアは（無表情だが）心配そうに尋ねてきた。

「心配。マスクは慣れないですか？」

「そういう訳ではないんだが……つけないで済むなら、それに越したことはないのだがという感じかな」

　勿もち論ろん若じやつ干かん小さいのが理由でもあるのだが。

「どうしても着けなきゃいけない訳じゃないんだけどね。むしろ余よ所その流浪者ドリフターはほとんど着けてないらしいよ」

　意外な事を聞いたとばかりにクウガは驚おどろく。エアが口やかましく必ず着けさせるので、てっきりこれも、流浪者の義務的なものだと思っていたからだ。

「訂正。カイトに乗る際や、島に上陸する場合は着用が義務付けられています」

「そうだけど……でも見張り台に行くたびに、一々着けるのって手間じゃない？　酸素ボンベだって安くないんだし」

「却下。万が一ということもあります、身の安全を買うのですから、多少の出費は致し方ありません」

　どうやらこの点に関しては、いつもエアの言いつけを守るスズでも不満に思っているらしい。

　客人であるクウガとしては口をはさむつもりはないが、エアが頑かたくなにマスクを着けさせる理由が気にならないと言えばうそになる。

「何か理由があるのか？　地上の汚染が原因とか？」

「同意。本ほん土ど地ち毒どく……私たちは略して地毒と呼んでいますが、上昇気流に乗って突然吸ってしまうこともありますし、島や遺い跡せきの中には地毒が残留しているものもあるので、そこから漏もれ出る例も確かく認にんされています」

　エアの言い分は至極もっともであるが、他ほかの流浪者がマスクを軽視しているということは、恐らく確率としてはかなり低いのだろう。

　それでも必ず着けさせるからには、他に何か理由があるのだろうか……？

「続行。そういえば、ターミナル内部もそのほとんどが地毒で満たされているそうですよ。それもマスクだけでは防ぎきれないような高こう濃のう度どの……」

「だから誰だれも地上に降りられない？」

「訂正。降りることは出来ます……ただ、堕おちて戻ってきた者がいないだけです」

　意識を取り戻してからもう一カ月近く経たつおかげか、クウガはエアの無表情の中の感情をかなり読めるようになったと自負している。

　だからそれ以上聞けなかった……今のエアの胸中を占めるのは、後悔と哀あい愁しゆうだったから。




　夕食後、エアはダイヤを確認しに操縦室へ行ったので、食器類を片づけるのはクウガとスズが受け持った。

　スズはいつも通り、ニコニコと笑顔を絶やさず鼻歌交じりに食器を洗う。

　水は雲うん海かいを濾ろ過かしたものを使っているのだが、雲海が定期的にワイヤーのそばを通るとも限らないので節約は必須である。キッチンのタンクには普段使う量が、残りは中央車両の大タンクに保存されていて、エアの計算の元きっちりと使用量が管理されている。

　スズが洗った食器をクウガが受け取り、水気を拭ふき取って棚たなにしまう。棚は余分なスペースがなく皿をぴっちりと収納し、しまったらダイヤル式の鍵かぎをかける様常々エアに厳しく言われている。どちらもゴンドラが傾いても、多少は皿が割れないようにする為ためだ。

　一月も暮らせば、常に揺れているゴンドラの生活もすっかり慣れたものだ。

　地に足がついていない感覚に戸惑わないと言えば噓うそになるが、船に乗っているようなものだと思えば存外すぐに適応出来た。

　しかし一方で、ちっとも記き憶おくが戻る気配はなかった。エアの診しん察さつによれば、傷によるものではなく心的な問題なので、何かきっかけがあればあっさり戻る可能性もあるとのことだが……。

　さらに……自由に歩き回れるようになってから、少し気になることが出来た。

　スズとエア、常にどちらかが、必ずクウガが目に入る所にいるのだ。

「ん～♪　んん～……クウガさん？　どうかした？」

　食器を洗うスズが、クウガの視線に気がつき手を止める。

「いや、なんでもない」

　クウガはそれに短く答え、手近な食器を拭いて棚にしまう。

　最初はクウガの怪け我がを案じているのかと思ったが、最も早はや怪我に関してはほぼ完治した今になっても、依い然ぜんとして常にどちらかがクウガと一緒に行動している。

　ゴンドラの勝手がまだよく分かっていないので、誰だれかそばにいてくれるなら迷惑どころかありがたい限りなのだが、どうにも妙な気がしていた。

　例えば深夜、のどが渇かわいたりトイレに行きたくなったりする時ですら、エアの気配は常に近くにあった。まるで監かん視しでもしているかの様である。それも毎回必ずだ。

　個室を与えられているので、プライバシーについて訴えるつもりはない。もとより命の恩人であるスズ達たちに不満など何一つないのだが。

　とはいえ、クウガがスズ達に恩義を感じていても、その気持ちを証明する術すべなどある筈はずもない。空に浮かぶゴンドラに逃げ場がない以上、これまで女だけで生活していた場に男が入り込んだのだから、警戒されて当然といえば当然なのであろうが。

　気になると言えば、クウガに与えられた個室についても妙な点がある。窓がないのだ。

　個室といっても、細長いつくりになっているゴンドラを薄うすい壁で仕切っているだけなので、スペースはお世辞にも広いとは言えない。ベッドの他には、小さい机と椅い子すがおける程度だがそれが不満という訳ではない。

　勿もち論ろん窓がなくても問題はないのだが、何度も繰くり返すがゴンドラは細長い構造になっている以上、部屋をつくれば必ず外がい壁へきと接することになる。

　そして中央車両の外壁部は、等間隔に窓がつけられているにもかかわらず、クウガの部屋だけには窓がないのだ。

　窓がついている空き部屋もあるにはあるのだが、今は保存用に乾かん燥そうさせた魚や他ほかの荷物で埋まっているので、わざわざどかして部屋を変えてくれとも言いにくい。

　そもそも……目覚めた日、エアに見せてもらったあの大空が、クウガの脳裏に未だ焼き付いていた。今では見張りの時や漁の手伝いで、空は何度も見ているのだが、それでも時たま無性に見たくなるのは何な故ぜなのだろうか。

　などと考え込んでいるうちに食器が片付く。エアの話ではこのまま何もなければ明日の夜にはターミナルに着くらしい。

　ここ数日雲うん海かいと接触していないので、漁の準備も済んでいるので特にすることがない。

　エアに借りている本でも読むかと、部屋に向かおうとすると、

「あ、クウガさん。今夜のご予定は？」

　……何気ない一言、その筈はずなのだが先ほど考え込んでいた所せ為いかどうも深読みしてしまう。

　この閉へい塞そくしたゴンドラの中で、噓うそなどついたところで無意味である。しかし逆に言えば、ゴンドラから出る事も出来ないのに、どうして一々確かく認にんしてくるのだろうか？

「……部屋で、本を読もうと思っている。何故？」

「そっかー……残念。リビングで、一緒に遊びたいなって思ったんだけど」

　……やはり考えすぎだったのか？　とクウガは内心で自問自答する。

　ゴンドラの旅は当然だが娯楽が限られている。ちょっとしたカードゲーム類と、エアが長年かけて集めた本くらいしかない。

　とはいえ、エアは物語を好んで集めているようで、そのどれもがクウガの記き憶おくの片かた隅すみに残るお伽とぎ噺ばなしとは少し違ちがっているので、今のところ退屈しないでは済んでいる。もっとも、こうしてスズが小まめに絡んでくれているおかげでもあるのだが。

「いや、本はいつでも読めるし、私もリビングに行こう」

「ほんと！　やったぁ！　エアも誘わないとね、行こ！」

　クウガの腕うでを摑つかみ、操縦室のある先頭車両へと向かうスズ。

　クウガがあまり異性として意識されていないのか、元来スズが人懐なつっこい性分なのかは分からないが、スズはクウガの腕にしがみつくのが気に入っているようだ。

　クウガだってこれでも立派な（？）成人男性である以上、女の子にしがみつかれるとドキリとしてしまうのは致し方ない。

　今までは単に恥ずかしがるだけだったが、今夜はどういう訳かそれが酷ひどく重圧をかけられているような気がした……まるで、逃がさないように確保しているような……。

「あ！　読み終わった本をエアに返さないと。取ってくるから、先に行っていてくれないか」

　思わずスズの腕を振りほどくように踵きびすを返し、自室に向かおうとするクウガ。しかし、

「そうなの？　……じゃあ、一緒に行こ！」

　ニッコリとほほ笑みながら再び腕うでを摑つかむスズに、クウガはそれ以上何も言えず黙だまって一緒に自室へ向かった。

　スズを部屋の前で待たせ目当ての本を手に取るも、ドアを開けてスズと顔を合わせる事に、どうしてか緊きん張ちようしてしまうクウガ。

「クウガさん？　どうかしたの？」

「……なんでもない、今行く」

　意を決しドアを開けたクウガを出迎えたのは、いつも通りのスズの笑顔である。

「？」

　何も言わず、キョトンと首をかしげるスズを見て、ほっと息を吐くクウガ。

　──大丈夫、こんな無む垢くな笑顔の少女が、裏で何か考えているなどあり得ない……自分にそう言い聞かせ、クウガは操縦室へと向かうのであった。




　翌日の夕暮れ時、エアの言う通りいよいよターミナル【アンタレス】は目前へと迫ってきていた。

　ここまで近づくと、ターミナルはその余りの巨大さに全容を視し認にんする事は出来ず、夕日が逆光となっている所せ為いもあり、巨大な影かげの塊かたまりとなっていた。

　自分達たちが進んでいるワイヤーの他ほかにも、同様の太いワイヤーが空の向こうからいくつか伸びていて、それぞれに似たようなゴンドラが吊つるされ、ターミナルに出たり入ったりしていた。

「なぁエア、あのトンネルの上の方にある紋章みたいなのは、何か意味があるのか？」

　ワイヤーが伸びる先は、ゴンドラを収容する為ためなのか大きなトンネルが開いている。その上部に、サソリを象かたどった古めかしいレリーフのような物があった。

「解説。ターミナル【アンタレス】を含めたこの辺一帯の十四の塔が所属している、スコルピオ連盟の印ですね」

「ちなみに【アンタレス】は、スコルピオ連盟の首塔なんだよ。だからこの辺で一番大きいの」

「スコルピオ連盟というのは、国みたいなものだと思えばいいのか？」

「肯定。そう取って頂いて構いません。補足。ちなみに、ここに来る前に立ち寄った【サビク】は、サーペント皇国の塔ですね」

「結構色んな国があるんだな」

　クウガが感心したように頷うなずいていると、スズが軽く笑って答える。

「国って言っても、ほとんどのとこはとりあえず纏まとまってるだけなんだけどね」

「乱雑。王がたったかと思えば、何十年後かにもう一度訪れれば民主政になっていたというターミナルもありましたし、我々流浪者ドリフターにはさして縁えんのない世界ですね」

　やや突き放すように言い捨てながら、エアがゴンドラのレバーをやや傾ける。ガタンと僅わずかに車体を揺らし、ゴンドラの速度が少しだけ遅くなった。停車に向けて減速し始めたのだろう。

　先頭車両の最前線、ゴンドラの運転席はとても狭せまく、立っていても人が三人入ればもう窮きゆう屈くつに感じる程だ。

　レトロな外見通り操作はいたってシンプルで、発進と停止、加速と減速のレバー以外は通信機とドアの開閉ボタンしかないようだ。

　クウガは最初見た時にまるで電車のようだと思ったが、おそらくこの世界にはないであろう電車について詳しく説明する自信がなかったので、口には出さず胸の内に秘めておいた。

　運転席は、エアが一人で受け持っている。丁てい寧ねいで几き帳ちよう面めんなエアの方が、操縦には向いているのだろう。

　そのすぐ後ろは降車する為ためのスライド式のドアと、少し広めのスペースが確保されている。両りよう脇わきには窓も設置されているので、クウガはそこからターミナルに入っていく様子を観察していた。勿もち論ろん隣となりにはクウガと腕うでを組んだスズがいる。

『こちらターミナル【アンタレス】。ゴンドラ【青い衣号】、入場を許可する』

　ゴンドラ内に安っぽい音声で男の声が響ひびく。どうやらターミナルから通信がきたようだ。

　連絡を聞くと、スズは腕をほどきそそくさと運転席に移り、通信機の受話器を手に取った。

「こちら【青い衣号】。了解、これより入場する」

　連絡を終えると、スズはまたクウガの隣へ戻ってくる。通信機のすぐ傍そばにいるエアがやればいいのにと思ったが、操縦に集中しなければならないのだろうかと、クウガは首を傾かしげた。

「【青い衣号】っていうのはスズが決めたのか？」

「ひいお祖ば母あちゃんが決めたんだって。大体どこの流浪者ドリフターも色プラス単語で決めてるらしいよ？　特別決まりがあるって訳じゃないんだけどね」

　スズの解説になるほど、と呟つぶやきながら、クウガは操縦するエアの背中を見つめる。

　エアがレバーを操作すると、ゴウンと重くゆっくりとした音を立てながらゴンドラがさらに減速していく。

　サソリのレリーフが飾られたトンネルに、ゴンドラがゆっくりと飲み込まれていく。

　トンネルはゴンドラがすっぽり入っても尚なお余裕のある大きさなので、入場の際に隙すき間ま風に多少煽あおられた程度では壁かべにはぶつかりそうもなく、易やす々やすとターミナルの奥へと入っていった。

　受け入れ口を進んでいくと、徐々に周りの空洞が細くなっていき、やがて人一人が動ける程度のスペースを両脇に残し、四方を固定するように壁で覆おおわれてしまった。

　程なくして正面が壁で塞ふさがれたかと思いきや、両側の壁から数人の男が近寄ってきた。皆一様に同じ服を着ていることから、ターミナルの職員なのだろう。守衛も兼ねているのか、銃じゆう器きのようなものを肩かたに背負っている者も見受けられた。

　壁の一メートル程手前で、ゴンドラが静かに停車する。てっきり応対はエアがするものと思っていたが、書類片手に窓を開けて近づいてきた職員と、挨あい拶さつを交わしたのはスズであった。

「御苦労さまです！　はいこれ、滞たい在ざい許可証と売買許可証」

「長旅御苦労様。拝見します……はい、問題ありません。ターミナル【アンタレス】にようこそ」

　スズと話していた男が合図すると、正面の壁かべが音を立てて開いていった。

　エアの操縦で再び動き出すゴンドラ。職員から返してもらった書類をしまうスズに、クウガはふと尋ねてみた。

「前回のターミナルは別の国なんだろう？　入国審査みたいなのはしないのか？」

「にゅうこくしんさ？　うーん……私はよく分かんないな。エアはしたことある？」

「回想。三十二年前、オリオンが周辺諸国と緊きん張ちよう状態になった際に、オリオンから出国する流浪者ドリフターを厳しく審査していた事がありましたね。追記。それ以外ですと、小ウルザの首塔【ポラリス】は、入るのに資格が必要と聞いた事がある程度ですね」

　やはり国といっても、クウガの感覚とこちらの感覚では若じやつ干かん異なるようだ。だがたしかに、別々の国といってもワイヤーでつながっている上に、国土と言うべきターミナル以外は全すべて空なのだから、国境も領土もあってないようなものなのかと納なつ得とくする。

　薄うす暗ぐらい通路をしばらく進んでいくと、まさしくターミナル駅の名に相応ふさわしく細長いホームが見えてきた。

「ターミナルにいる間は、ゴンドラはここに停とめるのか？」

「あはは。折角ターミナルに来たんだから、ちゃんと宿舎で寝泊まりしたいかな」

　笑いながらスズは用意していた手荷物の中を見せる。中身は替えの服その他諸もろ々もろ、寝泊まりするのに必要な物が入っていた。

　スズから見せてきたとはいえ、着替えをまじまじと見るのもいたたまれなかったクウガは、恥ずかしそうに眼めを背けると、照れ隠かくしにぶっきら棒ぼうに答えた。

「そうなのか、別に私はゴンドラでも構わないんだが」

「えー。ゴンドラじゃシャワーも満足に浴びれないし、私は嫌かなぁ」

　クウガの気持ちを知ってか知らずか、クスクスと笑うスズ。

　たかだか一月過ごした程度のクウガでさえ少なからず愛着が湧わくものだが、スズは我が家とも呼ぶべきゴンドラに対して、それ程思い入れはないようだ。

　もっとも、折角ちゃんとした地面があって、風に揺れる事もない家が支給されるのであれば、たしかにゴンドラで過ごすのも馬ば鹿からしくなるというものなのかもしれない。

　やがて地下鉄のホームのようなスペースにゴンドラが近づくと、スズがエアと立ち代わりに運転席へと入っていった。

「積荷を降ろすのと車庫に入れるのは私がやってくるから、クウガさんはエアと改札前で待っててね」

　スズはゴンドラのスピードを緩ゆるめると共に、ホーム側のドアを開いた。スライド式のドアが開くと、二人分の旅行鞄かばんを持ったエアはクウガの手を取り、運転席へと振り返った。

「了解。スズ、くれぐれも安全運転でお願いします。それではクウガ、行きましょう」

　微速前進するゴンドラから二人がホームへ降りると、ゴンドラはドアを閉め速度を上げて進んでいった。

「積荷は別の場所で降ろすのか？」

「運うん搬ぱん。壁かべの向こうなのでここからは見えませんが、次のホームはフォークリフトやクレーン車が入れるように、もっと広くなっているのです。車庫。更にその次のホームはゴンドラ用の巨大フォークリフトを使って、ゴンドラをしまっておくスペースになっています」

　エアの説明を聞きながらホームの途中に設置してある階段を上っていき、長い通路をしばらく進んでいくと、再び武器を持った数人の男が出口を塞ふさぐように待ち構えていた。恐らくここが、先程スズが言っていた改札なのだろう。

「チェックされる事はないと思いますが、滞たい在ざい許可証はスズが持っていますので、スズが来るまで待っていましょう」

　エアに言われ何分か待っていると、元気よく小走りに駆かけ寄ってきたスズが、クウガに体当たり気味に抱き付いてきた。

「お待たせクウガさん！　さぁ、いよいよターミナルだよ！」

「注意。スズ、クウガは一応怪け我がが治ったばかりなのですから、気を付けた方が宜よろしいかと」

　スズに抱き付かれ、若じやつ干かんよろけるクウガの背をそっと支えながら、エアはやんわりと窘たしなめた。

「えへへ、クウガさんにターミナル見せるのが楽しみだったんだもん……ごめんねクウガさん、痛かった？」

「いや、大丈夫だ。気にしないでくれ。エアも心配してくれてありがとう」

「肯定。クウガが問題ないのであれば、私は構いません。それでは行きましょう」

　エアの予想通り、守衛たちはじゃれ合うクウガ達たちをにこやかに見送るも、特に何も確かめずあっさり通してくれた。

　関所のようなゲートをくぐった先に広がっていた景色は、クウガの記き憶おくにある地上の光景そのものだった。

　土があり木があり、周りにはいくつもの建築物が乱立している。遠くに見える空には飛んでいる鳥すら見えた。

　ターミナルというから、先程までのような無骨な停留所のようなイメージを抱いていたが、目の前に広がるのは立派な空中都市そのものだった。

「すごい……外から見た時はただの柱だったのに……」

「回答。外がい壁へきがモニターになっていて外の景色を映し出しているのです、光も風も人工のものですが、地ち毒どくは一切入ってこないクリーンな空間となっています」

「うふふ、喜んでもらえてよかった。さ、宿舎はこっちだよ」

　感心して周囲を眺めるクウガを見て、スズは自分が褒ほめられたように誇ほこらしげに微ほほ笑えみながら、宿舎へとクウガを案内していく。

　宿舎への道すがら、クウガは意識を取り戻して以来初めて大勢の人を見ることとなった。

「人が住んでいるのはここで全部なのか？」

「ううん。ここは商業区っていって、お店とドリフターの宿舎しかないの。天井の向こうに何層も居住区があって、そっちにはお店がない代わりに家がたくさんあるんだよ。ほら、あの中にエレベーターがあるの」

　スズが指さす先には、巨大な支柱が何本か天井を支えている。空が映し出されているのでつい忘れてしまいそうになるが、何本も伸びた柱がここが室内だということを否いや応おうなく思い出させてくるのは、なんだか窮きゆう屈くつな感じがした。

「スペースを最大限に利用しているんだな。商業区の下には住まないのか？」

　ターミナルは実際の所途方もない高さではあるものの、外がい壁へきや支柱を含めた総面積は決して広大とは言えない。居住区が何層になっているかにもよるが、これでは住める人口もたかが知れているだろう。

「ここより下は機構区……ターミナルを動かしている動力部とか機関が、全部ここから下に広がっているらしいんだけど、地ち毒どくが漏もれてくるかもしれないから誰だれも近寄らないんだ」

「それじゃあ、点検は誰がしているんだ？」

「検索。どのターミナルも、有史以来一度も点検したことがありません。正確には地毒の所せ為いで点検が不可能なのですが、構造も動力源も一切不明です」

「不明って……じゃあ何かあってターミナルが故障したり、動力源が知らぬ間になくなったりしたらどうするんだ？」

「希望。旧世代の人類が、滅めつ多たな事では壊こわれない、永久機関を残してくれた……そう信じるばかりです」

　ぽつりと呟つぶやくエアの言葉に、足元がぐらりと揺れた……実際はターミナルの大地は微動だにしていないのだが、クウガはたしかにそのような感覚を味わった。

　ターミナルに住む者は勿もち論ろん、そこから伸びるワイヤーを頼たよりにする流浪者ドリフターにとっても、ターミナルは生活の根底を支えている物の筈はずなのに、それがどうやって動いているのか、いつまで動くのかさえ誰も分からない等などとにわかには信じられなかった。

　文字通り地に足をつけた生活を送るターミナルの者たちと、大空を漂ひよう流りゆうするドリフター……最初にターミナルの話を聞いた時、クウガは心の片かた隅すみでドリフターとは追いやられた者、土地を持てない者のようなイメージを少なからず抱いていたが、今やその印象は完全に消え去った。

　ターミナルに住んでいようとゴンドラに住んでいようと、いつあの大空に落ちるか分からない暮らしを、この世界に住む全人類は送っているのだ。

　先程までは大空の中雄大にそびえるターミナルを頼たのもしくも思ったが、今では砂場に刺した細い針と似たようなものに感じられた。その針にしがみつくのと、針から伸びた糸にしがみつくのと、どちらが幸福かなどクウガには見当もつかない。

「……クウガさん？　クウガさん!?　大丈夫、どうかしたの？」

　スズの声でハッと我に返るクウガ。気づけば片かた膝ひざをつき脂あぶら汗あせを流しながら、スズに背中をさすられていた。

「介護。滞たい在ざい期間は余裕がありますから、今日のところは出歩かずゆっくり休んだ方がいいでしょう。販売。クウガの面倒は私がみておきますので、スズは予定通り魚を卸おろしてきて下さい」

「うん、分かった。クウガさん、帰りに美お味いしいもの買ってくるから待っててね」

　クウガはエアに肩かたを借りるも胸に込み上げてくる吐き気を抑える事が出来ず、スズに満足な返事をすることも出来ないまま、エアに連れられ宿舎に向かっていった。

　薄うすれていく意識の中、夕日に彩られた大空（の映像）が、不気味なほどに精彩を放っていた。




「クウガさん、もう具合は大丈夫？」

　宣言通り、スズは市場で御ご馳ち走そうを買ってきたらしい。野菜や果物、動物の肉……意識を取り戻してからというもの、流動食以外は魚ばかり食べていたクウガからしてみれば、それらは新鮮でもあり懐なつかしくもあるものばかりだった。

　クウガの体調も回復したので、折角だからと夕食はテーブルを外に出し、星空の下でとる事となった。宿舎内の共同キッチンを使い、食事を用意するエアは忙しそうに出入りしていた。

　仄ほのかに辺りを照らす照明と、満天の星空は優やさしい光を商業区に満たしていた。わずかに吹く夜風が美味しそうな匂においを運んでくるので、クウガ達たちのように外で食事をとっている流浪者ドリフターがいるのか、はたまたどこかで露ろ店てんが出ているのかもしれない。

「ああ、心配ばかりかけて済まない」

　クウガが笑顔で応こたえると、スズも満面の笑みを返した。

「倒れておいてなんだが、早さつ速そく明日からあちこち見て回りたいんだが……ここにはどれくらい滞在出来るんだ？」

　丁度宿舎から、追加の料理を持ってきたエアが来たので尋ねてみた。

「規定。一週間です。余程の理由がない限り、それ以上は留とどまることは出来ません。もっとも、それだけあれば市場をくまなく見て回るには充分ですが」

　果実を口に運びながら、スズはテーブルに広げた書類をパラパラとめくる。色々と手続きがあるのか、片手でなにやら走り書きをしていた。

「私は手続きを色々としなきゃいけないから、とりあえず明日はエアと二人でお願いね」

「警告。スズ、食事中に行ぎよう儀ぎ悪いですよ」

　エアがぴしゃりと叱しかると、スズは申し訳なさそうに笑いながら書類を束ね机の隅すみに置く。

「ターミナルに入る時も思ったんだが、手続きは全部スズの担当なのか？」

「当然。勿もち論ろんです、私はあくまでもスズの所有物なのですから」

　当然だと言わんばかりのエアの言葉……こうして一緒に暮らしているとついつい忘れてしまうが、エアは人造人間……たしかに世間的にはそういう扱あつかいでも当然なのだろうか。

「もー、またそんな寂しい事言って……エアは大事な家族なんだよ？」

「感謝。ありがとうございます、スズにそう言って頂けると私も嬉うれしいです。規則。しかし書類上、私はゴンドラ同様スズの財産でしかないのです」

　……若じやつ干かん空気が気まずくなる。まずい話題を振ってしまったとクウガは内心後悔した。

「そういえば、私の扱いはどうなっているんだ？　身分証明書どころか、自分が誰だれかもよく分かっていないのに、あちこち出入りしていいのだろうか？」

「大丈夫だと思うよ、漂ひよう流りゆう者を拾うってそんなに珍めずらしい事じゃないらしいし。流石さすがに記き憶おく喪失になっちゃった人は、ちょっと珍しいと思うけど」

　テーブルに置かれた料理を自分の皿によそいながら、スズは笑って答えた。

　……漂流者が珍しくないとは、なにやら物ぶつ騒そうな話だが深く聞いてもいいのだろうかと、困惑したクウガはエアに目配せをした。

　一通り料理を出し終えたのか、エアはウェイトレスのように一歩下がって直立していたが、クウガの視線に気づいたのか淀よどみなく答えた。

「補足。予期せぬトラブルで、ゴンドラから離はなれてしまう者は決して少なくありません。カイトに乗っていたら突風で飛ばされてしまった者、猛もう鳥ちように襲おそわれゴンドラを失った者……あるいは空賊に襲われ逃げてきた者などが該当します」

「待て待て待て、なんだか聞き捨てならないものの方が、多かったような気がするんだが」

　猛鳥はギリギリだがまだ分かる。空に島が浮いている以上、そこに何かしらの生き物がいてもおかしくないだろうし、中には人を襲うようなものもいるだろう。しかし空賊とは一体全体なんのことなのか。

「空気泥どろ棒ぼうって言う人もいるんだけど、ターミナルの中は勿もち論ろん、普段ゴンドラの中とかマスクに使う圧縮酸素って結構高いの。普通に旅する分にはそんなに必要ないんだけど、遺い跡せきの発掘をメインにしてる流浪者ドリフターにとってはなくてはならないものだから……実を言うと、私も遺跡によく潜もぐるから、結構多めに買っておいてあるんだけどね」

　見張り程度にマスクを使う事に、スズが否定的だったのはそういう理由からだったのかと察するクウガ。

「じゃあうちだって、襲われるかもしれないんじゃないか？　そんな吞のん気きに構えていて大丈夫なのか？」

　心配そうに尋ねるクウガをよそに、スズは笑顔を崩すことなく答えた。

「大丈夫だよ、猛鳥は滅めつ多たに現れないし、空賊に狙ねらわれるのは、もっと大勢で旅をしているような人たちだし……それにうちにはエアがいるからね！」

「安心。そんじょそこらの賊程度、軽くあしらって御覧にいれましょう」

　背筋をピンと伸ばし胸をはるエアが、珍めずらしくどこか得意気に見えたのは、きっと気のせいではないだろう。

　エアがこう言うからには大丈夫なのだろうが……ゴンドラの中は軽く見て回ったが、武器と呼べるような物は何一つ置いてなかったように見えたが、もし実際に襲おそわれたらどうやって撃げき退たいするのだろうか。

　それに……もし万が一空気泥どろ棒ぼうに限らず、何かトラブルに襲われた際に、自分も黙だまって守って貰もらうというのは、けが人とはいえ男として如何いかがなものだろうか。

　勿もち論ろん襲われないに越したことはないのだが、拳けん銃じゆうの一つや二つでもないといざという時に対応出来ない。

「なぁ、市場には武器も売っているのか？」

　クウガの質問が意外だったのか、スズもエアも不思議そうにクウガを見つめ返した。

「勿論売ってるけど……クウガさん武器なんて扱あつかえるの？」

「えっ」

　スズに指摘されて、クウガはハッとする。今自分は、武器が扱える前提で話を進めようとしていた。それも漠ばく然ぜんとしたイメージだが、銃火器があればいいとさえ思い浮かべていた。これは明確な、記き憶おくへの手掛かりに他ほかならない。

「提言。買う、買わないはともかくとして……明日はその辺りの店から回っていくのがよさそうですね。鑑かん定てい。そういえば、クウガが持っていたネックレスも、何軒か見て回って調べた方がいいですね」

「そう……だな、よろしく頼たのむ」

　思わぬ所から記憶への手掛かりを摑つかみ、クウガは内心沸きたつ思いで、いてもたってもいられなかった。もし叶かなうのなら今すぐ店に向かいたい程だ。しかし元はと言えば、自分の体調不良の所せ為いで明日になったのだから、ここで我わが儘ままを言う訳にもいかない。

　手にしていた食事を皿に置き、クウガは胸元から銀板のネックレスを手た繰ぐり寄せる。

　目が覚めた時、記憶を失う前のクウガへの手掛かりは、このちっぽけなネックレスだけだった。しかしスズ達たちと旅をして、徐々にだが記憶を辿たどる道筋は太く確かなものになりつつある。

　この【アンタレス】はここら一帯で一番大きなターミナルである以上、何か知っている者がいる可能性が高いのも確かである。

　クウガは期待に胸を膨ふくらませつつ、眼下の夜の街並みに想おもいを馳はせるのであった。




　完全に養って貰っている身なので文句を言うつもりはないが、いくつか立ち並ぶ流浪者ドリフターの宿舎の中で、クウガ達が泊まっているのはランクとしては下の上といったところのようだ。

　とはいえベッドと机だけでなく、使い放題のシャワーがついているのだから、ゴンドラと比べれば遥はるかにマシといったところか。

　なにせゴンドラのシャワーはエアが厳しく水量をチェックしているので、クウガはともかくお年とし頃ごろのスズとしては、少なからず不満だったのは容易に想像がつく。

　折角だからと存分にシャワーを浴びたクウガは、髪かみを乾かすついでに夜空でも見ようかと廊下に出ようとすると、誰だれかの気配がする事に気がついた。

　一いつ瞬しゆん訝いぶかしむも、ドアを開けてみると、予想通りそこにいたのはエアである。

　エアは直立不動のまま、ぼんやりと窓の外を眺めていた。

「そんな所で何をやっているんだ？」

　旅の間もエアが一晩中起きていた事は知っていたが、クウガは思い切って聞いてみた。

「回答。勿もち論ろん見張りです、ここならば心配ないでしょうが、万が一ということもありますから。ふふ……クウガは寝付きが悪いようですね。提案。眠れないのでしたら、何か温かい飲み物でも用意しましょうか？」

「いや、お気き遣づかいなく……マスクの時も思ったが、エアは心配性なんだな。まぁ不用心よりも用心深い方がいいに決まっているが」

「肯定。クウガに理解して頂いて有り難がたく思います。スズはあの通りなので……クウガに武器の心得があるのであれば、私も安心です」

　このエアの無表情は、呆あきれ三割愛情七割といったところかとクウガは内心で判別していた。

　いつも厳しく小言を言っていても、やはり生まれた時から面倒をみているからには可か愛わいくて仕方がないのだろう。人造人間とはいえ、エア程長く稼か働どうしていれば感情が芽生えても、おかしいことではないように思えた。

「しかし、スズの趣味が遺い跡せき巡りとは驚おどろいたな。あまりそういう学術的な物には、興味がなさそうだと思っていたんだが」

　冗談半分に笑うクウガ。スズの事を馬ば鹿かにした訳ではないが、スズはどちらかと言えば考えるよりも、体を動かす方が好きそうなので仕方がないだろう。

　むしろエアの方が、遺跡巡りという言葉にしっくりくる気がした。エア自身が発掘品であるという事を抜きにしても、知的で思し慮りよ深いエアと、活発で動き回るスズでは、やはりエアの方が遺跡とイメージが合い易やすい。

「エアもそう思──う」

　勿論エアに愛あい想そ笑いすら期待していた訳ではなかった。そしてこれも勿論、エアはいつも通り無表情なのだが……、

「…………」

　恐らくだが、スズの事をからかわれて怒っている訳ではない。だが普段は若じやつ干かん感じられる温かみが微み塵じんも感じられない。まさしく人形のようなこの表情は、一体どんな感情が込められているのかクウガには判別出来なかった。

「……そろそろ部屋に戻るよ。お休みエア」

　居た堪たまれなくなって、逃げるように部屋に戻ろうとするクウガ。

「就寝。お休みなさい、クウガ。明日は宜よろしくお願いします」

　まるで今の沈ちん黙もくがなかったかのように、いつも通りのエアに戻っていた。

「あ、あぁ……改めて、明日はよろしく頼たのむ」

「了りよう承しよう。お任せ下さい、貴方あなたが喜ぶとスズが笑顔になる、それは私の喜びでもあるのですから」

　自身をただの財産だと言い切りながらも、こうして保護者のような慈愛を見せるエア。

　先程のように不可思議な面を見せることはあるが、笑っているスズをどこかやさしげに見守るエアを見ていると、クウガまで嬉うれしい気持ちになるのも事実だ。

「本当に仲がいいんだな……それじゃあお休み」

　しかしクウガの記き憶おくが戻った時、それはこの二人との別れを意味するのだろうか……？













　　　Ⅲ章　　～道具の家族～







　翌日、エアに連れられてクウガは立ち並ぶ露ろ店てんを歩いていた。まだ昼前だというのに街は活気で賑にぎわい、行きかう人々の談笑や露店商の掛け声で、耳が痛くなる程だった。

「すごい盛況ぶりだな、ここで売っているものは全部流浪者ドリフターが持ち寄った物なのか？」

「一部。【アンタレス】のように大規模のターミナルには、大抵生産区と呼ばれるブロックが設けられています。牧畜や農業を行う為ための区画ですね。漂ひよう着ちやく。それ以外にも雲うん海かいに乗って漂ただよってきた物を、回収して売っている筈はずです」

「水もそうやって貯たくわえている訳か」

　人波をかいくぐりながら、エアの説明を聞くクウガ。慣れているのか、エアは正面を見ずにクウガに顔を向けたままでも、するりするりと人をかわしながら進んでいく。

　それに対してクウガは、気をつけないと先程から何度もぶつかりそうになっていた。そもそもほんの少し前まで、満足に歩く事も出来なかったのだから致し方ないのだが、こうも何度も人にぶつかりかけるのは少し恥ずかしくもある。

「補足。島から採取した材木などで、ゴンドラを作るのもターミナルで行っています」

　エアはいつものヒラヒラとした服装に、さらに厚ぼったいポンチョを着ているが、クウガは依い然ぜんとしてサイズの合っていない作業服というのも恥の上うわ塗ぬりとなっていた。

　自分の用事ばかりで申し訳ないと思いつつも、後で必ず服も買って貰もらおうとクウガは固く決意していた。

「それじゃあ、武器なんかもどこか工場で作っているのか？」

「肯定。そういうターミナルもありますが、【アンタレス】の生産区に武器を製造する工場はなかった筈です。検索。スコルピオの場合ですと、【ウェイ】というターミナルに一任しているようですので、お店に並んでいるものはそこからドリフターに運ばせたものなのでしょう」

「そっか。あれこれ同じ場所で作るより、ある程度纏まとめてやった方が合理的だもんな。その為の国って訳か」

「感嘆。クウガは理解が早いですね、そういう事です」

　そういえば以前、ドリフターの中にはターミナル間で荷物を運ぶのを生業なりわいにしている者達たちもいると聞いた覚えがある。ドリフターもターミナルも一纏めに呼ばれているが、内実はかなり多岐に渡るということなのだろう。

「それで思いだした。昨夜は聞き逃したんだが、スズもエアも武器を持っているようには見えなかったが、もし空賊とか猛もう鳥ちように襲おそわれた時はどうするつもりなんだ？」

「失念。そういえば、まだどこに隠しているか教えていませんでしたね。申し訳ありません……ゴンドラが防犯性に優すぐれているとは言い難いのは、もうお分かりでしょう。対策。故ゆえに倉庫にしまったり、仕掛け扉の中に隠したりするものなのです。帰ったらクウガにも場所を教えておきますね」

　武器の隠し場所を教えるということは、家族の一員として認められたに等しい。エアからの信しん頼らいに喜びを感じると共に、クウガには別の懸け念ねんもあった。

「そういうことだったのか。でも厳重にしまっていたら、いざという時にとっさに使えないんじゃないのか？」

「……感心。やはり記き憶おくを失う前のクウガは、荒事に慣れているとみて間ま違ちがいないようですね。全面的に同意します、ご指し摘てきの通りです。証明。しかし御安心を……これを御覧下さい」

　エアはポンチョの内側がクウガにだけ見えるよう腕うでを持ち上げる。ポンチョの裏に仕込みナイフでもあるのかとクウガは構えたが、至って普通のポンチョにしか見えないが……？

「エア？　これがどう──っ！」

　エアが見せたかったのは、外がい套とうそのものではなかった。ポンチョに覆おおわれた腕そのものが、クウガの見ている目の前でパカリと開くと、中から小型のナイフが現れ一いつ瞬しゆんでその手に握にぎられたのだ。ナイフを吐きだした腕は、閉じてしまえば継ぎ目も分からない。

「披ひ露ろう。とまぁ、こういった具合です。こんなものはまだ序の口ですが」

　再びエアの腕が静かに開くと、伸びてきた細くて小さいマジックアームがナイフを摑つかみ、腕の中へと収納した。驚おどろいたクウガは周囲を見渡すも、誰だれも気付いた様子はないようだ。

　忘れていた訳ではないが、エアは人間ではない……一度も睡眠をとっている姿を見たことがないし、誰よりも働くのに誰よりも休まないエアは機械仕掛けの体なのだ。分かっていたつもりだったのだが、こうも実際に見せつけられるとやはり驚きを隠せなかった。

「……驚いたな」

「万全。経験はそれ程多いわけではありませんが、戦せん闘とうプログラムも多少はインストールされていますので、何かあれば私にお任せ下さい。私は壊こわれても修理すれば済みますが、スズもクウガもそうはいかないのですから」

　それだけ言うと、エアはスタスタと先を急ぐように歩調を速めた。そのどこか寂しそうな背中にクウガは何か声をかけたかったのだが言葉が見つからず、黙だまって後に続くのであった。




　エアに連れられ商業区の奥、つまりターミナルの外周部へと向かっていくと、あれだけ賑にぎやかだった通りも進むにつれて人が減っていき、どこか物ぶつ騒そうな雰囲気が辺りに漂ただよってきた。

「警戒。もうすぐ武器を売っている店に着きます……この辺りは空賊のような連中も往来しているので、お気をつけ下さい」

　クウガはこくりと頷うなずくと、エアから離はなれないようぴったりと傍そばにつく。

　たしかに露ろ店てんの近くでたむろしている連中の視線は、どう見ても自分たちを歓かん迎げいしているようには見えなかった。

「質問。ところで、一口に武器と言っても色々ありますが、何か御希望はありますか？」

「そうだな……出来れば、拳けん銃じゆうと……あと出来ればライフルもあれば」

　クウガ自身、何な故ぜ自分がそれらを欲したかは分からない。だが直感に素す直なおに従った方が、記き憶おくが揺すぶられるのではと思い選んだのがその二つだった。

　勿もち論ろん拳銃やライフルも種類はたくさんある筈はずなのだが、そこからは店に並んでいる品から吟味すればいいだろう。

「了りよう承しよう。私もそれ程詳しい訳ではありませんが、それでしたら確かこっちの店ですね」

　エアと共に細い路地に入る。ここまで来ると、店先に品物を出している店は全くと言っていい程見当たらず、加えてどの店も重厚な扉と窓で店内を隠し、軽い気持ちでの入店は薦すすめられない雰囲気を醸かもし出していた。

「注意。この店が銃器を売っている筈です……入店の前に、一つ大事なお話があります」

　クウガが首をかしげると、エアが懐ふところから財布を取り出しそのままポンと手渡した。

「ん？　財布ごと貰もらわなくてもいいんじゃないか？」

「否定。それは不可能なのです……クウガにはまだお話ししていませんでしたが、私たちの習慣では物が物を買う事は好まれません。ターミナルによっては固く禁止され、場合によっては罰ばつ則そくが設けられています」

　物が物を買う……あまり意識したくはないが、たしかにエアは先程エア自身が披ひ露ろうした通り、生き物ではなく機械だ。

　だが素直にはいそうですかと、納なつ得とく出来ない気持ちがクウガの中にはあった。

　それが記憶を失う前からあったものか、記憶を失ったからこそ芽生えた気持ちなのかは分からないが、エアは恩人であり今や大事な家族と言っても過言ではない。そんなエアを物扱あつかいしたい筈がない。

　しかしクウガがどう思おうと、それがこの世界の一般常識であるというのなら、従わなければかえってエアに迷惑をかけるのも事実だ……スズがそうしているように。

　財布を受け取ろうと手を伸ばすクウガ。しかしここで財布を受け取ってしまったら、クウガもエアのことを物扱いすると認めてしまう……そんな気がして、どうしても財布を握にぎる事が出来ずにいた。

　するとエアは、突然パッと腕うでを引っ込めてクウガに背を向けた。一いつ瞬しゆんエアが怒おこったのかと焦あせるクウガだが、すぐに周囲の気配に気がつきエアに背中を合わせた。

「よぉ嬢じようちゃん……ちょっとその財布、おじさん達たちにも見せてくれないか？」

「お嬢ちゃん可か愛わいいねぇ、そんな兄ちゃんと一緒にいないで、おじさん達と遊ばないかい？」

　気がつくと、クウガたちを囲むように、三人の男が店の周りに集まってきていた。

　男たちは皆、ボロボロの外がい套とうの下に同じようにボロボロのパイロットスーツをまとい、被かぶっているマスクはスズが使っているものと違ちがいゴーグル付きの顔全体を覆おおうタイプで、これまた皆一様に小汚かった。

　マスクからあふれたボサボサの髪かみは一目見て分かる程不潔で、男たちの体全体から胡う散さん臭くささが滲にじみ出ているようであった。

「こいつらが空賊……？」

「人聞きの悪い事言わないでおくれよぉ。俺おれたちは、酸素がなくて困ってる連中を助けてるだけなんだぜぇ」

　ゴーグルで隠かくれて見えないが、男達たちの下品な笑みがクウガには透すけて見えたような気がした。

「警告。それ以上近づかないで下さい、聞き届けられない場合はターミナル刑けい法ほう第三十六条・第二項に基づき、正当防衛を取らせて頂きます」

　エアが威い嚇かくするように体勢を低くしつつ警告すると、途端に男たちの纏まとう雰ふん囲い気きが変わった。

「ちっ。なんだ……女は機械人形オートマタか。人間様に向かって偉えらそうな事言いやがって」

「楽しみが減ったなぁ……まぁ値段はむしろ、生身より高くなるんだから儲もうけもんだろ。こんな高性能のオートマタは見たことねぇし」

「傷つけないよう気をつかう心配もなくなったな、最悪バラのパーツで売りゃあいいだろ」

　男たちのエアに対する感情が、ガラリと冷たくなるのをクウガは感じ取った。そして悟さとる、エアをこの様に扱あつかうのは決して珍めずらしい事ではないのだと。

「お前たち……!!」

「おうおう威勢のいい兄ちゃんだな……すぐに大人しくさせてやるよ」

　下品な笑い声をあげながら、男たちは少しずつ距きよ離りを詰つめる……その瞬しゆん間かん、

「実行。対象の殲せん滅めつを開始します」

　一瞬──エアが着ていたポンチョがバサリと大きな音を立てて翻ひるがえる。突とつ然ぜんの事に三人の空賊も、そしてクウガもポンチョを注視すると、ポンチョはそのまま真ん中の男の視界を塞ふさぐように宙に舞まい……クウガの視界から一瞬エアが消えた。
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「なんだっ」

　ポンチョが顔に被かぶった中央の男が驚おどろいている間に、エアは右側の男に組み付くように摑つかみかかる。クウガが一いつ拍ぱく遅れてその事に気付いた時には、エアは既すでに手のひらや前ぜん腕わんから鋭えい利りな刃物を射出して、男を串くし刺ざしにしていた。

　全身から血を噴ふき出した男が痛みに叫ぶよりも早く、エアは半回転するように右側の男の懐ふところに潜もぐり込み、男の喉のどに左ひだり肘ひじを──正確には肘に仕込んだナイフをねじ込んだ。

「かっ──」

「おい！　なんだ！　どした！」

「てめぇ！　この人形風ふ情ぜいが！」

　喉を切られた男、視界を塞がれ現状を把は握あくしていない男、クウガの背中越しにエアを罵ののしる男、三者三様の反応を示すも、エアは意に介さずさらに身体からだに仕込んだ隠しナイフを取り出しクウガに向け──正しくはクウガの後ろにいる男に向け投げる。

　背後から漏もれる呻うめき声が、ナイフが正確に命中した事を告げる。

　しかしその時、ポンチョを被ったままの男が、腰こしに下げた長ちよう剣けんをしっちゃかめっちゃかに振り回し──それが偶ぐう然ぜんにもエアの位置を捉とらえてしまっていた。

　視界を塞がれた上に仲間の悲鳴を聞き、錯さく乱らんしたが故ゆえの不規則な動き……だからこそ動作を全すべて計算と予測で成り立たせている機械エアにとっては、その襲しゆう撃げきは予想外だったのかもしれない。

「エアあああああああっ！」

　そしてきっと、クウガが思わず飛び出した事も、エアにとっては予想外だっただろう。あまりにも咄とつ嗟さで、あまりにも自然だったので、クウガは自分の行動を明確に認にん識しき出来なかった。

　結果だけを見るのなら、クウガは長剣を振り回す男を投げ飛ばし、地面に押さえつけるように拘束していた。過程に関してはクウガ自身気付かなかったので、エアに聞くしか知る由よしはない。

「お、おいお前ら！　くそっ！　物の分際でよくも人間様を殺しやがったな！」

　クウガに押さえつけられながらも尚なお、男はジタバタともがこうとするが、ガッチリと関節が極きまっている以上、どれだけ男が力を込めても自身を痛めつけるだけである。

　自分がどうして関節の極きめ方を知っているかは分からない……武器を扱あつかえるという点からも、記き憶おくを失う前のクウガは荒あら事ごとを生業なりわいとしていたのだろうか。

　男がもがいている内に外していたポンチョを羽織りなおしたエアは、どこから取り出したのか小型の拳けん銃じゆうを男に向ける。

　その瞳ひとみはいつもの無表情ながらも、凍るような殺気がこもっている事にクウガは気が付く。

「お、おいエア……」

「ま、待て待て待て！　人間様を傷つけていいと思ってんのか、このポンコツ！　おい、あんたも早く止めろよ！　お前の持ち物だろ！」

　エアを止めようとするものの、男の口汚い罵ば倒とう──特にエアを物扱いする事に、クウガは不満気に眉まゆをしかめた。

「規定。機械人形オートマタは人を傷つけてはならない……しかし、人を守る場合はその限りではない。続行。私には持ち主を守る義務があります。私の動力炉心臓が稼か働どうしているうちは、私の家族には指一本触れさせません」

　エアが静かに言いきると、軽い銃声が再び数発鳴り響ひびく。銃じゆう弾だんは正確に男の側頭部を撃うち抜き、罵倒をピタリと止めてしまった。

　銃声を聞きつけたのか、それまで人ひと影かげもまばらだった通りがにわかにざわつき始める。

　気付けばクウガたちのいる店の窓も僅わずかに開き、中から怪け訝げんそうな眼まな差ざしが覗のぞいていた。

「離り脱だつ。騒さわがしくなってきましたね、申し訳ありませんが今日のところは帰りましょう」

「そうだな……こいつらはこのままでいいのか？」

　先さき程ほどまで空賊の男だった三つの肉にく塊かい。赤い血ち溜だまりが、通りを無ぶ遠えん慮りよに染めていく。

「無用。自業自得です、放っておいて問題ないでしょう」

　エアは全く関心がないようで、男たちを一いち瞥べつすることもなくクウガの手をひく。

　クウガとしても男たちに同情するつもりはなかったが、エアの態度に若じやつ干かん引っ掛かるものを感じつつも、今は素直にエアに従いこの場を後にするのであった。




　再び繁はん華か街がいへと戻ってきたところで、エアはクウガの腕うでを離はなした。

　道中エアは無言のまま早歩きしていたもので、つい先日まで寝たきりだったクウガは腕を離された途と端たん、その場で立ち止まりぜいぜいと肩かたで息を吐く。

「謝罪。すみません、急過ぎましたか」

「そうだな……ちょっと強引に感じた」

　息も絶え絶えに、クウガはエアの瞳をじっとみつめる。

　──不満という訳ではない、しかし説明が欲しいという意思を込めて。

　クウガの意を察してくれたのかは分からないが、エアは街頭のベンチに向かいクウガに座るように促うながす。立っているのも辛つらかったクウガは黙だまって座ると、エアはぽつぽつと語り始めた。

「弁解。先程も言いましたが、機械人形オートマタは人を傷つけてはいけないというルールがあります。唯一の例外は人を守る為ため……これがどういうことか、クウガにはお分かり頂けますか？」

「……自分の身を守れない」

「肯定。その通り……あの男たちを殺さずに無効化する事は容易です。しかし、私は敢あえて彼らの命を奪う選択をしました。自衛。何な故ぜなら報復の芽を断っておかなければ……私にもしものことがあっては、スズは生きていけないからです」

　エアは迷いなく、まっすぐクウガを見つめ返す。そこに強い意志が宿っているからなのか、エアの深しん紅くの瞳ひとみはゾッとするほど美しく、クウガは何も反論出来ず言葉を詰まらせた。

「釈しやく明めい。もしあの場で彼らを無傷で撃げき退たいしたとしましょう。この先旅を続けていく中で、スズやクウガが何かしらの理由で私のそばにいない状況で、彼らが私に報復しにきた場合、私は抵抗する事が出来ません」

「……スズや私を守る為ならいいんだろ？　それに今まで空気泥どろ棒ぼうが襲おそってきた時はどうしていたんだ？」

「否定。それとこれとではニュアンスが違ちがいます。積み荷やスズを狙ねらってきた者ならば反撃出来ますが、私だけを狙ってきたのであればそれは叶かないません……続行。屁へ理り屈くつの様に聞こえるでしょう、誰だれも見ていないのならバレやしないと思うでしょう。しかし機械である私の電脳は、貴方あなたがた人間の言うところの、融ゆう通ずうが利かないのです。自壊。何せ自分を傷つける権利すら、私にはないのですから」

　エアの悲痛な訴えに、クウガは何も答える事が出来なかった……ふと目の前の大通りを、人に連れられ歩くオートマタが目に入る。

　エアと違い剝むき出しで粗そ雑ざつな人工骨格が、者ではなく物であることを明確に表していた。

　主人らしき男が手ぶらなのに対し、オートマタは両手一杯に荷物を抱えるも、文句どころかそれが当たり前であるかの様な……そもそも感情を持たないのか、エアと違い真の意味で無骨な顔は無表情のままだった。

　これこそが元来のオートマタの姿で、当然の対応なのだろう。財布やゴンドラと同じだ。善し悪しは別として、盗まれたり壊こわされたりしたくないのであれば、所有者がきちんと管理するべきであり、そこに道具の意思が介かい入にゆうする余地などない。

　そもそも前提として、道具に意思など必要ないのだから。

「謝罪。つまらない話をしてしまいましたね、申し訳ありません。スズと合流しましょう、そろそろ手続きが終わる頃ころですから」

　──クウガに武器の心得があるのであれば、私も安心です。

　昨夜のエアの言葉がクウガの脳内で反はん芻すうされる。あの時は表面通りの意味でしか受け取っていなかったが、今になりようやくエアの真意が分かった。

　貴方達たちの身は私が守る、だから私を守って欲しい……もしかしたらエアは寝る必要がないからではなく、不安で眠れなかっただけなのではないだろうか？

　スズはエアの言いつけをよく守り、よく働いてはいるが所しよ詮せんまだまだ子供だ。今まではどうだったかは知らないが、スズと二人きりの旅でエアが安心して休める瞬しゆん間かんが、果たしてどれだけあっただろうか。

「つまらない話だなんてとんでもない、よく話してくれた……ありがとう」

　戦せん闘とうの心得があるとはいえ、記き憶おくを失っている自分がどれだけ役に立てるかは甚はなはだ疑問ではあるが、この強くも危あやうい背中を守りたいとクウガは心から思った。

　そんなクウガの気持ちが伝わったのか、エアは何も言わずただニコリと微ほほ笑えみ──それはクウガが初めてみるエアの笑顔だった──クウガの手を取った。エアの手は、たとえ実際は金属フレームを人工皮ひ膚ふで覆おおった物だとしても、少女のように細く、柔らかく、温かかった。

　すっかり息も整ったクウガは、そんなエアの手を離はなさないようしっかりと握にぎり、ベンチを後にするのであった。







　先程暴漢に襲おそわれかけたのと同じ街の中だとはとても思えない程、繁はん華か街がいの大通りは人で混こみ合っていた。

「でもいいのか？　いくら人の目があるからってスズを一人にして……さっきみたいな奴やつらが紛れている事だって」

「同意。確かに繁華街も絶対安全とは言い難いです、ターミナルは良くも悪くも人が集まりますからね。ですがスズがいる渡航局はターミナルの中心部、つまり宿舎同様流浪者ドリフターの領域内です。流浪者にとってはターミナル内で最も安全な地域といえます」

「お互い監かん視しし合ってるってことか？　だがドリフターだからといって、善人とは限らないんじゃないか？」

　記憶を失ってからというもの、クウガは毎日事あるごとにエアに質問する。そのほとんどが知っていて当然の常識ばかりなのだろうが、エアは嫌な顔一つせずそれらに答えてくれた。

「説明。ターミナルの外ならば、同じドリフターといえど油断なりません。空賊を匿かくまう者、裏で悪事を働く者と枚挙にいとまがありません」

　ドリフターの間でどのような取り決めがされているか分からないが、バレなければ裏をかこうとするのが人間というものだ。機械エアと違ちがい、人間はいくらでも自分を誤ご魔ま化かせるのだから当然のように思えた。

「対処。しかしターミナル内では話は別です。渡航局とその周りの宿舎……これを中心部と呼んでいるのですが、そこで何かしらの形でドリフターにトラブルが起きた場合、その時点でターミナル内にいるドリフターは勿もち論ろん、前後三日以内にターミナルを出た者、出ようとした者全すべてに捕ほ縛ばく令状が出されます。補足。三日というのはどんなにゴンドラのスピードを出そうとも、飛空艇グライダーに追いつかれる期間となっています。どの道トラブルが発覚した時点でワイヤーの電力も止まるので、逃げられはしないのですが」

　グライダーは以前スズに教えて貰もらった覚えがある。ワイヤー頼だよりのゴンドラや風任せのカイトと違ちがい、自力で飛ぶことの出来る乗り物だ。カイトもかなり高価だがグライダーは桁けた違いらしく、ターミナルの管かん轄かつ以外で持っている者は極ごく稀まれらしい。

「説明。捕ほ縛ばくされたドリフターはゴンドラをくまなく取り調べられます。密輸を行っている者、禁じられた物を所持している者……要するに自分とは無関係でも、下手に揉もめ事が起きると困るドリフターは大勢いるということです」

「なるほど。ターミナル内で他ほかのドリフターをうっかり敵に回すのは、リスクが大きすぎるって訳か。そういう事なら安心だ。ん……？」

「疑問。どうかしましたか？」

「いや、えーっと……すまない、何か気になったんだが忘れてしまったようだ」

　治安維持のシステムには得心がいった。たしかにクウガは今そう思ったのだが、それと同時に他に気になることが出来た……気がしたのだが、どうも上う手まく言葉にする前に忘れてしまったようだ。忘れるくらいなら、その程度のことだったのだろうか。

「了りよう承しよう。そうですか、思いだしたらいつでも聞いて下さい。それではスズの元へ参りましょう」

　エアの言葉に頷うなずき中心部へと向かうクウガ。後ろ髪がみがひかれるように依い然ぜん何かが引っ掛かるのだが、どうしても具体的にイメージする事は出来ず、その場を後にするのであった。




　スズが待つ渡航局を目指し、ターミナルの中心部へと戻っていく途中、二人は露ろ店てん商がずらりと並ぶ道を通りかかる。

　大通りに敷しき布ふと簡易テントで即そく席せきの売店を作り、様々な商品がズラリと並ぶ様は見ていて楽しくなってくるものがある。

　そのうちの一つをチラリと覗のぞくと、鉄てつ屑くずや破損した部品など……何の役に立つか分からない様な物体がいくつもゴロゴロと並べられているではないか。

「なぁ……ここは何の店なんだ？」

「確かく認にん。どうやら遺い跡せきの出土物を扱あつかっているようですね。何か欲しいものでも？」

「い、いや……なんでもない」

　クウガは思わず言い淀よどんでしまう。とてもではないが言えなかった、ここにあるのは全部ゴミにしか見えないなどと。いくらなんでも店先でそんな事を言えば、営業妨害と言われても仕方がない。しかしそもそも、こんなゴミを買う者がいるのだろうか？

「兄ちゃん、出土品に興味があるのかい？」

「えっ……あ、いや～……」

「遠えん慮りよするなって！　俺おれの見立てじゃ、これなんてすげぇ価値があると思うんだがどうだい？」

　店主の親父はどうやらクウガが何か欲しがっていると勘かん違ちがいしたらしく、気前よくガハハと笑い差し出してきた……ゴミを。

　エアは我関せずといった具合に、クウガの一歩後ろで黙だまって待っている……どうやら助け船は出してくれないようだ。

　クウガはこうなっては仕方がないと、積み重なったゴミ山を漁あさりだす。せめて邪じや魔まにならないような小さいものを選ぼうと物色していると、一つ気になる物を見つけた。

「……これをくれないか」

　クウガが手に取ったのは、錆さびたモデルガンのような鉄てつ塊かいだった。一見小型の拳けん銃じゆうのようだが、大きさの割にどっしりと重く、塗ぬり固められたグリップからは弾だん倉そうを取り出せず、引き金らしき部分はぴくりとも動かず、そもそも銃口らしき穴すらない。

「なんだ、そんなのでいいのか？　あー……それならただでいいぞ」

「いや、流石さすがにただでは申し訳ない。ほんの気持ちだけでも貰もらってくれないだろうか」

　クウガが振り返るとエアは一いつ瞬しゆんキョトンとした顔をしたが、何も言わずすぐに財布を渡す。

「くれるっつーなら貰っておくが……後で後悔すんなよ？」

　クウガが小こ銭ぜにを差し出すと、店主は遠えん慮りよなくサッと受け取った。

「あぁ、構わない……ちなみに、これはみんな店主が発はつ掘くつしたものなのか？」

「いや、俺おれは流浪者ドリフターじゃないからな。馴な染じみのやつが発掘してきたものを買い取ってるのさ」

「そのドリフターはまだ【アンタレス】に？」

　食い下がってくるクウガに、店主は若じやつ干かん怪け訝げんそうな顔を見せたものの、ガラクタを買い取って貰った手前もあるのか、探り探りにクウガの質問に答える。

「あぁ、まだ出発してない筈はずだ。【白い魔ま女じよ号】に乗ってるフリューゲルって女だ」

「フリューゲルだな、ありがとう……ところで、このネックレスに見覚えはあるか？」

「どれどれ？　んー……兄ちゃん、俺の店で扱あつかっているのは、遺い跡せきに眠ってるようなもんばっかだからな。悪いがこんな、ピカピカなもんは分からねぇや」

「……そうか、ありがとう。それじゃあ、代金は確かに払ったからな」

「……？　兄ちゃん、もしかしてそれの使い方が分かんの──おい！　待ってくれよ！」

　クウガは呼びとめる店主の声を無視して、その場を離れていった。後からついてきたエアは何も言ってこなかったが、これはどういうことなのか聞きたいのだとクウガは察していた。

「これ……多分光子銃ブラスターだ。しかも状態がいいから、充じゆう塡てんすればすぐに使えると思う」

　クウガはニッと笑いブラスターをエアに手渡すも、エアはどう扱っていいのか分からないようで不思議そうに首を傾かしげた。

「要求。ブラスター……とはなんですか？　見たところただの鉄てつ屑くずのようですが」

「その状態のままならな。多分フリューゲルって人は、掘り出してすぐ袋か何かに入れてしまったんだろうな……まぁ、後のお楽しみだ」

　クウガはいたずらっぽく笑うと、珍めずらしく（無表情ながらも）若じやつ干かん不ふ機き嫌げんそうな顔をしているエアに財布を返すのであった。




　エアが事前に言いつけておいたのか、スズは渡航局の入り口にちょこんと立って待っていた。渡航局はエアの説明通りターミナルの中心部、ぐるりと並ぶ宿舎の中央に建っていた。

「あ、クウガさん！　エア！　おーい！」

　こちらに気付いたスズが、ぴょんぴょんと跳びはねながら腕うでを振る。クウガは微ほほ笑えみながら腕を振り返すと、スズは餌えさに寄せられた小鳥のように、こちらへ駆かけ寄ってきた。

「もー、おそーい！　それで、どんな武器買ったの？」

「謝罪。遅くなって申し訳ありません。少々面めん倒どう事が発生しまして、武器は何も……」

「いや、そうでもないぞ。ほら、これを買ったんだ」

「なになに！　見せて見せて！」

　自分へのプレゼントであるかのように興味津しん々しんだったスズも、それがただのゴミ屑くずだと分かると顔をしかめ首をかしげる。

「これ……なに？　銃じゆうのおもちゃ？」

「不明。分かりません、クウガは御存知のようですが」

　エアが刺すようなジト目をクウガに向ける。これ以上勿もつ体たいぶるのも悪いかと、クウガは笑いながら鉄屑のグリップ（らしき部分）を握にぎった。

「そろそろいいかな……安全装置セーフテイ、解除」

　クウガの声に応こたえるように、ブラスターは外側が次々に展開していき、最初は無骨な石の塊かたまりのようだった外観は、スライドし終えた頃ころには刺とげ々とげしいデザインへと大きく変へん貌ぼうした。

「あの枝をよく見ていてくれ」

　街路樹の中から特に伸びた枝を指差しながら、クウガはブラスターを構える。勿もち論ろん弾たまは入れていないし、そもそも弾が出る銃口もない。しかし……、

　先程までは固まっていた引き金がクウガの指に簡単に従うと、ビッと小さい音と共に枝の先端が焼失した。やはり問題なく使えるようだと、クウガは安あん堵どの息を吐く。

「え！　何々!?　今何したの!?」

　驚おどろきはしゃぐスズと対照的に、エアは驚いているものの、開いた口が塞ふさがらないのか何も言えずクウガを眺ながめていた。そんな二人を見て、クウガは内心ほんの少しだけ優ゆう越えつ感かんが湧わいたのは言うまでもない。

「光子銃ブラスターといって、詳しい事は覚えてないんだが……元々知らないだけかもしれないが、要するに光を溜ためて撃うつ銃なんだ。あの店はテントで人工陽光が遮さえぎられていたから、いつまでたってもチャージされなかったんだろうな。安全装置、施錠ロツク」

　ブラスターは展開していた外装が閉じていき、また元の形に戻っていった。どの道安全装置が音声認にん識しきだということを知らなければ、ただの鉄てつ屑くずでしかないのだが、後々厄介事の種にならない様に、代金も払っておいたので問題ないだろう。

「感心。そんな便利な武器があるとは驚おどろきです。クウガがどこで知ったのか気になりますね」

「クウガさんって、何やってる人だったんだろうねー」

　そう、クウガはゴミ山の中から一目見て、これが武器だと分かった。つまりブラスターは頼たよりになる武器であると同時に、クウガの記き憶おくの手掛かりにもなり得るのだ。

　銀板のネックレスに見覚えがないのは残念だったが、まだまだ他ほかにも似たような店はあるし、ブラスターを発はつ掘くつしたというフリューゲルにも聞いてみるべきだろう。もっとも、店主の言う通り銀板のネックレスからはそれ程年代を感じないので、遺い跡せきと関係ない可能性も高いのだが。

「一応渡航局で、ここ最近で行方不明になった流浪者ドリフターがいないか調べて貰もらったんだけど、少なくともこの近辺では報告は受けてないんだって」

「調べてくれたのか……ありがとう、本当にスズ達たちには世話になってばかりだ」

「えへへ、褒ほめられちゃった！」

　スズは満面の笑みを浮かべながら、甘えるようにエアへともたれ掛かる。そんなスズの頭をエアは優しく撫なでるのであった。

「帰宅。陽ひも落ちてきたことですし、今日はどこか屋台で夕食をとりますか？」

「賛成ー！　私、もうお腹なかペコペコだよ！　早く行こ！」

　元気よく返事をしたスズはエアとクウガの間に立ち、二人を結ぶように両手で手を握にぎる。無表情のままのエアに対して、クウガはなんだか小恥ずかしくなるも、笑ってそれに応じた。

「よーし、しゅっぱーつ！」

　スズは二人を引っ張るように、腕うでを強く振りながら商業区へと向かうのであった。




「これは……なんの肉なんだ？」

「はひっへなにつて、はへうははお羽豚だよ？」

「注意。スズ、行ぎよう儀ぎが悪いですよ」

　エアがギロリと睨にらむと、「えへへ」と笑いながら咥くわえていた串くしを皿に置くスズ。

　クウガ達が入った屋台は串焼き肉を扱あつかっているようで、店の親父がクウガ達の目の前で次々に様々な肉を串に刺さしては焼く様子は、中々に食欲を搔かきたてる……のだが、

「クウガさん、羽豚苦手だった？」

「いや、苦手という訳じゃないんだが……」

　ソースを染み込ませ、しっかりと焼いてあるその肉は勿もち論ろん美お味いしい。店主が串に刺す瞬しゆん間かんを見さえしなければ、鶏とり肉にくと豚肉が一緒に刺さっていて珍めずらしい程度にしか思わなかっただろう……食べやすい大きさに切り分ける前の手羽先とロースが、同じ肉にく塊かいだと知りさえしなければ。

「豚に……羽が生えているのか？」

「そりゃあ羽豚だもん」

「そ、そうか。そうだな…………美う味まいな」

　大分慣れてきたつもりだったこの世界の風習は、まだまだクウガを驚おどろかせるネタには事欠かないらしい。とはいえ、記き憶おくがあろうとなかろうと、豚に羽が生えていようといまいと、美味いのであればどうでもいいかと思ってきてしまっているクウガなのであった。




「ちょいと邪じや魔まするよ、あたしを探してるってのはあんた達たちかい？」

「……どちら様ですか？」

「ご挨あい拶さつだね、【白い魔ま女じよ号】のフリューゲル様といえば、あたしの事さね」

　スズの部屋にフリューゲルが訪れたのは、夕食を食べ終えたクウガ達が、スズの部屋で団らんしていた頃ころだった。

　タイミングからして、店主がフリューゲルに会いたがっている人がいる事を告げたのだろうが、よくもまぁどの宿舎か分かったものである。もしかしたら、店主はある程度までクウガ達をつけていたのかもしれない。

　怯おびえながら尋ねるスズに、フリューゲルは不敵に笑う。同じ笑顔でも、小動物を連想するスズのものとは異なり、フリューゲルのそれはまるで獲え物ものを狙ねらう猛もう獣じゆうのようだ。

　フリューゲルは、まさに〝女じよ傑けつ〟という言葉が似合う妙みよう齢れいの女だった。引き締まった体たい軀くは猛もう禽きん類るいのようであり、化け粧しようっ気はないものの精せい悍かんに整った顔はエアとは全く異なるタイプの美女と言えるだろう。傷だらけのパイロットスーツを外がい套とうで覆おおったその姿は、昼間遭そう遇ぐうした空賊と変わらない筈はずなのに、彼らが死肉を漁あさるハゲタカのような小汚さを纏まとっているのに対し、彼女はまるで大おお鷲わしのような威い厳げんが感じられるから不思議である。
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「確かに会いたいとは思っていたが、まさかそちらから来るとはな」

　エアと共に、スズを庇かばうように前に出るクウガ。

「なに、シズーの親父から面白い男に会ったと聞いたもんでね……ここだけの話、あの親父にはガラクタを売りつけてたつもりなんだがね。兄さん随ずい分ぶん目が肥えてるらしいじゃないか」

　値踏みするような視線をクウガに向けるフリューゲル。とりあえず敵意はないようだが油断は禁物と、クウガは周囲の気配を探りつつ返答する。

「出土品をコレクションするのが趣味な──」

「ハッ！　つまらない噓うそはおよしよ兄さん。別にもっと金を寄越せって言うつもりはないし、あんたにもそっちの可か愛わいい嬢じようちゃん達にも危害は加える気はないさ」

　フリューゲルの言葉を信じていいものか、クウガが返答に困っていると、フリューゲルはやれやれと言わんばかりに小さく笑い、クウガ達に背を向けどかっとその場に座りこむ。

「なっ!?」

　突然の動きに、エアが一いつ瞬しゆん攻こう撃げきしようとするものの、あぐらをかき両手を頭の後ろに乗せたフリューゲルを見て思いとどまってくれたようだ。

「これなら話を聞いてくれるかい？　なんならうつ伏せに寝てやってもいいが」

　困惑するクウガとエアは、互いにどうしたものかと視線を交わすも妙案は出てこない。

「分かった、ひとまず話は聞く……だが、姿勢はそのままだ」

「クウガさん、そこまでしなくてもいいんじゃ」

「否定。部屋の外に、先程から動かずこちらを窺うかがっている反応が八つあります。推測。彼女の仲間の可能性が高いかと」

　エアの報告に、体を強こわ張ばらせるクウガ。それを聞いたフリューゲルが豪快に笑う。

「はっはっはっは！　そっちの嬢じようちゃんは機械人形オートマタだったか。あんた達たち本当に面白いね」

「勧告。伏兵が見破られたのであれば、即刻退去することをお勧すすめしますが……？」

「廊下の部下はただの保険さね。あんた達があたしに何もしないなら、あいつらも何もしやしないさ……それで、そろそろ用件を言ってもいいのかい？」

　いつ背中から襲おそわれてもおかしくないというのに、フリューゲルはあくまで人を食ったような尊大な態度を崩さない。相当場慣れしているということか。

　クウガ達の沈ちん黙もくを肯定と受け取ったのか、フリューゲルはそのまま話を進め出す。

「あたしらはこの先【セルケトの瞳ひとみ】に挑むつもりなんだが、もし遺い跡せきや遺物に詳しい兄さんがついてきてくれるなら、儲もうけが増えるんじゃないかと誘いにきたって訳さ」

「【セルケトの瞳ひとみ】！　お姉さんたち、あの遺い跡せきに行くつもりだったの!?」

　フリューゲルの言葉に、それまでエアの背中で震えていたスズが身を乗り出し声を上げる。

「おや、知ってるなら話が早くて助かるね。どうだい、一緒に一山当てないかい？」

「行く行く！　行きます！」

「はっはっは！　嬢じようちゃんとは話が合いそうだね」

　何が何やら分からないが、どういう訳か二人はすっかり意気投合してしまったようだ。

　スズの意向は極力尊重したいと思うものの、こうも迂う闊かつに他人を信じていいものかと、クウガはエアに目配せをする。しかし……、

「了りよう承しよう。スズが行きたいのでしたら、問題ありません」

「お、おいエア！」

「疑問。なんでしょう、クウガ」

　すっかり楽な姿勢になり、談笑しているスズとフリューゲルから遠ざかるようにエアを引き寄せたクウガは、極力フリューゲルに聞こえないよう耳打ちする。

「いいのか？　あんなあからさまに怪しい連中と行動を共にして」

「不明。スズが行くと言っているのですから、それに従うのが私の義務かと」

　いつも通りの無表情で淡々と答えるエア。

「しかし……！」

「説明。【セルケトの瞳】とは、スズが前々から行きたがっていた遺跡なのですが、少々特殊な事情があり、我々のような単独の流浪者ドリフターでは入る事が出来ないのです。僥ぎよう倖こう。フリューゲルは複数の仲間を持ち、加えて遺跡に入り慣れているのであれば、同行者としては申し分ないかと」

「だがやつらに襲おそわれでもしたら……」

「対処。そうなったら、私が排除すればいいだけの事です。要請。その時は、是非ともクウガにもご助力願います」

　冷静に答えるエアはいつも通りの表情なのに、クウガにはどうしてもそれが酷ひどく不自然に感じられるのであった。




　翌日、クウガは朝から若じやつ干かん具合が悪かったので自室に一人残り、買い物はスズとエアの二人で行くこととなった。

　最初は二人とも残り看病を申し出たのだが、昨日から書類と格かく闘とうしていたスズが、今日の買い物をとても楽しみにしていたので、ほぼ無理やり追い出す形で二人を送ったのだ。

「やっぱり今日は買い物はなしでも……」

「明日からフリューゲルと色々打ち合わせがあるんだろう？　私に構わず行ってきてくれ」

「救援。クウガ、この発信機を手放さないで下さい。ボタンを押せばすぐに駆け付けます」

「宿舎の管理人さんにも声をかけておいたから、具合が悪くなったらすぐ呼ぶんだよ？」

　心配そうに何度も振り返る二人を、クウガはこれまた何度も大丈夫だと返しながら送る。ようやく二人の外出を確かく認にんしたクウガはベッドに入ると、瞬またたく間に眠りにつくのであった。

　具合が悪いといっても少し気分が悪い程度だったので、午前中いっぱい寝て過ごしていると昼過ぎにはすっかり治り、むしろ暇ひまを持て余してしまった。

「そういえば、一人っきりになるのは初めてだな」

　今までは常にスズかエアのどちらかが傍そばにいてくれて、自分に不自由がないよう色々と気をつかってくれていた。監かん視しされているのではと邪推したこともあったが、思えばそれもクウガが何かするのではというより、クウガに何か起こらないようにという配はい慮りよだったのだろう。

　ゴンドラから持ちこんだ本もすぐに読み終えてしまったので、エアが持ってきているであろう他ほかの本を借りようと廊下に出ると、降り注ぐ人工陽光に釣られて窓まど際ぎわへつい足を延ばす。

　外はポカポカと陽気に包まれていて、窓の外を見れば散歩をしている者も何人かいるようだ。

　充じゆう塡てんし終わった光子銃ブラスターが手元にあるので、昨夜のような闖ちん入にゆう者しやが来ても対処出来る自信はあったが、これだけ人の目があれば心配無用だったかと、クウガはスズ達たちの部屋に入っていった。

　当たり前と言えば当たり前なのだが、スズ達の部屋もクウガの部屋同様大して広くはない。一応ベッドは二つあるものの、エアは使っていないようで片方のベッドはしわもなく綺き麗れいなままである。

「ん？　この本タイトルがないな」

　適当に本を借りていこうと思いきや、机の上に見覚えのない本を発見したクウガ。

　手に取り開いてみると、タイトルがないのも当然、本ではなくアルバムだったようだ。各ページに一枚ずつ、エアと写った男女の写真が切込みに差し込まれていた……恐らくスズの親や祖父母達なのだろう。

　よくよく思い返してみれば、ゴンドラのエアの部屋に写真が飾られていた事を思い出す。開いた状態で立ててあったので気が付かなかったが、おそらく同じ物だろう。

　他の写真は別の場所に保存されているのか、あるいは何かしらのエアのこだわりがあるのかは不明だが、写真は一人につき一枚ずつのようで、同じ人物が写っている写真は見当たらない。

　本と間ま違ちがえる程度には厚さのあるアルバムだが、前半に何枚か集中して張られていて、殆ほとんどのページは埋まっていないようだ。さらに言えば、スズが写っている写真も見当たらない。

　あれだけ仲のいい二人なら、たくさん飾っていてもおかしくないものだがと、クウガは何気なく最後の写真を見てみる。

　写っていたのは、笑顔の女性と並んだエアだった。相変わらずエアは無表情だが、今のクウガになら僅わずかに上がった口角等から、エアなりに笑っているのだと読み取れた。

　エアの固い笑顔のような表情に、クウガはクスリと笑いながら見ていると、きちんと差し込まれていなかったのか、写真はひらりとアルバムから抜け落ちた。

　慌あわてて拾おうとしたクウガは、裏に何やら書いてあることに気がつく。

「ヒメル　ＡＷ一〇二二年　九月十六日か……えーっと、今はたしかＡＷ一〇三六年だとエアが言っていたから、十四年前の……あれ、たしかこの辺りって」

　教わった年号と照らし合わせながらクウガの記き憶おくを辿たどると、スズの誕生日はＡＷ一〇二二年の九月八日だった筈はずだ。

　つまりスズの年齢を鑑かんがみても、このヒメルという女性はスズの母親に間ま違ちがいないだろう。写真をよく見ると、どうやらゴンドラ内の後部車両で撮ったようで、端の方に揺りかごが僅わずかに見てとれる。

　つまりこの写真はスズの出産直後なのだろうが、だとするならば裏に書いてある年号はどういう意味なのだろうか。

「もしかして……」

　いつのことか、スズは生まれた時からエアと二人っきりだったという言葉を思い出す。てっきり物心ついた時点でという意味だと思っていたが、スズの言葉を額がく面めん通どおりに受け取るならば、この年号が指すのは母親の命日なのではないか？

　クウガは再び写真に写る二人に目を落とす。出産という大事を終えどこか安あん堵どしたように笑う女性と並び不器用そうに笑うエア。まさかこのたった一週間後に、凶事が襲おそいかかるなどどうして想像がつこうか。

　いたたまれなくなり、クウガは写真を元の位置に戻した。しかし悪いとは思いつつも、好奇心に負けて、さらに写真に手を伸ばす。

　次の写真には、中年の男性と一緒に写っているエアの姿があった。

　時の流れに逆らうように、今と変わらない姿を保つエアをどこか微ほほ笑えましく思いながら写真を外し裏返すと、そこにはやはり一行の文字が刻まれていた。

「シェロ　ＡＷ九九八年　二月十日……」

　スズ一家の家系図が分からないので、先程の母親と、何な故ぜか写真の見当たらない父親のどちらがこの男性の子供かは分からないが、亡くなる直前の母親の写真を見る限り、三十代にはどうも見えない。

　つまり、もしこの年号が命日なのだとしたら、シェロという（恐らく）スズの祖父が亡くなったのも、子供が小さいうちということになる。

　隣となりの写真の裏に「エバ　ＡＷ九九三年　二月十日」という文字があることから、これに写っている妙みよう齢れいの女性がシェロの妻なのだろう。

　見てはいけない物を見てしまったと、クウガは激しく後悔して写真を全すべて元通りに戻す。本を読む気分にもなれなかったので、すぐさまその場を後にしようとドアノブに手をかけたところで、ふと奇妙な違和感が引っ掛かった。

　また例のごとく昔の記憶が刺激されたのかと思ったが、すぐに違うことに気がつく。違和感は今見たばかりの写真からだ。

　まず気になったのが、一通り写真を見渡しても、スズの父親の写真が見つからないという事。そして、スズの祖父母であるシェロとエバの命日が、五年越しとはいえ同日だということだ。

　アルバムを再び手に取ったクウガは、残った二枚の写真を外して裏返してみる。

　片方は「テンゲル　ＡＷ九八六年　一月九日」と裏に書かれた、初老の男性とエアが写った写真だ。間隔が七年開いているということは、シェロかエバのどちらかとそれなりの年月を共に過ごせたのだろう。

　そしてもう片方、最後に残った写真……消去法でスズの曾そう祖そ母ぼ、つまりエアを発はつ掘くつした女性が確かにそこに写っていた。しかしその写真だけは他ほかの写真と大きく違ちがっているようだ。

　まず共にエアが写っていない。これまで全すべての写真に登場してきたエアが、何な故ぜか一番思い　入れがある筈はずの女性の写真には影かげも形も写っていない。

　そしてもう一つ、他の写真と最も違う点は……、

　写真の中の女性、裏に書かれた「イスカ　安らかに眠る」という一文に頼たよるならば、イスカという名のスズの曾祖母だけは、眠った状態の写真……おそらく生前ではなく、死後の状態で飾られていたのだ。

「あれ？　この写真だけ日付が書いてない」

　重ねて見つかった相違点からも、イスカがエアにとって特別だったことが窺うかがえるが、何故イスカだけこうも違うのか？　それはやや不自然な命日と関係あるのか？　クウガは必死に考えてみるも何も思い浮かばなかったので、やむを得ず写真を今度こそ全て戻しエアの部屋から出ていった。

　胸の中に残った奇妙な感覚だけが、ターミナル【アンタレス】から出発する残り五日間が経過しても消えずに、グルグルと渦巻くのであった。




　後日ライフルも買い、食しよく糧りようもより保存のきくものに買い替え終わり、【アンタレス】から旅立つ日がやってきた。午前中いっぱい使い必要なものがきちんと揃そろっているか確かく認にんし、昼食も済ませいよいよ出発の時刻となる。

「そういえば、次のターミナルはどんな所なんだ？」

　スズは出発の手続きで渡航局に行っているので、来た時とは反対側のホームに停とめたゴンドラ内で、クウガは共に待つエアに尋ねた。

　勿もち論ろん他に聞きたい事は山ほどあるのだが、どうしても聞き出すきっかけは摑つかめないでいる。精密機械であるエアが、アルバムが僅わずかに動いている事に気がつかないとは思えなかったが、あれからエアが言及してくることもなかったので、クウガは内心安あん堵どしていたのも事実である。

「返答。ターミナル【アルニャート】ですね。【アンタレス】程大きくはないですが、【セルケトの瞳ひとみ】に行くには、どうしても通らなければならないので」

「【セルケトの瞳】か……」

　この一週間でスズとフリューゲルはすっかり仲良くなったようで、最初の方はフリューゲルと会う際は常にエアが傍そばにいたものの、最終的にはスズが一人で出かけても咎とがめなくなった。

　実際の所、滞在日数から航路に至るまで管理されている流浪者ドリフターが、ターミナル内の……それも渡航局付近で悪事を働いたところで、たちどころに発覚し捕まってしまう。

　もしフリューゲルが、自身の破滅を前提にスズと心中でもしようとしない限り、ターミナル滞在中にスズに何かするのはあまりに非合理的と言えるだろう。

　加えて言えばクウガとしても、フリューゲルの紹介で銀板のネックレスや、クウガ自身について知っていそうな店をあちこち巡れたのは素直に感謝していたので、とりあえずはフリューゲルと共に【セルケトの瞳ひとみ】とかいう遺い跡せきに行くことには同意したのだった。

「今回はともかくとして、普段行き先はスズの一存で決めているのか？」

　流浪者は特定のターミナル間を往復する者と、特に目的地を定めずあてもなく巡る者に分かれるらしい。スズ達たちアスフェール一家は、代々後者なのだそうだ。もっとも、往復して交易に従事するにはある程度のコネが必要なので、基本的にほとんどのドリフターは後者らしいが。

「肯定。そもそも私には決定権がありませんので。とはいえ治安が悪かったり、航路に空賊のテリトリーがあるルートを、スズが選んだりした場合は反対しますが」

　なるほど、と言いながらクウガは窓の外を見る。ホーム内を巡回しているドリフターが数人目に留まる。後で聞いたが、どうやら問題が起きないように人数が多いグループが自発的に見回りをしているらしい。

　【アンタレス】を始めとしたスコルピオの場合で言えば、往復組は品しな卸おろしや旅の準備に余裕があるので、渡航局の運営やターミナル内の見回りを一手に引き受けているらしく、そういった地域ごとの癖をきちんと把握しておくのが、安全な旅を続けるコツなのだそうだ。

　伊だ達てに五十年も旅を続けている訳ではないと、クウガも感心したものだ。

　場所によっては、エアが蓄積したこの情報を買い取ってくれるターミナルもあるらしい。不確かな人間の記き憶おくと違い、機械の記録だからこその信用度が高いという訳だ。

　エアはそのことに誇りを持っているようなので、敢あえてそれ以上言及しなかったが、やはりエアを物扱あつかいするのは、未いまだクウガには抵抗があるのも事実である。

「お待たせ！　出発していいって！」

　その時、スズが掛け声とともにゴンドラへと戻ってくる。そのままエアと共に運転席へと入っていったスズは、運転席上部に取り付けられている受話器を手に取る。

「ターミナル【アンタレス】へ。こちらゴンドラ【青い衣号】、発車準備完了」

『こちらターミナル【アンタレス】。了解。発車を許可する』

　通信が終わると同時に、ゴウンと重い音を立てゴンドラが動き始める。

　入ってきた時同様薄うす暗ぐらい通路をしばらく進んでいくと、再び周囲からターミナル職員が駆かけ寄ってきた。職員に並走するように、ゴンドラがゆっくりと減速していく。

「お元気で。こちらが次の滞たい在ざい許可証と売買許可証になります。後続車両は明後日に発車しますのでお気をつけ下さい」

「了解です、お世話になりました」

　書類を受け取ったスズが、職員に笑顔で手を振る。それに対し職員も、笑顔で帽子の鍔つばに手をかけ礼を返した。

「それではよい旅を」

　職員に見送られ、エアがレバーを倒すとゴンドラが徐々に加速し始める。グングンとスピードを上げていったゴンドラを眩まばゆい光が迎え入れると、外の景色は再び空一色へと戻っていた。

　後方のターミナルが、どんどん小さくなっていくのをクウガは黙だまって見送る。

「次の発車は明後日ってことは、とりあえず今日のうちに距きよ離りを離はなしておけば安心かな？」

「同意。先に出発したフリューゲル達たちと合流するのでのんびりは出来ませんが、たしかこの先によい釣り場があった筈はずです。そこで停留出来るように、しばらく加速気味でいきましょう」

「釣り場って……雲うん海かいは流れていくものじゃないのか？」

　運転席から戻ってきたスズたちの会話に、じっと待っていたクウガも混ざる。

「補足。雲海の中には大き過ぎて移動が緩かん慢まんなものや、同じコースを延々と流れるものもあるのです。今回は前者ですね」

　クウガが感心していると、スズが笑いながら飛びついてきた。

「次のターミナル【アルニャート】まで二週間くらいしかないから、ここで食べ物確保しておかないとね。クウガさんも一緒にお魚捕まえようね！」

「あぁ、手ほどきを頼む」

「任せて！」

　嬉うれしそうにぴょんぴょんと、クウガの周りを跳びはねるスズ。そんなスズの頭を撫なでながら、クウガは運転席のエアの方へ振り返った。

「その雲海にはいつ頃ごろ着くんだ？」

「予測。今日一日このスピードを維持するとして、明日の昼には着く筈です。今日のうちにカイトと釣つり竿ざおの準備をしておきましょう」

「はーい。クウガさん、一緒にいこ！」

　スズに手を引かれ中央車両へと向かうクウガ。今更スズのスキンシップに照れたりはしないが、クウガは外見からして年齢はおおよそ二十代なりたてといったところで、十四歳のスズとは親子と言うほど年齢が離れてはいないが、兄きよう妹だいというにも若じやつ干かん離れているので、どういった距離感で接すればいいのか測りかねているのも事実である。

「随ずい分ぶんとご機き嫌げんだな」

「えへへ、早くフリューゲルさんに会いたいし、【セルケトの瞳ひとみ】に行くのも楽しみだからね！」

「正直言うと、スズが遺い跡せき好きだというのは少し意外だったな」

「あ、ひどーい！　遺い跡せきってすごいんだよ？　他ほかの人からしてみたら、前時代の遺物が埋まってる場所程度なんだけど、そこに残されているのは便利な道具だけじゃないの。昔の人がどんな暮らしをしていたのか、どうして今私たちがこんな暮らしをしているのかを知る──」

　珍めずらしく熱弁するスズを、クウガは呆あつ気けにとられ見守る。失礼な話、まさかスズがここまで遺跡に対して真しん摯しに向き合っているとは思ってもみなかったのだ。

「──私たちはどこから来たのか知る事で、どこへ向かうか考える事が出来るんだよ……まぁこれは、お父さんの手帳に書いてあった言葉なんだけどね」

　照れ臭そうに笑うスズから、お父さんという単語を聞き思わずドキリとするクウガ。

　倉庫として使っている部屋へ向かうには、どうしてもエアの部屋の前も通る……故ゆえにどうしても、あの写真の事を思い出してしまう。エアは運転席にいる筈はずなので、今なら聞かれる心配はないが……？

「なあスズ、ご両親たちの事ってエアから何か聞いているのか？」

「お父さんたちのこと？　んー……お父さんはひいお祖ば母あちゃんみたいに、遺跡巡りが得意だった事くらいしか分からないな」

「そうなのか」

　父親について語るスズの印象や、写真がないことから、もしかしたら父親はまだ存命しているのではとクウガは考え始める。

「でもお母さんは……」

　ゴクリと唾つばを飲み込むクウガ。辛つらいことを聞かなければよかったと後悔もしたが、驚おどろくべきことにスズはまるで他人事のように、ケロリと平気な顔で答えた。

「お母さん、降りちゃったの」

「降りる？　……どこに？」

「空」

　スズはそれだけぽつりと言うと、じっとクウガを見つめた。スズの空色の瞳ひとみがどこまでも深く見え、吸い込まれそうな感覚を味わう。こんな気持ちを前にも感じたことがある事をクウガは思い出した。あれはそう、たしか……、

『緊急連絡！　停止せよ！　こちらターミナル【アンタレス】！　繰くり返す、緊急連絡！　停止せよ！』

　クウガの思考を切り裂くように、鋭いブザー音と共に通信が割り込む。運転席のエアも聞いていたようで、ゴンドラは激しく揺れながら緊急停止し始める。

　上下左右激しく揺れる中、スズを抱きかかえながらクウガはその場にうずくまる。

　下手に動いては却かえって危ないと、そのまま揺れが収まるのを待っていると、天井から激しく軋きしむ音が鳴り響ひびいた。おそらく、急ブレーキでワイヤーから火花が散っているのだろう。

　直前までかなりのスピードを出していたのも災いし、ゴンドラは焦げ臭い煙を吐き出しながらそのまま数十秒進み続けた。

　途中何かが落ちる音が何度もしたので、後部車両は滅茶苦茶になっているだろうと容易に想像がつく。

　ようやく止まったようなので、スズを連れ先頭車両へ駆かけ込むと、運転席で項うな垂だれるエアを発見した。

「エア！　大丈夫か、何があったんだ？」

「謝罪。ご迷惑おかけしました、緊急時だったものでやむを得ず、私個人の判断で対応してしまい……」

「エアは大丈夫なの？　どこも怪け我がしてない？」

　心配そうに駆け寄るスズを抱きかかえたエアは、頷うなずきながら宥なだめるようにスズの頭を撫なでる。既すでに半泣き状態だったスズは、安心したのか堰せきを切ったように大声で泣きはじめてしまった。

　その様子は、先程の母親について語っていたスズとはまるで別人のようだとクウガは思ったが、今はそれどころではないので何も言わなかった。

『こちらターミナル【アンタレス】。【青い衣号】、応答せよ。繰くり返す、こちらターミナ──』

「こちら【青い衣号】。一体どういう事だ？　事情の説明を要求する。どうぞ」

　スズが泣きじゃくっていたので、咄とつ嗟さにクウガが受話器を取り質問をぶつける。

『こちらターミナル【アンタレス】。そちらの前方を運行している【赤い兄きよう妹だい号】が、先程から停車したまま連絡を寄越さない。衝しよう突とつの危険あり、至急調査を願いたい。どうぞ』

　余りに予想外の回答だった為ため、クウガはどう答えていいか分からずエアに助けを求める。スズの頭を撫でながら、エアは数すう瞬しゆん悩んだもののすぐに答えを出した。

「提言。調査すべきかと。【赤い兄妹号】が止まっている限り、我々も進めないのですから」

　エアの言葉にコクリと頷いたクウガは、通信機をオンにする。

「こちら【青い衣号】、ターミナル【アンタレス】へ。了解した、調査結果は追って知らせる。どうぞ」

『こちらターミナル【アンタレス】。了解、健闘を祈る。以上』

「ぐすっ……それで、どうするの？」

　ようやく泣きやんだスズが、顔を拭ぬぐいながらエアを見上げた。

「進言。まずは被害状況を確かく認にんしましょう、私はゴンドラとワイヤーの連結部を調べますので、二人はゴンドラ内をお願いします」

　エアの指示を受け、クウガはスズに続いて中央車両へと向かおうとする。ふと前方に目をやると、運転席の向こう側の窓には既に、【赤い兄妹号】が目視出来る位置に止まっていた。

　まだ幾ばくかの余裕はあるものの、停車前のスピードからしてあともう少し連絡が遅れていたら、間に合わず激突していたかもしれない。勿もち論ろんそうなったら、到底助かる筈はずもない。

　そんな不吉な想像をした所せ為いか、あるいは吊つるされている状態のゴンドラを間近で見たのが初めてだった所せ為いか……クウガは大空に吊つるされた自分達たちの家とも呼ぶべきゴンドラが、今までと全く違ちがうものに見えた。

　天へと向かう長方形の箱、そうまるで……死体を詰める棺かん桶おけのようだと。













　　　Ⅳ章　　～棺ひつぎの家～







　元々こういった事態に備えているのか、ゴンドラ内はクウガが思っていた程散乱していなかった。棚たなはどれも固定されているので倒れる事もなく、食器類も落下し破損したのは極ごく一部に留とどまったようだ。

　一番荒れているだろうと予想していた後部車両の被害が軽微だったので、当然中央車両の荷物もどれも大した被害はなく、強しいていうならエアの部屋が若じやつ干かん本で埋もれた程度だった……その中には勿もち論ろん、例のアルバムも混ざっている。

「私はこっちの部屋を片付けるから、クウガさんはエアの部屋をお願いね」

「あぁ……分かった」

　クウガはつとめて意識しないように、それらを元の場所へ戻していく。緊急停止する直前のスズの言葉が、クウガの脳内をチラチラと掠かすめるのを無視しながら。

　降りる……スズは確かにあの時そう言った。あの規則正しい命日から、クウガは彼らの死因が偶然ではなく、なんらかの外的要因による必然的なものではと想像していた。

　そして……おそらく、エアが彼らの死因に関わっているのではないかと。

　しかし降りるという表現では、若干意味合いが変わってくる。降りるという言葉の意味自体は分からないが、すくなくとも降ろされたのではなく降りたのであれば、それは自発的に行ったという事になる。

　もっとも、降りたというのは母親だけという可能性もあるのだが。

　アルバムや本をひとまず全すべて拾い終えたクウガは、自身を包むゴンドラに目を向ける。今もまだギシギシと若干揺れているこの家に、今まであまり意識を向けた事はなかった。

　大地のない空一色という、この環かん境きように慣れるのに精一杯でそれどころではなかったというのもあるが、よくよく考えてみればこのゴンドラというシステムも、随ずい分ぶん奇妙なものである。

　空を旅し続ける流る浪ろうの民、流浪者ドリフター……その生活の要かなめとなるこのゴンドラは、一体どういう経緯で生まれたのだろうか。

　記き憶おくを失っているクウガだからこそ、このような疑問を思い浮かべるのだろうが、このゴンドラというシステム家は一見完成されているようで、その実未完成甚はなはだしい。

　ターミナルがきちんと管理しているとのことだが、今回のように停車している事にギリギリまで気がつかなかったばかりか、あまつさえ調査をドリフターに一任している始末だ。

　ワイヤーに一種の電磁波が流れているので雲うん海かいや島が近づけないとのことだが、それだって万全ではないらしい。

　流石さすがにゴンドラやワイヤーの故障というのは今まで起きた事はないらしいが、そのワイヤーの主幹たるターミナルがブラックボックスとなっているのでは話にならない。

　そしてこのゴンドラ自体、安全対策も余りに穴だらけだ。もし突風で大きく煽あおられた時、たまたまドアや窓が開いていたら、為なす術すべもなく空へと真っ逆さまだ。

　うっかり寝ぼけて落ちた人が、今までいたとしてもなんら不思議ではない。

　そうつまり、このゴンドラというシステムは流浪者ドリフターに丸投げされているのだ。その気になれば簡単に事故を起こせるし、これほど管理が適当ならば空賊稼か業ぎようが横行するのも納なつ得とくである。

　もしもの場合が起きても運が悪かった程度にしか考えておらず、なんの対策も為されていないのではないだろうか。

　ドリフター……いや、ターミナルに住まう人々も含め全すべての人から、生きる事にどこか投げやりな印象を感じるのは気のせいだろうか？　とりあえず死ぬまでは生きる、死んだらそれまでだという諦てい観かんが、このゴンドラというシステムを生みだしたように思えてならない。

　勿もち論ろん真相はクウガにだって分からない。エアがシステムの全容を把は握あくしているとも限らないし、あらゆる試行錯誤の結果に今の状況が成り立っているのであれば、それ以上は致し方ないという見方も出来るだろう。

　しかし、先程空に浮かぶゴンドラに棺ひつぎのイメージを被かぶせてしまった所せ為いか、クウガには今まで自分を運んできてくれたゴンドラが、どうにも不吉な物のように感じられてならなかった。

「クウガさん？　こっちは終わった？」

　部屋に入ってきたスズの声で、クウガは我に返る。気付けば、床に散らばっていた本をとりあえず纏まとめただけで、随ずい分ぶんサボってしまっていたようだ。バツが悪そうに、ポリポリとクウガは頭をかいた。

「すまない、ちょっと本の内容が気になってしまって」

「もー、エアに怒られちゃうよ？　ここ以外は終わったから、一緒に片づけちゃお」

　スズに促うながされ本を仕舞い始めるクウガ。咄とつ嗟さについた噓うそは不吉な想像を振り払う為ためか、あるいは真意をスズに悟さとられたくなかった為か……。




　先頭車両に戻ると、既すでに作業を終えたのかエアが運転席手前で待っていた。

「完了。こちらの確かく認にんも終わりましたので、いつでも発車は可能なのですが……提言。念の為、まずはカイトで接近した方がいいかもしれません」

「カイトで？　どういうことだ？」

「説明。もしかしたら、空賊の罠わなの可能性があるのではないかと」

「【赤い兄きよう妹だい号】の中で、待ち構えているってこと？」

「肯定。付近を調べたところ島はありませんでしたし、ターミナルに確かめたところゴンドラも近くにはいないので、可能性は低いとは思うのですが……」

　エアの心配性は今に始まった事ではないが、【アンタレス】で実際に襲おそわれたクウガとしては、杞き憂ゆうと断じる事も出来なかった。むしろ今にしてみれば、これくらい疑ってかかるくらいが丁度いいようにすら思える。

「私も賛成だ、まずは私とエアで調べた方がいいと思う」

「…………」

　しかしどうしたことか、提案したエアはクウガの意見を気まずそうに沈ちん黙もくで受けとめる。スズも居心地が悪そうに、乾いた笑みを浮かべている。

「えーっと……あのね、クウガさん？　エアと二人乗りは無理かなぁ」

「そうなのか？　私はともかく、【赤い兄きよう妹だい号】までたかだか数十メートルくらいならエアなら簡単なんじゃ──」

「あの、そうじゃなくて……エアはほら、私達たちと違ちがって色々と、ね？」

「無用。スズ、機械である私を気き遣づかう必要はありません。説明。クウガ、有あり体ていに言えば私の総重量は、カイトの積せき載さい量をオーバーしている、それだけのことです……それだけのことです」

　あはは、と精彩を欠いた笑みを浮かべるスズに、いつも通り無表情……ではなく眉み間けんに皺しわを寄せているエア。それに対し、ぽかんと開いた口が塞ふさがらないクウガ。

　言われてみれば、先日見せてもらった隠しナイフ以外にも、エアはその身にいくつも武器を隠し持っているような素振りを見せていた。いやそもそも、人工筋肉や駆く動どう系、内部フレームだけでもかなりの重量……、

「警告！　あくまでもオーバーしているのは、武器を含めた総重量です。加えて言うなら、カイトも二人乗りは不可能なだけであり……まぁ、やめておきましょう」

　クウガの考えを読み取り断ち切るかのように、ぴしゃりとエアは言いきった。

「催さい促そく。スズ、クウガ。そういう次第ですので、カイトの準備をした方がよろしいのでは？」

「は、はい！」

　エアの深しん紅くの瞳ひとみが、まるでクウガを視線だけで射殺さんとばかりに刺さし込む。

　たまらずスズとともに中央車両へ逃げ込んだクウガは、戦せん慄りつでびっしょりと汗をかいたのと同時に、なんだか微ほほ笑えましくも思えてきた。

　エアも自身をただの物だといいつつも、一人の女ということなのだろう。女性であれば重さを指摘されて良い気がする筈はずがない。

「そういうことだから、クウガさん？　エアに重さの話は絶対しちゃだめだからね？」

「あぁ分かった。しかと肝に銘めいじたよ」

　いたずらっぽく笑うスズに、クウガも笑顔で返す。

「確かく認にん。まだですか!?　早くしないと夕食に間に合いませんよ！」

　先頭車両から聞こえてくるエアの怒声に、二人は笑いながらカイトの準備をするのであった。




　カイトは一つしかないので、スズと二人乗りで【赤い兄きよう妹だい号】に乗り移る訳だが、操縦は全すべてスズに任せるとはいえ、カイトに初めて乗るクウガは若じやつ干かん緊きん張ちようしていた。

「確かく認にん。スズ、気流は大丈夫そうですか？」

「うん、ここからあっちまで空気の層が見えるから問題ないよ」

　カイトは乗り物といっても動力源を持っていないので、基本的に風頼だのみだ。広げれば片かた翼よくだけで数メートルになる大きな翼つばさで、風を一杯に受け止めて空を舞まう。

　距きよ離り感は、ゴンドラに繫つながった鋼こう線せんを伸ばしたり縮めたりして調整するので、乗り手ではなくゴンドラに残った者が受け持つ事になる。

　乗り手もある程度の方向は調整出来るものの、戻る際には鋼線越しにゴンドラと繫がったリールを巻くしかないという原始的な乗り物なのだ。

　作りは至ってシンプルで、両翼以外は逆Ｕ字に取り付けられた二本の手すりと、鋼線を巻き取るリールしかついていない。

　しかしエア曰いわく、スズは〝五十年に一人の天才〟なのだそうだ。

　スズは空気の層や気流を、目や肌で感じ取る事が出来るらしく、それらにカイトを巧みに乗せることで、従来の性能を遥はるかに凌りよう駕がした動きが可能となる。

　クウガはスズ以外のカイトの操縦を見た事がないので、いまいちピンとこないものの、実際スズと同じ動きをやってみろと言われたところで、全く出来る気はしない。

　本来は風で飛ばされてしまわないように、必ず鋼線をつけてから飛ぶのだが、スズの場合はどれだけ飛ばされようと楽々と戻って来られるので、一人で乗る際は邪じや魔まだからと外しているのだと聞いた時は肝を冷やしたものである。

　屋上へ上がったクウガ達たちはカイトの翼を広げ、本体の下部に付けられたフックに鋼線を繫げる。まずはクウガが乗り込む……乗り込むと言っても、うつ伏せの状態で手すりの間に摑つかまるだけなのだが。その上からスズがクウガを覆おおうように手すりに摑まることで、いよいよ発進準備は完了する。

「クウガさん！　しっかり摑まっててね」

「あぁ！　いつでもいいぞ」

「了解。カウントします……３、２、１。テイクオフ！」

　エアがゴンドラ側から操作すると、ガラガラと音を立てながら鋼線が伸ばされていく。それに合わせてスズは風を捕まえ、カイトを上昇させていった。

　たった数メートル上昇するだけで、突風が全身を突き刺さすように体温を奪っていく。たとえ地ち毒どくが蔓まん延えんしていなくても、マスクがなければ呼吸するのも一苦労だ。

「いくよクウガさん！」

　スズが掛け声と共に、手すりを大きく傾ける。するとまるで波にのったボードのようにスルスルと、カイトは前方の【赤い兄妹号】目掛けて滑空していった。

　エンジンをつんでいる訳でもないのに、気流に押されたカイトは凄すさまじいスピードで、あっという間に【赤い兄きよう妹だい号】の屋上へと飛んでいく。

　（恐らく）生まれて初めて空を飛んだ感触は、クウガに強烈なプレッシャーと共に感動も生む。その身で風を切る衝しよう撃げきだけでなく爽そう快かい感すら感じるのは、操縦を全すべてスズに任せているからというのもあるだろう。

　スズが手すりを半回転させるように操ると、まるでそこにクッションがあるかのように、カイトはフワリと一旦浮き上がり、ゆっくりと回りながらあっさり着陸してしまう。

　無事を知らせる為ために、スズが後方の【青い衣号】目掛けて手を振ると、事前に渡されていた無線機に通信が入る。

『確かく認にん。お見事ですスズ。ですがそこから先はクウガに任せて待機していてください。クウガ、くれぐれも無茶はしないように』

「はーい。それじゃあクウガさん、何かあったらすぐに呼んでね」

「あぁ、スズも気を抜かないようにな」

　腰こしにかけたホルスターの留め具を外し、光子銃ブラスターを手に取るクウガ。それを見届けると、スズは再びカイトに跨またがり空に躍おどり出た。高度をゴンドラのやや上で維持し続け、何かあったらすぐに逃げられるように準備しているのだ。

　意を決しゴンドラ上部を進むクウガ、【赤い兄妹号】は五つの車両が繫つながっているようだが、今いる車両は内部に降りる入り口が見当たらない。

　ブラスターの出力を上げればぶち破れるだろうが、後々弁べん償しようすることになったらスズたちに申し訳ないので、やむを得ず次の車両へ乗り移った。

　次の車両も、その次の車両、さらにその次の車両にも入り口が見当たらない。

　もしこのゴンドラに住む一家が漁を行わないのであれば、そもそも屋上に上がる必要がないのでは？　とクウガがいぶかしんでいると、首から下げている無線機から通信が入ってきた。

『確認。クウガ、ご無事ですか？　何か見つかりましたか？』

「こちらクウガ、それが中への入り口が見つからなくて困ってる。どうすればいいだろうか？」

『断定。もしこの一家にカイトの嗜たしなみがないのだとしても、ワイヤーの連結を点検する為に必ず入り口を用意している筈はずです。提案。ひとまず先頭車両まで向かってみては如何いかがでしょうか』

「分かった、入り口が見つかったらまた連絡する」

『了解。お気をつけて』

　マスクをつけた状態で、無線機越しに喋しやべるのは中々面倒だとクウガは溜ため息いきをつく。

　ふと振り返るとスズも心配してくれているのか、高度を維持したまま少しこちらに近づいているようだ。

　手を振ろうとも思ったが、今スズは両手が塞ふさがっているのだから却かえって迷惑かと思い、何もしないでさらに車両を乗り移っていく。

　鋼こう線せんで繫つながっていなければ、アクロバット飛行で反応出来るのにと、スズが悔しがっているのではと想像すると、クウガはなんだか元気が湧わいてくる気がした。

　吹き付ける冷たい風に、肩かたをすくませながら最先端部まで進んだところで、クウガはようやく内部へ入れそうな梯はし子ごを発見した。

「こちらクウガ、入り口を発見した。これより潜入する」

『応答。了解です』

　梯子を降りてゴンドラ内部に入ったクウガは、ようやく突風から解放され人ひと心ごこ地ち付く。どうやらここは運転席のようだ。【青い衣号】同様、レバーと通信機だけの簡素な造りである。

　内扉を開き奥へ進んでみると、どうやら先頭車両というのはどこも同じ造りになっているようで、僅わずかに開けたスペースに降車扉がついていて、次の車両への扉の手前には両りよう脇わきに倉庫と、見慣れた光景が広がっていた。

「こちらクウガ、先頭車両には誰もいない……特に異常もないようだ。倉庫の中には、食しよく糧りようが手つかずになっている」

『疑問。食糧が手つかずということは、空賊の可能性は低くなってきましたね。喚かん起き。とはいえ油断は禁物です、お気をつけて』

　エアの通信に返事をすると、クウガは次の車両へ扉をくぐる。

　【青い衣号】でいうなら中央車両と同じ様な貨物車なのか、車両中央を狭せまい廊下が次の車両まで両断し、途中にはいくつもの扉が並んでいる……もし賊がいるのなら、これほど待ち伏せに適した場所もない。

　クウガは光子銃ブラスターをいつでも撃うてるよう、安全装置セーフテイを外し正面に構えながら、とりあえず一番手前のドアを勢いよく開けた。

　どうやら寝室のようで、ベッドと僅かな家具が並んでいる。めくれた布団からは温ぬくもりが全く感じられないことから、少なくともここ数時間はだれもこの部屋にいなかったことが窺うかがえる。

　同様の寝室がさらに三つ続き、中を確かめていない部屋は残り二つとなった。

　ここまでくれば次の車両の気配はなんとなく感じられるが、どうも隣となりの車両も人の気配はしないように感じられた。はたして残り二つの部屋はただの物置で、やはり手つかずの食糧や家具が、持ち主に忘れさられた哀あい愁しゆうを醸かもし出していた。

　三つ目の車両は、これまた【青い衣号】の後部車両と同様に、ダイニングキッチンの様な間取りになっているようだ。

　家具は散乱したまま放置されていて、まるで時間が停止しているかの様にゴンドラ内は静寂に包まれている。

　……ここまで来ると、クウガの中には別の懸け念ねんが生まれてきていた。

　先程までは空賊が待ち構えていたらという恐怖が潜んでいたが、今クウガの中で渦巻いているのは、待ち構えているものが果たして生きているのかという不安である。

　ゴンドラ内は不気味な静けさで満たされている。クウガが立てる音以外で聞こえてくるものといえば、外を吹き荒すさぶ風の音くらいだ。誰だれかが隠れているとは到底思えない。

　とはいえ気を抜くことなく、クウガはさらに車両を進む。四車両目は再び貨物車のようだ。

　【赤い兄きよう妹だい号】の乗組員は、どうやら木こりのような仕事をしていたようで、倉庫の中には様々な大きさのノコギリが置いてある。他ほかの部屋からは、均一に切り揃そろえられた材木が家具同様忘れさられたかのように置いてあった。

　しかし扉を開けども開けども、あるのは仕事道具や食しよく糧りようばかりで誰もいない。

　半ばうんざりしながら、クウガは最後の部屋の扉を開け、それを発見した。

　大きな布袋の影かげからはみ出した、土気色の小さな腕うで。

　急ぎ駆かけ寄ってみると……そこにいたのはスズよりも更に小さな少女だった。蠟ろうのように白い肌と、何日も放置された所せ為いでパサついた髪かみ……しかしクウガの懸け念ねんを振り払ってくれるように、少女はか細いものの息をしているようだ。素人しろうと判断だが、クウガが見る限り特に外傷は見当たらなかった。

「こちらクウガ、生存者を発見。空賊は見当たらないようだから、大至急ゴンドラを近づけて接続してくれ。生存者は昏こん睡すい状態の女の子だ。早く手当しなければ」
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『了りよう承しよう。すぐに向かいます、最後尾で待っていて下さい』

　エアからの通信が終わると共に、外からゴウンと大きな音が響ひびき渡る。おそらく【青い衣号】が動き出した音だろう。すぐに運べるようにと、少女を背負い最後の車両へ向かおうとした先から────凶器が襲おそい掛かった。

　咄とつ嗟さに仰のけ反るも、背負った少女を庇かばおうとして受け身が取れず、クウガは尻しり餅もちをつく。

「なんだっ!?」

「くっすすす……かぃ、ふおお……おおおお！」

　クウガが見上げた先には、瘦やせこけた腕うでで大きな鉈なたを振り下ろした、ミイラのような男が叫んでいた。

「なんだお前……このゴンドラの──」

　クウガの問いかけに応じる気はないのか、そもそも答えるだけの思考力を有していないのか、男はクウガが避よけた事で床に刺ささっていた鉈を、涎よだれをまき散らし吠ほえながら振り上げる。

「すかっ！　ふぉおおお！」

　刃やいばを向けなおす事なく振り上げているので、それがクウガを切り裂く事は勿もち論ろんないのだが、それなりの重量の鉈は鈍器としても充分に凶器足りえる。

　支離滅裂な咆ほう哮こうと攻こう撃げきから、男が狂っている事は重々承知しているが、クウガにはそれがどうしてか、何かに怯おびえているように感じた。

「おい、落ち着け！　私はお前の敵では──」

「ふおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　少女を背負っていては光子銃ブラスターを構える事も、無線機をオンにする事も出来ない以上、クウガに出来る事といったら説得くらいなのだが、効果がないことは火を見るよりも明らかである。

　しかし妙な男だとクウガは思った。勿論誰だれがどう見たところで、妙どころか奇妙奇き天て烈れつなのだが……エアの懸け念ねん通り襲しゆう撃げき者は存在したが、この狂人はどう見ても空賊ではない。

　もし空賊ならゴンドラ内の食しよく糧りようを無視してまで、ああもガリガリに瘦せる必要は全くない。

　さらに言えば、男は床も壁かべもお構いなしに大鉈を振り回すので、その度にゴンドラはズシズシと揺れ、場所によっては外の景色が覗のぞけるような穴が空いていく。

　男の攻撃と呼べるのかも怪しい攻撃は、滅茶苦茶な上に目で追える程遅い。

　狭せまい通路とはいえクウガを傷つける心配はほぼないのだが、背中の少女の容態が分からない以上、時間を無む為いにかけたくはないし、クウガからの通信がないことを不審に思ったスズが、この場に入ってきてしまうという展開もよろしくない。

　クウガは手近な部屋に当たりをつけ、肩かたから体当たり気味に中に入りこむ。予想通りそこはベッドが置かれた個室だったようで、クウガはすまないとは思いつつも、背中の少女をベッドに降ろす。可能な限り優やさしくしたつもりだが、すぐに男が入ってきたので確かく認にんする余裕はない。

「おおおおおおおおおお────ぎゃああああああああああああ」

　一いつ瞬しゆんで抜き放った光子銃が、男の咆哮を悲鳴に変える。クウガの狙ねらいが正しければ、男の肩口を掠かすめただけの筈はずだが、クウガ自身、自分の射撃の腕うでがどれだけのものか分からないので、上う手まく当てられたかは見当もつかない。

「こちらクウガ！　襲しゆう撃げき者だ、スズは決して近づくな！　エアは急いで来てくれ！」

　通信機越しにそれだけ言い捨てると、クウガはブラスターをドアに向け構える。

「聞こえただろう！　じきに私の仲間が来るぞ、大人しく武器を捨てて投降してくれ！」

　バタバタという音と男の叫び声は、どうやら遠ざかっていくようだ。このままエアが来るまでこの部屋に籠ろう城じようすべきかクウガが悩んでいると、ギュイイイインというモーター音が隣の部屋から聞こえてきた。

「何!?　しまった！」

　慌あわててクウガは、背後のベッドに寝かせていた少女を手元へ抱き寄せる。

「かあああああああああああああああああああああいいすすすすおおおおおおおふぉ！」

　──あと一いつ瞬しゆん遅かったら、少女はチェーンソーに壁かべごと切り裂かれていただろう。激しく回転する凶刃が、壁を木片へと変えて辺りにまき散らす。

「あんなものどこから持ってきたんだ!?　……そうか、このゴンドラにも隠しスペースが」

　少女を抱きかかえ部屋から逃げ出す事は出来たものの、第四車両は先程男があちこち傷つけていた所せ為いか、クウガは片足からズボリと床に飲み込まれる。

「しまった、くそっ！」

　バカリと砕けた音をたてながら、床の一部が剝はがれ落ちていく。落ちていった先は勿もち論ろん、あの無限に広がる大空だ。

　見てはいけないと分かってはいつつも、壁の木片と床や外がい壁へきのセラミックの欠片かけらがパラパラと、大空に飲み込まれていくのをクウガは凝ぎよう視ししてしまう。

　吹き抜けていく風と共に、魂たましいまで吸い出されそうになる感覚を必死に堪こらえ、クウガは床から這はい上がる。咄とつ嗟さに少女は片手で抱きかかえていたものの、床に手をつこうとしたときに光子銃ブラスターを手放してしまっていた事に気がつく。

　背後に迫る男の気配に、ブラスターの回収を諦あきらめたクウガは舌打ちを漏らし、男が現れた部屋──すなわち、最後尾の車両へと逃げ込む。

　後部車両へ駆かけていったクウガは、入った途端に慌てて立ち止まってしまった。

　……後部車両は、床に巨大な穴が空いていたのだ。

「なんだこれは……!!　まさか、他ほかの乗員は──」

　轟ごう々ごうと音を立てながら、風が吹き込み吐き出される大穴は、まるで怪物の口が呼吸しているようだ。この車両はリビングなのか、穴の周りにはソファーや大きめの机が取り残されているが、やはり他に人影はなかった。

　クウガは慎重に穴の外縁を渡り、車両の最後尾へとたどり着いた所で、男が笑いながら押し入ってきた。

　焦点の合っていない虚うつろな瞳ひとみが獲物クウガを捉え、覚おぼ束つかない足取りでこちらへ迫ってくる。逃げようにも、【青い衣号】と違ちがいこのゴンドラは最後尾に扉がないので、追いつめられるのは時間の問題である。

「ふ、ふひふへへへふぉ、ほほほ……」

　ギャリギャリとチェーンソーを搔かき鳴らしにじり寄ってくる男を前に、クウガは車両の隅すみに少女を降ろし構える。

　構えといっても、それがどういった体術によるものかは分からない。しかし、記き憶おくになくても体に染みついた自然な動作に、クウガは素直に身を委ゆだねることにした。

　相手が狂人といえど、素手でチェーンソーに勝てる筈はずなど勿もち論ろんないが、何な故ぜかクウガには漠ばく然ぜんとしたイメージで、男を組み伏せるビジョンが見えていた。しかし──、

「うっ!?」

　吐き気を伴う眩暈めまいと共に、空を昇っていく光景ビジヨンが現実を侵食する。大地がどんどん遠のいていき、雲を突き抜けたその先にあるものは──、

「ふおおおおおおおおおおおおおおお！」

　男の叫び声がクウガを現実に引き戻すも、既すでに大きく踏み込みクウガの目前で振り上げたチェーンソーは待ってはくれない。どう立ち向かえばいいのか、どう避よければいいのか、停止した思考は何も答えてはくれない。

　────しかし、思考が止まっているにもかかわらず、クウガは迫る刃やいばを紙一重で躱かわして払い落とし、続く男の腕うでを摑つかみ床に叩たたき伏せる事に成功していた。

　反射の域で備わったクウガの体術は、相手を組み伏せるのに思考すら必要としなかったのだ。

「うあああああうあ！　かああああかかか！」

「はぁ……はぁ……頼たのむから、じっとしていてくれ……」

　尚なおも暴れようとする男は、唸うなりながら全身をばたつかせるものの、クウガが摑んだ腕にさらに力を込めると、もがき呻うめいたりこそすれど、為なす術すべなく床に押さえつけられる。

　投げ捨てられたチェーンソーは、大きな音と火花をたてながら数回バウンドした後、穴に落ちていってしまった。

　フラッシュバックも治まり、ようやく一安心出来たとクウガはほっと息を吐く──その瞬しゆん間かん、バキッという大きな音と鋭い衝しよう撃げき、そしてスッと床に沈んでいく視界。

　クウガが認にん識しき出来たのはそれだけだった。

　大空に放り投げられ、クウガはようやく床が抜け落ちたのだと気がつく……視界の端で、床の亀裂が少女までは届かなかったのは見届けた気がしたが、すぐに空を突き抜ける衝撃がクウガの全てを吹き飛ばしていった。

「なに、が──あ────」

　何かを考えようとするものの　ダ　どうにか体を動かそうとするものの　　レ　強烈な風と冷気を内包した無限の大空が　　　　　カ　　瞬まばたきするよりも早く　　タ　　　　　　　　手足に意識を向けるよりも速く　　　　　　　ス　　　　　　　　一いつ瞬しゆん前の思考と感覚を置き去りにして　ケ　　　　　　　　クウガに新たな激情を与え続ける　　　　テ　　それが畏怖なのか恐怖なのか　ク　　　　狂気なのか驚きよう喜きなのかも分からないまま　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　更新し続ける感情を処理出来ず、クウガはどこまでも、どこまでもどこまでも、どこまでもどこまでもどこまでもどこまでもどこまでもどこまでもどこまでもどこまでもどこまでもどこまでもどこまでもどこまでもどこまでもどこまでもどこまでも────

「クウガさん！」

　鈍い衝しよう撃げきを背中に受けて、クウガの思考がようやくクウガの意識に追いつく。

　しかし自分を支えているのがスズだということ、二人はカイトに乗り上昇していること……男はどこかへ墜おちていってしまった事を認にん識しきするのに、幾ばくかの時間を要したのは言うまでもない。

「す、スズ……か？」

「もう……エアからクウガさんが落ちたって聞いた時は、すごいびっくりしたんだからね？」

　ようやく体の感覚が追いつき、クウガはゆっくりとスズとカイトの間にしゃがみこみ、しっかりと確認するように手すりを摑つかんだ。

「あぁ……ありがとう、本当にありがとう。助かったよ」

『連絡。こちらエア、少女は無事保護しました。確認。スズは間に合ったようですね、ミルクを温めておきますので、必ず帰ってきて下さい』

　こちらからはまだ遠いので、ゴンドラからこちらを見下ろしているであろうエアの姿は確認出来ないが、エアの望遠機能は伊だ達てではないといったところか。

「女の子も無事だったんだね、よかった……あ、私の分はお砂糖多めって伝えておいてね」

「了解だ。こちらクウガ、必ず帰還するので、スズの分は砂糖を多めに入れておいてくれ」

　上昇気流の都合なのか、カイトはジグザグにゆっくりと昇っていっているので、数十メートル上方に吊つるされる我が家は未いまだ遠い。クウガに出来る事は何もないので、黙だまって目の前の景色を見つめていた。

　先程はクウガを飲み込まんと大口を開けていた空が、今は途方もなく雄大な絵画のようにすら感じるのだから不思議である。

　いつの間にか太陽は沈み始めていて、空模様は夕日に彩られる。雲は傾いた日の光を浴びて焼けるように赤く、また濃い影かげは飲み込まれそうな程に黒く、そのコントラストが堪たまらなく切なくなる。

　不思議と涙が溢あふれるものの、マスクをつけているので拭ぬぐう事が出来ずやきもきとしていると、

「あれ？　クウガさん泣いてるの？」

「あぁ……何な故ぜだろう、空があまりにも美しかったからだろうか」

　クウガが泣いている事に気がついたスズが、茶化すように笑う。

「空が？　おかしなクウガさん。空なんて、いつでもどこでもあるのに」

　空で暮らすからこその率直な感想が、クウガをより感傷的な気分にする。勿もち論ろんスズに悪意がある訳ではないのは分かっているのだが……。

　カイトの縁へりから下を覗のぞくも、当然だが落ちていった男は既すでに影かげも形もない。

　ぞっとするような美しさを持ちつつも、凍り付くような恐怖も宿すこの大空に浮かぶゴンドラは、やはり棺ひつぎを連想させると思いながら、クウガはようやく戻ってこられた棺桶我が家に降りるのであった。




　戻ってすぐにエアが診しん察さつしたところ、少女は単に疲労と空腹で意識を失っていただけだったようだ。

「ターミナルの人たち、二、三日かかるかもって。丁度最近飛空艇グライダーを使ったばかりで、充電中なんだって」

「了解。グライダーは燃費がとても悪いですし、台数も少ないですからね」

　【赤い兄きよう妹だい号】が道を塞ふさいでいる以上進むことが出来ないので、仕方がないのでそれまでは停車して待つしかないようだ。付近に雲うん海かいの気配もなく、クウガも傷がないかエアに診察して貰もらっているうちに、結局その日の夕食を迎えることとなった。

「だが、ターミナルの連中がきたところで、ゴンドラをずらすことなんて出来ないんだろう？　どうするんだ？」

「うーん……シエルちゃんが目を覚ましてからじゃないと、なんとも言えないかなぁ」

　ターミナルに問い合わせたところ、【赤い兄妹号】に乗っている女の子は一人だけなので、クウガが助けた少女の身元はすぐに分かった。

　シエルという名の少女一人残し、他ほか老人一名、大人三名……そしてクウガを襲おそってきた青年一名は【赤い兄妹号】から姿を消してしまった。一体何が起きたのかも、シエルが目を覚まさないことには知りようがない。

「推測。【赤い兄妹号】は落とすしかないでしょう。第四、第五車両はあんな状態ですし……提言。今のうちに、使えそうな物があれば回収しておいた方がいいでしょう」

　クウガ達たちの後ろに控えていたエアが口をはさむ。落とすという言葉に、クウガはゾクリと薄うすら寒さを感じずにはいられなかった。

「落とすって……ワイヤーから外すのか!?」

　クウガが思わず声を荒げると、スズもバツが悪そうに苦笑いしながら視線をそらす。どうやらスズも事の行く末に察しがついていたようだ。

「回答。あの少女はまだ幼すぎます。一人で旅をする事が出来ない以上、ゴンドラは無用の長物です。推察。恐らくターミナルで一時的に保護する事になるのでしょう」

「一時的って……その後は、どうなるんだ？」

「予測。独り立ち出来る年齢になるまでは、ターミナルで何かしらの職につくことになりますね。ある程度の財産を蓄えた上で年齢に達したら、ターミナルに借金をしてゴンドラを買い、再び流浪者ドリフターになるのでしょう」

「そんな……そのままターミナルで暮らせないのか？」

　支給と言えば聞こえはいいが、それでは追い出すのと変わりない。理不尽な目に遭あい保護者を失い、一方的に家を空に落とされ、ようやく保護された先からもいずれ追い出されるなどあんまりではないだろうか。

「多数。以前にも言いましたが、漂ひよう流りゆう者は決して少なくありません。それら全すべてを生涯保護していては、ターミナルがいくつあっても土地が足りません」

　突き放すようなエアの言葉に、クウガの心もまるでシエルの将来のように冷え切るように感じられた。家族を全て失い、家を失った少女の未来は余りに暗く冷たい。

「どうする事も出来ないのか……」

　誰だれに言うでもなく呟つぶやくクウガだが、己の無力さは一番よく分かっている。過去を持たず、今もスズの好意に甘えてようやく自分の居場所を確保している身で、誰かを助けようなどとおこがましいにも程があるのは充分分かっている。しかし……、

「ねぇ、エア……？」

　スズが恐る恐るエアを上目づかいで見つめる。もじもじと指を合わせながら何かを言おうとしているようだ。

「シエルちゃん、うちで保護しちゃだめかな？」

　スズの言葉に驚おどろくクウガ。エアは半ば予想していたのか、きつい表情でスズを見つめる。

「確かく認にん。分かっているとは思いますが、シエルはまだ狩りも出来なければ、クウガのように役立つ特技もないでしょう。つまり、養う負担こそあれど、スズの生活を助ける事は出来ません」

「分かってる！　でも……」

「エア、私からも頼たのむ！　居い候そうろうの身で図ずう々ずうしいのは百も承知だが、シエルを助けたのは私だ、だから私は最後まで責任を持つべきだと思うんだ」

「クウガさん……」

「……不服。まるで私が悪人のようなので、二人して懇こん願がんするのはおやめ下さい」

　身を乗り出しスズに続くクウガの言葉を遮さえぎるように、エアが深く溜ため息いきをつきながら答えた。

「予想。きっとお二人ならそう言うのだろうと思っていました。準備。これが必要書類です。きちんと目を通しておくのですよ、スズ」

　エアはほんの僅わずかに口角を上げて……エアなりに精いっぱい微ほほ笑えんでいるのだろう。数枚の書類を取り出しスズに手渡した。

　初めはクウガと共にパチクリと見つめ合っていたスズだが、次の瞬しゆん間かんには晴天のような笑顔を浮かべ書類を受け取った。

「ありがとう！　エア大好き！」

　早さつ速そく必要事項を書き込もうと書類を広げるスズだが、

「忠告。スズ、食事中です……少し複雑な書類ですので、後で一緒に書きましょう」

　はーい、と元気よく返事をしたスズはそそくさと夕食に手をつけ始めた。

　ようやく事態を飲み込めたクウガがエアに微ほほ笑えみかけると、照れくさいのかエアはプイと視線を逸そらしながらしかめ面つらになる。

「断言。分かっているとは思いますが、機械である私に心などありません。これはあくまでスズの行動を予測しただけです……失念。そういえば、サラダを作ろうとしていたのでした」

　そそくさと部屋の奥へ向かうエアの背中を、クウガは笑顔で見送りながら内心で呟つぶやいた。

　承知していると……その身が機械であっても、エアの中には繊せん細さいで温かい心が宿っていることなど言葉にするまでもないと。

　夕食を終えた後、スズはテーブルに広げた数枚の書類を、エアに説明して貰もらいながら順に読み進めていた。

「解説。つまり要約するとシエルをチェロ……スズのお父様の養子にするという書類ですね」

「ふぅ～ん……でも、クウガさんの時はなんで何も書かなかったの？」

「説明。まずクウガが成人だから、次にクウガの身元が不明だからですね。クウガの身柄を預かっても財産分与する必要がありませんから。補足。もし今後クウガの記き憶おくが戻った時は、また色々と手続きが必要になるので、今のうちにご覚悟を」

　えー、と嫌々そうに笑うスズ。そんなスズの笑顔に釣られクウガもついつい微笑んでしまっていた。

　スズは本当によく笑う。笑顔以外の表情が中々イメージ出来ない程だ……思い返してみれば、スズは悲しい時や辛つらい時にも笑っているような気がする。

　勿もち論ろん空気を読まずいつでもどこでも高笑いしている訳ではないし、スズの笑顔に少なからず救われてきた身としては、感謝こそしても不満に思うことなどないのだが……。

「警告。それと分かっているとは思いますが、これらはあくまでシエルの同意の上です。提言。意識を取り戻してすぐではショックが大きいでしょうから、ゆっくりと説明していきましょう」

　今までの全すべてを文字通り失ったクウガでも、エアの細かい気き遣づかいとスズの底抜けの明るさに助けられ、ここまで歩んでこられたのだ。だからシエルも自分と同じように、また前に進めたらと、そしてその助けになりたいとクウガは切に願うのであった。

　かつてクウガがそうであったように、シエルは後部車両に取り付けられた簡易ベッドに寝かされている。最初はどうして寝室を用意しなかったのか不思議に思ったクウガだが、きっと常に目が届く所に置いておいた方が、何かあったときにすぐに対処出来るからだろう。

　もしかしたら、以前スズが常にクウガのそばにいたのも同様の理由からかもしれない。

　もっとも、シエルはクウガと違ちがって外傷はないので、翌日にはあっさり目を覚ましたのだが。




　最初にシエルの覚かく醒せいに気がついたのはクウガだった。

　ターミナルからの使者を待っている間、何もすることがない訳ではない。【赤い兄きよう妹だい号】から役立つものを回収したり、想定外の停留の分の食しよく糧りようを確保したりしなければならない。

　食糧に関しては悪いとは思いつつも、【赤い兄妹号】に残っていた備蓄を拝借することとなった。運の悪いことに【赤い兄妹号】が止まっているポイント付近は一切雲が見当たらないので、漁をしたくとも獲え物ものがいないのだ。

　スズとカイトがあれば、遠方まで漁に行くことは不可能ではないが、行った所でゴンドラがなければ獲物を持って帰れないので意味がない。

　やむを得ず【青い衣号】を【赤い兄妹号】にギリギリまで近づけ、スズとエアがゴンドラ内を物色している間、留守番ついでにシエルの看病をしていたクウガは、もぞもぞと動き出したシエルを発見したのであった。

「シエル！　よかった、気がついたか。ここは【青い衣号】だ、君は保護されたんだよ」

「………………」

　シエルは上半身だけ起き上がったものの、未いまだ事態が飲み込めないのかぼんやりと焦点の合わない視線をさ迷わせている。無理もない、スズよりもさらに幼い身でありながら、シエルは地じ獄ごくを味わったのだから。

「私はクウガ、ここで厄介になっている者だ。君を発見したのは私なんだが、覚えているかい？」

　ベッドに駆かけ寄ってきたクウガに反応したのか、シエルはゆっくりとクウガの方を向く。

　しかしその青い瞳ひとみは虚空を覗のぞいているかの様で、クウガを捉えている訳ではないようだ。

　シエルはこちらを見ているものの依い然ぜんとして上の空で、何も言わずプルプルと小刻みに震えるばかりである。

　今は下手に詮せん索さくするべきではなかったかとクウガは自じ省せいする。ひとまずスズ達たちを呼び戻そうと、無線機が置いてある机の方へ向かおうとすると、突とつ如じよ服が引っ張られる……いつの間にかシエルが握にぎっていたのだ。

「シエル？　どうしたんだ？」

　クウガが問いかけるも、シエルはクウガを見つめるばかりで何も答えず、ただ服の端を握りしめる。より一層固く握った拳こぶしは、まるで何かを訴えかけるかのように思えた。

「……シエル？」

　まるでその手を離したら、奈落の底に転落していってしまうかの様に、シエルは必死に握った手を離さない。気付けばシエルは息も乱れ、うっすら涙も零こぼれ始めている……よく分からないが、これ以上刺激するのは得策ではないようだ。

　クウガはベッドの空いているスペースに腰こしかけて、そっとシエルの頭を撫なでた。

「分かった、私がここにいればいいんだな？　心配するな、私はずっと傍そばにいるから」

　ゆっくりと言い聞かせるようにクウガが呟つぶやくと、シエルは安心したのかそれとも単に緊きん張ちようが臨界に達したのか、糸が切れた人形のようにガクンと意識を失った……それでも手だけは固く握にぎりしめたままであった。

　見たところ容態は安定している様なので、事を急せく必要もないかと、クウガはひとまずそのままシエルを寝かしつけるように優やさしく頭を撫なで続けた。

　しばらくはうなされ表情を歪ゆがめていたシエルだが、そうしている内に全身の緊張がほぐれていったようで、静かに寝息をたて始めた頃ころには、鬱うつ血けつしそうなくらい固く握っていた拳こぶしも解けていた。

　もう自由に動けるとはいえ、シエルにずっと傍そばにいると約束したのに反ほ故ごにするのもどうかと思ったので、そのまま頭を撫で続けていると、程なくしてスズ達たちが戻ってくる気配がした。

「ただいまぁ、シエルちゃんの様子はどう？　あ、クウガさんの光子銃ブラスターあったよ。はい」

　若じやつ干かんボリュームを抑えつつも元気よく帰宅したスズが、ぽんとクウガにブラスターを手渡す。てっきり穴に落ちた時に空になくしてしまったものと諦あきらめていたが、大事な記き憶おくの手がかりが戻ってきてクウガはホッと安あん堵どした。

　すぐ後ろに控えているエアも、どこか心配そうに無言のままこちらに視線を寄越している。

「そうか、ありがとう──さっき一いつ瞬しゆん目を覚ましたんだが、またすぐ眠ってしまったようだ」

「そうなんだ……早くよくなるといいね」

　必死にクウガにしがみつくシエルは、思い出すだけで辛つらさが伝でん搬ぱんするようである。

「そうだな、本当にそう思う……そっちはどうだった？」

「報告。流石さすがにターミナルを出発したばかりなので、備蓄に関しては問題ありませんでした」

「【赤い兄きよう妹だい号】の人達は、あんまり狩りはしてなかったみたいだね。勿もつ体たいないけど、流石に材木は運ぶ余裕がないから、置いてくしかないかな」

「そうか……あの穴については何か分かったか？」

　どうだった、というのは食しよく糧りようについての他ほかに、何か事故の原因は分かったのかという意味合いを込めたつもりだったのだが、どうも伝わらなかったようなので、クウガは質問を重ねた。

「あぁ、クウガさんが言ってた穴は、多分……中から開いたものだと思う。それ以外の事は……よく分からなかったんだ」

「不明。なにぶんいつ床が抜けてもおかしくない状況なので、満足に調べられないのです。【赤い兄妹号】の点検状況も分からないので、積み荷の重量に耐えられなかったのか、故意に開けたのかどうかも分からない始末でして」

　どうもエアもスズも歯切れが悪い。二人とも、別にこの手の専門家という訳でもないのだから無理もないが。

「そうか……まぁお疲れ様。そうだ、エア……シエルなんだが、起きたのはいいがどうも喋しやべれないみたいだったんだ。何か分からないか？」

「検査。分かりました、診みてみましょう」

　エアの細い指先がシエルの首筋に触れる。かつてクウガにも行ったように、エアの指先に搭載されたセンサーが、シエルの体内をくまなく調べ上げているのだ。

「完了。少なくとも発声器官に傷害は確かく認にん出来ません。推測。心的外傷……トラウマが原因の可能性有り」

「トラウマ？　クウガさんの記き憶おくがないのと一緒ってこと？」

　スズが首を傾かしげると、エアは静かに首を振る。

「検討。一いち概がいには言えませんが、クウガは大怪け我がを負った外的ショックが余りに大き過ぎて、記憶が飛んでしまったような状態です。対してシエルは……内的ショックから心を守る為ために、自らの機能に封をしたのかもしれません」

　触しよく診しんを終えたエアが慈いつくしむように、あるいは憐あわれむようにそっとシエルの頭を撫なでる。

「予測。外的要因で記憶を失ったクウガならば、ある日ひょっこりと記憶が戻る可能性は０ではありません……しかし、シエルの言葉を奪ったのが自らの意思ならば、取り戻すにもシエルがそう望まなければ恐らく……」

　それだけ言うとエアはパッと手を離はなし、その場を後にした。飛行服を着ていたスズも着替える為か、エアの後に続く。

　眠るシエルと部屋に残されたクウガは、じっとシエルの顔を覗のぞきこむ。

　一体どれだけの惨劇を目にすると、人は自ら言葉を放棄してしまうのだろうか……【赤い兄きよう妹だい号】に大きく空あいた穴は中からの物だという。だとするなら原因は乗組員……つまりシエルの家族が関係している事になる。

　あの狂った男……やつれていたので確かではないが、年恰かつ好こうからしておそらくシエルの兄も、シエルと同様に苛酷な状況に追い込まれた所せ為いで、ああなってしまったのだとしたら……。

　しかし今のクウガは原因の究明よりも、シエルの身の安全を優先すべきだと思った。

　シエルの切実な眼まな差ざしが、今もクウガの脳裏に焼き付いていた。

　そっとシエルの手を握にぎりしめたクウガは、その寝顔に改めて助けになりたいと誓ちかうのだった。




　シエルが目を覚ましたのは、夕食も終えて深夜になってからのことだった。

　熟睡していたのは最初だけで、結局シエルはその後何度もうなされていたので、クウガはつきっきりで看病をしていたのだが、汗を拭ふき取ったタオルを絞ろうとキッチンへ向かった矢先に、背後に人の動く気配を感じ取った。

　ドスンという音はシエルがベッドから崩れ落ちた音だと思い至るよりも先に、クウガの腰こしにシエルが抱きついて来た。ギュッとしがみつく腕うでは切実ながらも弱々しい。

「シエルか……？　すまない、傍そばにいなくて驚おどろかせてしまったな」

　腰にまわったシエルの腕に、責めるように……あるいは怯おびえるように力が込められたので、クウガはそっとシエルの頭を撫なでながら詫わびる。

　シエルは依い然ぜんとして無言のままだったが、クウガに頭を撫でられているうちにようやく腕うでの力を抜きクウガから離はなれた。

　クウガは振り返りシエルと正対すると、今度は屈かがんでクウガの方から抱き寄せた。シエルの小さい体は、抱き締めれば腕が簡単に余る。クウガはそのまま包み込むように、シエルの後頭部を擦さすった。

「大丈夫だ、私はどこへも行かないよ」

　シエルの両腕がクウガを抱きしめ返す……どうやら受け入れられたとみていいようだ。そのままシエルを抱き上げ立ち上がると、そっとベッドまで運ぶ。

　病み上がりのクウガでも、簡単に持ち上げられる程シエルが軽いのは、単純にシエルが小さいからというだけではないだろう。

　小枝のように細い手足、真っ黒な髪かみに対して白い肌は生気を感じさせない。栄養失調なのは目に見えて明らかである。

　幸い、いつ起きてもいいようにと、エアが病人食を用意しておいてくれている。

「シエル、もう遅いが寝る前に少し栄養を取った方がいい。用意するからここで待っ……」

　言い終わらない内に、シエルは半ば錯さく乱らん気味になりクウガに抱きついてきた。

「大丈夫だ、キッチンはすぐそこだから、私はどこへも……」

「クウガさん、大丈夫？」

　落ち着かせようとするものの、シエルは頑かたくなにクウガから離れず首を振るばかりで困っていた所に現れたのはスズだった。

「ご飯持ってくればいいの？　任せて」

「すまない、頼たのむ」

　状況を察してくれたスズが病人食を温めにいってくれたので、クウガはシエルをあやす為ためにベッドに座り直した。

「すまない、離れないと約束したばかりだったのにな」

　ゆっくりとクウガが頭を撫でている内に、シエルはようやく手の力を緩めた。

　とはいえ、未いまだ涙目で呼吸も荒いシエルは落ち着いたとは言い難い。スズが来ている事にも気がついていないのかもしれない。

　やがて、温めた料理を持ったスズがベッドにそっと近づいてくる。

「食べさせてあげるのは、クウガさんにお任せかな？　私、エアに伝えてくるね」

　シエルを興奮させないよう気をつかったのか、枕元に料理を置くと気付かれないよう忍び足で退出していくスズ。

「ほらシエル、ご飯だぞ。食べれるか？」

　起きたばかりで食事が取れるかという心配をよそに、シエルはあっという間に病人食を平らげた。むしろ胃に負担をかけないように、ペースを落とさせるのに苦労した程だ。

　シエルが食事を取っている間も、すぐ隣となりに座るクウガ。まるで数週間前の自分とエアのようだと、クウガは内心クスリと笑う。

「残さず食べれたな。偉いぞシエル」

　クウガが褒ほめながらシエルの頭を撫なでると、褒められた事が嬉うれしかったのか、それとも空腹が満たされて満足したのかは不明だが、救出されてから初めてシエルは満面の笑みを浮かべ、今度こそ緊きん張ちようが解けたかのように寝息を立て始めた。

「あ～、シエルちゃんばっかり撫でてもらっていいなぁ」

　その後しばらくシエルの頭を優やさしく撫でていると、再びスズが静かに部屋に入ってきた。

「なんだ、スズも撫でて欲しかったのか？」

　シエルを撫でる手を止め、茶化すようにクウガが片手を持ち上げると、スズは悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えみながらクウガの手に頭を近づけた。

「さっきは来てくれて助かったよ。ありがとう、スズ」

　シエルにしていたように、優しく頭を撫でるとスズは気持ちよさそうに目を細める。気に入ったのか、スズは自分の手をクウガの手の上に重ねると、暫しばらくの間撫でられ続けていた。

「えへへ、なんだか温かいなぁ……気持ちいいから、お裾すそ分わけ」

　そう言うとスズは、重ねていた手を離はなしシエルの頭を撫で始めた。実際に温度が伝わったかは定かではないが、気持ちよさそうにシエルの寝顔が綻ぶのを確かく認にんすると、スズはおもむろに立ち上がった。

「それじゃあ私も寝るね。おやすみ、クウガさん」

「あぁ、おやすみスズ」

　ようやくシエルの笑顔を見られて安心したのか、スズが退室したのを確認したのとほぼ同時にクウガも崩れるように眠りにつくのであった。




　翌朝、クウガは物音に目を覚ます。シエルを起こさない様にゆっくりと手を離して音の方を向くと、そこには食器を片づけるエアがいた。

「おはようエア。すまない、片づける前に眠ってしまったようだ」

「了りよう承しよう。おはようございます、クウガ。構いません、シエルの世話でお疲れのご様子ですし。質問。シエルの具合は如何いかがですか？　スズから一通りは聞きましたが」

　空っぽの鍋なべを洗いながら尋ねるエア。その様子にクスリと笑いながら、クウガは静かにシエルの頭を撫でる。

「……とりあえず容態は安定したと思う。少なくとも、こちらの言うことは素直に聞いてはくれた……ただ、言葉はまだ……」

　鍋を洗い終えたエアが、身に付けたいつものエプロンで手を拭ふきながらこちらへ歩いてくる。ベッドまで来たエアは、そっとシエルに手を触れる。

「診しん察さつ。この分なら明日には、食事も普通のものでよさそうですね。希望。ターミナルの者が到着するまでに、言葉も回復してくれればいいのですが……」

「そんな早く治るものなのか？」

「否定。時間は問題ではありません。シエルが望むか否いなかです。検討。使える物は既すでにあらかた運び終わりましたが、シエル自身に【赤い兄きよう妹だい号】を検分させるかどうか、決めなければなりませんね」

「いくらなんでも、まだ気持ちの整理はつかないだろ。せめて明日まで待てないのか？」

「否定。残念ながら、待つ事に意味はないでしょう」

「だがシエルが事情を説明出来なきゃ、ターミナルの奴やつらが来たって意味がないんじゃ……！」

「否定。彼らが来るのは、【赤い兄妹号】で何が起きたか調べる為ためではありません。【赤い兄妹号】を、どう処分するか決める為です」

「そんな……！」

　エアの言葉に耳を疑うクウガ。しかしあくまでエアは冷静そのものだ。

　これだけの惨事があったにもかかわらず、原因を突き止めない等などと信じられなかった。今後似たようなケースが起きた場合、対処に困る事は目に見えているだろうに。

　しかしよくよく考えてみれば、思い当たる節はあった。スズもエアもシエルの今後の処遇や、【赤い兄妹号】の積み荷の事は気にかけても、一体何な故ぜそうなったかについて特別関心はないようだった。

　あの大穴についても、クウガが聞かなければ何も答えなかったのではないだろうか？

「提言。シエルが目を覚ますようです。私はスズを起こしてくるので、看みていて頂けますか」

　クウガが問いただす前に……まるで質問を潰つぶすようにエアはそれだけ言うと、そそくさと中央車両へと行ってしまった。

　追いかけようとするクウガだったが、シエルが目を覚ましたのは本当だったようで、服の端をグッと摑つかまれる。

　心配そうにこちらを見上げるシエル。またどこかへ行ってしまうのかと訴えかけるようだ。エアの態度は気になったが、今はシエルの前だからとクウガは怪け訝げんな表情をグッと飲み込み、安心させるように笑顔を見せた。

「おはようシエル、よく眠れたか？」

　クウガの笑顔を見て安心したのか、シエルも笑顔で頷うなずき返す。喋しやべれないのでなんともなしに暗い印象を持っていたが、本来はスズのように明るい少女だったのかもしれない。

「そうか、もうすぐ朝食だから……」

「あー！　シエルちゃん元気になったんだ！」

　バタンと勢いよく開けられたドアから、朝から元気一杯のスズが入ってくる。驚おどろいたシエルがクウガの後ろに隠れる。ドアの音というよりスズに驚おどろいて逃げた事は明白である。

「私、スズメ＝アスフェール！　よろしくね、シエルちゃん」

　怯おびえているシエルを知ってか知らずか、構わずグイグイと目前まで近づいてきて、にっこりと挨あい拶さつをするスズ。窘たしなめようかとも思ったが、シエルが怯えつつもコクリと会え釈しやくしたので、むしろスズの人を安心させる明るさに感心するクウガであった。




　朝食の間、クウガは何度かチラチラとシエルの様子を窺うかがう。シエルに【赤い兄きよう妹だい号】の検分に同行して貰もらうか決めねばならないものの、折角スズと楽しそうに食事を取っているシエルに、心的負担をかけていいものだろうかと葛かつ藤とうしているのだ。

　とはいえ実際のところ、答えは最初から出ているようなものだ。エアの話では早ければ今日の夜には、ターミナルの連中は到着するらしい。それまでに色々と整理をつけておかなければ、最悪シエルは我が家に別れを告げる事すら出来ない。

　クウガの心が引っ掛かっているのは、シエルに対する心配というよりもエアの態度に対する懸け念ねんの所せ為いだろう。

　今やクウガは、この事件の真相を誰だれよりも知りたがっている。しかしエアが乗り気でない以上シエルの協力を仰ぐしか手はないが、それこそシエルにとって最も心的負担が掛かることだ。

　だからこそクウガは葛藤しているのだ。このまま全すべてを見なかったことにするべきなのか、それともたとえシエルに嫌われようと真実を追うべきなのか。

　その時、ふいにクウガは服の端がクイッと引っ張られていることに気がつく。視線を降ろすと、シエルが心配そうにこちらを見上げているではないか。

「クウガさん、どうかしたの？　難しそうな顔してたけど」

　シエルの意を代弁するように、同様に怪け訝げんな顔をするスズ。

「いや、実は……」

　本当にその話を切り出していいものかと躊躇ためらうクウガ。

　未いまだ気持ちの整理もついていないが、もう二度と想おもい出がつまっている家を見ることが出来なくなるのであれば、最後に一目見せてあげるのはなんら不自然ではない。

　しかしシエルが本当にそれを望んでいるかも分からず、真相を知りたいという自分のエゴを隠す為ための綺き麗れい事ではないとも言い切れない。

「クウガさん？」

「……提案。そういえば、おそらく今日にもターミナルから使者がきますが、【赤い兄妹号】をパージする前にシエルに立ちあって貰った方がいいのでは？」

　エアの突然の提案に、ビクリと体を強こわ張ばらせクウガにしがみつくシエル。驚いたのは勿もち論ろんシエルだけでなく、スズも、そしてクウガも黙だまってエアの方を見つめる。

「確かく認にん。我々で使えそうなものはおおよそ回収しましたが、我々にとってはそうではなくても、シエルにとっては必要なものもあるでしょう」

「う～ん……シエルちゃん、どうする？　辛つらかったら無理しなくていいんだよ？」

　席を立ち、すがるようにクウガに抱きつくシエルに、スズはそっと覗のぞきこみ尋ねる。クウガは黙だまったまま優やさしくシエルの頭を撫なでる間も、エアの真意を測りかねていた。

　泣きそうになるのを懸命に堪こらえるシエルを見ていると良心が痛むものの、この展開はクウガにとっても望むところである。元々エアはシエルに【赤い兄きよう妹だい号】を検分させる事自体は肯定的だったし、なんら気にすることはない筈はず……なのだが……、

「シエル、心配するな。私も一緒だ……今は辛いかもしれないが、きちんとお別れをしないと後できっともっと辛くなってしまう。だから、な？」

　クウガが優しく諭さとすように声をかけると、シエルは震えながらもゆっくりと首を縦にふった。

「良い子だ、シエルは強いな」

　頭を撫でられ子犬のように目を細めるシエルが、それでも微かすかに震えているのを感じたクウガは、己の身勝手さを恥じずにはいられなかった。

　【赤い兄妹号】に何が起きたか、エアが一体何を考えているのか……その謎なぞを解くきっかけを摑つかめたと、思ってしまう自分の身勝手さに。




　朝食後再びシエルが体調を崩した為ため、結局【赤い兄妹号】の最終検分を行ったのはその日の午後になった。

　口には出さないものの、スズはシエルの身を案じてか、最後までシエルを同行させる事に反対のようだったが、クウガもエアも何も言わなかった上に、なによりシエル本人が我が家の最さい期ごを見届ける事を強く望んでいるようだったので、どこか不機嫌そうに……笑顔は曇くもり空のように湿っていた。

「解説。現在この【青い衣号】と【赤い兄妹号】は車体を連結しています。加えて、勝手ながら後部車両の壁かべに抜け穴を開けさせて頂きました。侵入は前回より容易かと」

「シエルちゃんに黙ってゴンドラを傷つけて、ほんとにごめんね」

　食しよく糧りよう等を運ぶためとはいえ、家主の許可なく家に穴を開けたのだから、怒ってもよさそうなものだが、シエルは特に気にしていないようで、コクコクと黙って頷うなずいた。事件に対して向き合うと決めたからといって、即言葉が復活する程簡単ではないらしい。

「物資の積み込みがもう終わっているなら、シエルの用事だけ済ませればいいのか？」

「肯定。しかし第四、第五車両を通る際は細心の注意をお願いします」

「あぁ、勿もち論ろんだ」

　【赤い兄妹号】から拝借したのか、エアは子供用のマスクをシエルに装着する。

　シエルが探索する事に反対のスズは勿論として、一人残すのも不安ということでエアも【青い衣号】に残ることとなったので、探索はクウガとシエルの二人で行く事となった。

　エアが何か隠し事をしているのではと疑っていたクウガではあるが、こうもあっさりクウガにとって都合よく事が進むと、全すべてクウガの独り相撲ずもうだったのではという気にもなってくる。

「それじゃあ行ってくる……シエル、行くぞ」

　シエルの小さな手が必死にしがみ付くのを感じながら、クウガは再び【赤い兄きよう妹だい号】へと入っていった。

　【赤い兄妹号】の最後尾には相変わらず、まるで怪物の口のようにぽっかりと開いた大穴が待ち構えている。この穴についてもシエルに尋ねたいところだが、不安定なこの車両内で詮せん索さくするのはあまり賢いとは言えない。

「シエル、ひとまずこの車両は通り抜けてしまうが問題ないか？」

　クウガが視線を降ろし問いかけると、シエルはコクコクと首を縦に振る。シエルの了りよう承しようを確かく認にんしたクウガは、出来るだけ穴に近づかなくて済むように車両の外側を歩いていく。

　一歩一歩薄はく氷ひようの上を歩くような慎重さで、クウガ達たちは次の車両へと向かっていった。

　轟ごう々ごうと風を吐き出す音が恐怖を煽あおったものの、ひとまずこれ以上床が抜け落ちる雰囲気は感じられぬまま、クウガは後部車両、さらに第四車両を後にした。

　ここまでくれば、あれ程うるさかった風の音もぴたりと収まり、ようやく一息つけそうな雰囲気となる。何の気なしに周囲に誰だれもいないか確認したクウガは、刺激しないように優やさしくシエルに問いかける。

「……シエル、答えたくないのであれば無理にとは言わない。シエルはあの大穴について何か知っているか？」

「………………」

　極力プレッシャーをかけないようにとは思いつつも、笑いながら聞けるような事でもない。少なからずシエルの心の傷を広げてしまったのだろうと、クウガの良心はズキズキと痛んだ。

　シエルは何も答えずうつむくも、しばらく黙だまった後小さくコクリと頷うなずく。

「そうか！　……いや、済まない。嫌な思いをさせてしまったな。今の質問は忘れてくれ」

　本当はすぐにでも問い質ただしたいものの、ここで無む理り強じいさせたところでシエルは益ます々ます心を閉ざしかねない。別段クウガとて一刻を争っている訳でもなし、今はシエルが何かを知っているという事を知れただけでも充分収しゆう穫かくと考えるべきだろう。

　最悪のパターンとして、言葉と共にシエルも記き憶おくを失ってしまっていたらと予想していたが、どうやら杞き憂ゆうに終わったようだと安心するクウガ。

　そうと分かれば後はシエルの気の済むまで、本来の目的を遂げるべきだろう。

「余計な時間を取らせたな。それじゃあ一通り見て回ろうか」

　穴について尋ねた時は悲しそうな顔をしていたシエルだが、クウガが手を差し伸べると幾分かは明るさを取り戻し、クウガの手を嬉き々きとして握にぎるのであった。

　エアとスズが物資の運び入れを終えていたおかげで、二度目の散策はクウガの想像よりもスムーズに進んだ。

　最初に来た時よりも壁かべの損傷が激しいのは、もしかしたらエア達たちが隠しスペースを探す為ために壊こわした所せ為いなのかもしれない。その代わりといってはなんだが、床は幾分か補強したようだ。

　実際、壁の亀裂の中からクウガを襲おそった物と同型の大型チェーンソーやちょっとした銃じゆう器きも見つかったが、持って帰ったところで手に余るのは目に見えているので、エア達がそうしたようにクウガも放置していった。

　シエルも思っていたよりも落胆してはおらず、むしろまるでクウガとのピクニックを楽しむかの様に、かつての家の跡を見て回っていた。

　クウガが最初に訪れた時点で、既すでに廃はい墟きよのように静まりかえっていたゴンドラ内だが、物資が減った事により、その趣おもむきに拍車が掛かっているようだ。

　そんな中からシエルは、ベッドの上で倒れていたぬいぐるみを発見すると、救助してから今までの中で最高の笑顔をクウガに向けてくれるのであった。

　先頭車両まで辿たどり着いた二人だが、ぬいぐるみ以外は特にシエルの目に留まったものはなく、来た道を戻り始めたところでクウガは妙な事に気がついた。

　【赤い兄きよう妹だい号】に乗っていたシエルの家族は、スズ達と違ちがい狩りは行っていなかった。これは長年流浪者ドリフターをやっているスズも言っていた事だし、なにより二度訪れた中でそういった類たぐいの道具が見当たらなかった点から考えても確かだろう。

　記き憶おくを失った身とはいえ、これまでスズ達と共に生活してきたクウガならば、シエル達程の大家族が旅をするのに、どれほどの蓄たくわえが必要なのかは、ある程度分かるつもりだ。

　最初に訪れた時に見た積み荷の量は、どう考えても片道分にも満たない筈はずだ。運び出した物資を倉庫に仕舞う際、クウガも手伝ったのだからこれも確かである。

　勿もち論ろん、シエルやシエルの兄と思おぼしきあの男が手をつけた可能性もあるのだが、だとすると瘦やせこけた二人の説明がつかなくなる。材木が残っていた以上、貧ひん窮きゆうしていたとも考えにくい。

　【アンタレス】から【アルニャート】までたかだか二週間程度とはいえ、狩りをするでもなく蓄えを用意する事もなく、【赤い兄妹号】の乗組員たちはどうやって過ごすつもりだったのだろうか？

　やはり、あの大穴が関わってくると考えるのが自然なのだろうかとクウガが悩んでいると、服の端が引っ張られる感触で我に返る。

　視線を降ろした先には、当然シエルの泣きそうな顔がある。クウガが突然立ち止まり考え込み始めてしまったので、不安になったのだろう。

「済まない、なんでもないよ。さぁもう戻ろうか。あまりエア達を心配させたら悪いしな」

　やはりあの大穴はただ事ではない。【赤い兄妹号】を去る間、クウガはそう確信していた。そしてあの心配性のエアがこれだけの惨事に関心を向けないことは、どう考えても不自然だとも。




　エアの予測通り、その日の夜にはターミナル【アンタレス】からの使者が訪れた。

　以前説明して貰もらったものの、クウガは飛空艇グライダーの実物を見るのはこれが初めてだ……勿もち論ろん記き憶おくを失ってからという前提だが。

　エンジンを積んでいるというので、重厚な大型機のようなイメージを抱いていたが、実物のグライダーはクウガの想像よりも遥はるかに小さかった。傍はたから見れば、カイトとほとんど変わらないだろう。

　さらに言えば、てっきり警察のような者が来るのだとクウガは思っていたものの、現れたのはどちらかと言えば作業員のような格好をした者達たちだった。そして……、

「えっ!?　もう終わりなのか？　まだ何も調べていないじゃないか」

　やってきた作業員たちが行った事といえば、スズから簡単に状況の説明を受けて、シエルの転居手続きを済ませただけだった。手続きといっても、例の書類に簡単に目を通してサインを書き込む程度である。

　あまりにもあっさりと手続きを終えたと思ったら、もう【赤い兄きよう妹だい号】のパージ作業に取り掛かろうとしたもので、クウガは思わず声を上げてしまったのだ。

「あれ、もうシエルちゃんが残したいものは引き揚げたんだよね？　まだ何か忘れてたの？」

　きょとんとするスズに、クウガは事の重大さを問おうとするものの、周囲を見渡してハッとする……エアはともかくとして作業員、そしてシエルですら、どうしてクウガが待ったをかけているのか、本気で理解出来ないような顔をしているのだ。

「何か問題があるようでしたら、我々もあと少しなら待てますが……？」

　他人事のように尋ねる作業員にクウガは苛いら立だちすら覚えるも、それすらこの場では的外れだという事なのだろう。

　彼らは本当に【赤い兄妹号】をどけに来ただけであり、何が起きたか調べる気は初めから毛頭ないのだ。

「いえ、なんでもありません……お願いします」

　クウガが吐き捨てるように言うと、作業員は尚なおも首を傾かしげたものの、スズの説明を受けて作業に取り掛かる為ために【赤い兄妹号】へと向かっていった。

　クウガを心配してか、あるいはこれから見慣れた我が家が落ちていくのが寂しいのか、シエルがトコトコとクウガの足元に近づきしがみ付く。

　そっとシエルの頭を撫なでたクウガ自身、シエルを励まそうと思ったのか自分が不安なのかは分からなかった。

　窓の向こうでは夜の闇やみの中、作業員たちが【赤い兄妹号】の屋根の上でなにやら作業を続けている。ゴンドラの周囲を飛び交う飛空艇の群れは、まるで死肉をあさりにきた鳥のように見えてならなかった。

「これが済んだら、フリューゲルさんに連絡しないとだね。予定よりもずっと遅れちゃったし」

「随ずい分ぶん簡単に言うんだな……」

　シエルの家を処分するのに、ちょっとしたトラブル程度のような言い方をするスズに、思わずイラついてしまうクウガ。

「クウガさん？」

「いや、すまない……なんでもない」

　勿もち論ろんスズに当たるのは見当違ちがいだという事はクウガにも分かっているのだが、簡単に納なつ得とく出来る問題ではない筈はずだ。

　やがて作業が終わったのか、【赤い兄きよう妹だい号】の屋根から人ひと影かげが消えていく。周囲を飛んでいたグライダーのうちの一機が照しよう明めい弾だんを発射すると、それが合図だったのか運転席で待ち構えていたスズが連結を解除した。

　ガタンと大きな音と共に【青い衣号】がにわかに下がり始める。ゆっくりとバックしていき【赤い兄妹号】とある程度距きよ離りを離はなした途端、ワイヤーとの連結部ごと【赤い兄妹号】は真っ暗な大空に落ちていった。

　クウガはシエルと共に窓越しにそれを見送っていたが、夜の闇やみの所せ為いもあり暗い空をどこまでも落ちていく【赤い兄妹号】は、あっという間に見えなくなってしまった。

　空に葬ほうむられていくゴンドラは、やはり棺ひつぎのようだと思いながら見つめるクウガ。

　ギュッと自分にしがみ付くシエルの小さい手を感じるも、記き憶おくは未いまだ雲のように摑つかめず、疎外感しか胸にないクウガにはそれに応こたえてあげる事が出来なかった。













　　　Ⅴ章　　～雲の記き憶おく～







　【赤い兄きよう妹だい号】をパージし終えた作業員達たちは、何の連絡を入れる事もなくあっさりとターミナルへと戻っていった。

　そしてスズ達も、まるで何事もなかったかのように旅を再開する。クウガだけが、空に葬ほうむられていくゴンドラを、いつまでも胸の奥に引っかけていた。

『そうかい、そんな事が……そいつは災難だったね』

「エアの計算だとまだ予定日には全然間に合うんですが、一応伝えておこうと思って」

　フリューゲルと連絡を取るスズ。【白い魔ま女じよ号】は遥はるか先を旅しているものの、ワイヤーが一種の電話線のようになっているらしく、ターミナルに調整して貰もらえば一時的に連絡する事は容易たやすいらしい。

『わざわざすまないね。また何かあったら連絡しておくれよ。それじゃあね』

「はい、【アルニャート】で会えるのを楽しみにしてますね！　通信切ります」

　【白い魔女号】との通信を終えたスズは、今度はターミナルに連絡を入れる。

「こちら【青い衣号】、ターミナル【アルニャート】へ。【白い魔女号】との回線を切って下さい」

『こちら【アルニャート】。了解、切断完了。以上、通信終わり』

「ふぅ、これでよしっと。お待たせシエルちゃん、遊ぼっか！」

　通信機を置き運転席から出てきたスズを、クウガはシエルと共に出迎えた。

　スズの人懐なつっこさのおかげか、シエルはすぐに【青い衣号】の一員として馴な染じめたようだ。しかしそれは最も早はや、【赤い兄妹号】など初めからなかったのではないかと、錯覚してしまいそうになる程である。

　家族を失い、家を失ったにもかかわらず、こうもあっさりと気持ちの整理がつくものなのだろうか？　勿もち論ろんいつまでもウジウジと心を塞ふさいでいるよりも、遥かに建設的ではあるのだが。

　クウガは目覚めてから今日まで半ば現状を受け入れ、仮に記憶が戻らなかったとしてもそれはそれで致し方ないと思っていた。スズもエアもとても親切にしてくれているし、分からない事は多くても自分なりに出来る事があるのなら、と……。

　しかし今回の一件で、クウガの中に猛烈な疎外感と、自分が何者であるかの不安が完全に蘇よみがえってしまった。

　スズ達が何か自分に隠し事をしているのではという懸け念ねんも、原因は自分とスズ達では価値観が大きく異なる所せ為いなのではという不安に変わりつつあった。

　今や大事な家族となった者達たちに、不信感など抱きたくはない。自分に記き憶おくが戻りさえすれば、それも消えるのではないかと。

　しかしいくら追い求めようと、クウガの記憶は雲うん霞かの如ごとくおぼろげで摑つかめず、焦りと不安だけがどこまでもどこまでも、暗雲のように広がっていくのであった。




　引き取ってから数日経過したものの、シエルは相変わらず子犬のようにクウガの後をついてまわっていた。

　お世辞にもクウガは愛あい想そがいいとは言い難い。エアは論外として、スズと比べれば明らかに不愛想だろう。にもかかわらず、スズではなくクウガにばかり懐なつくからには、シエルはクウガの中になんらかのシンパシーを感じたという事なのだろうか。

　それが失われた記憶に結びつくものだったらいいのだがと、クウガはつい思ってしまう。

「見えた！　雲うん海かいだよっ」

　見張り台からのスズの掛け声を聞き、運転席のエアがゴンドラのスピードを緩ゆるめ始める。それにつられてクウガ達も窓の向こうを覗のぞいてみるものの、目に映る一面の雲が雲海かどうかなど区別出来なかった。

　尋ねるようにシエルの方を向いてみるも、シエルにも分からないようできょとんと首を傾かしげるばかりである。

「どうやって、雲と雲海を見分けているんだ？」

「否定。雲を見ているのではなく、目印となっている島があるのです」

　エアに言われて再び窓を覗いてみると、入道雲にほとんど埋もれているので気付かなかったが、確かに雲の中に僅わずかに岩肌が見てとれる。

「停留。予定よりは大分遅れてしまいましたが、ダイヤを調べたところ、後続のゴンドラはまだまだ来ないようです。捕獲。今日は陽ひが落ちるまでは、ここで魚をとりましょう」




　【青い衣号】を運ぶワイヤーは、広大な雲の海原の縁ふちを掠かすめるように伸びている。雲海の端に停車したゴンドラからは、水平線の如くどこまでも広がる雲が見渡せた。

「解説。面積は約五平方キロメートル、この辺りの流浪者ドリフターの間では【蠍さそりの心臓】と呼ばれている遺い跡せきです。補足。雲海からは豊富な魚介類、島には旧文明の遺跡を残すこの地が、ドリフターに与える恩恵は計り知れません」

　今は丁度積乱雲に隠れているので見えないが、遺跡を内包しているからにはあの島もかなり大きいということだろうかと、エアの解説を聞きながらクウガはぼんやりと島を眺めていた。

　クウガの記憶を辿たどる数少ない手掛かりの一つ、腰のホルスターに収まった光子銃ブラスター。陽光を吸収することで半永久的に稼か働どう可能な、旧文明の遺物である。

　そう、旧文明の武器である筈はずのブラスターについて、クウガはエアよりも深く知っていた。つまりクウガはなんらかの形で、旧文明に携たずさわっていた可能性が極めて高い。

　だとするなら、遺い跡せきに行けばブラスターを見つけた時のように、クウガの記き憶おくが刺激されるのではという考えは、決して楽観視ではないだろう。

「なぁエア、あの遺跡に入るのに何かしら許可は必要なのか？」

「肯定。ドリフターであること、ダイヤに迷惑をかけないこと。以上の二点が必要条件です」

　運転席から出てきたエアは、クウガの質問に無表情のまま答える。

「私はもうドリフターの端くれだし、とりあえず今日の夜まではここに留とどまるのなら問題はないということだな？」

「肯定。何も問題ありません」

「なになにー？　クウガさん遺跡に行ってみたいの？」

　屋上の見張り台から降りてきたスズが、楽しそうに会話に混ざってくる。遺跡と聞いては黙だまってはいられないのだろう。

「あぁ。ちょっと見てきたいんだが、危険はないだろうか？」

「前に行った事あるけど、全然平気だよ？　そうだ、折角だから皆で行こうよ！」

「スズがいてくれるなら心強いが、既すでに行った事があるなら退屈じゃないか？　別に皆で行く必要もないんじゃ」

「私は遺跡見るの大好きだし、シエルちゃんだってお留守番はつまらないよね？」

　スズが微ほほ笑えみかけると、ぶんぶんと力一杯頷うなずくシエル。どうやら意地でも置いていかれたくないらしい。

　シエルを連れていくとなると、一いち抹まつの不安を感じずにはいられないクウガだが、エアが口出ししてこないということは、本当に危険性は少ないのだろうか。

「それじゃあ折角だし皆で行こうか……いいよな、エア？」

「受じゆ諾だく。幸い食しよく糧りようの備蓄は充分にあるので、漁を行う必要もありませんからね」

「やったー！　じゃあ水着を出さなきゃ！　あ、クウガさんとシエルちゃんの水着どうしよう」

　エアのお許しが出た途端、ピョンピョンと飛び跳ねながらはしゃぐスズ。

「検索。たしかスズのお古をしまっていた筈はずです。シエル、ついてきて下さい」

「水着……？　島といっても雲うん海かいの上なんだろ？　寒くないのか？」

「クウガさんって、本当に寒がりだよね。心配しなくても、【蠍さそりの心臓】は温おん土ど島とうだから空よりもずっと暑いし、雲海も温水だからクウガさんでも入れると思うよ？」

　温土島というのが何かは相変わらず分からないが、どうやら飛行服で散策しなくても済みそうだとクウガは内心安あん堵どする。

　加えて言えば、この標高でカイトを使う時以外は軽装なスズがおかしいのであって、クウガが寒がりな訳ではないのだがという不服は飲み込むのであった。

「謝罪。クウガ、残念ながら男性用の水着は全て処分してしまっているので、本当に申し訳ありませんが、クウガはいつも通りの服装でもよろしいでしょうか？」

「あ、あぁ……別に構わないよ」

　若じやつ干かん申し訳なさそうな無表情で謝るエア。そんなに自分は残念そうな顔をしていただろうかと、首を傾かしげるクウガを見て、スズがクスクスと笑うのであった。




　遺い跡せきに行く準備と言うと厳おごそかな感じだが、実際やっていることといえば、ほとんどピクニックの支度のようなものである。

　ランチを用意するエア、シエルと共に着替えるスズ、かくいうクウガは完全に手て持もち無ぶ沙さ汰たなので、エアの手伝いで厨ちゆう房ぼうにいる始末である。実際はスズ達たちの着替えを覗のぞくなという、エアの無言のプレッシャーを感じたからなのは言うまでもない。

「じゃーん！　クウガさん、見て見てー！」

　中央車両から、元気よくスズが飛び出してくる。スズの水着はスカイブルーのビキニタイプだった。スズの健康的に日に焼けた肌と、水玉模様が実に瑞みず々みずしい。

　日ひ頃ごろからスズの格好は短めの半はん袖そで半ズボンなので、露ろ出しゆつが多い服を着る事に真新しさはないだろうと思っていたが、年相応に出るとこが出ている姿に、クウガは不覚にもドキっとして言葉が出てこなかった。

　それを見み咎とがめたのか、いつの間にか調理を終えていたエアが、後ろからクウガの両りよう頰ほおを軽くつねった。

「いっつ！　へエ、ヘアエア!?　急にどうしたんだ？」

「……失礼。申し訳ありません、つい」

「やだー！　クウガさんったらエッチ」

　エアに両頰をつねられ続けるクウガを、スズはきゃっきゃと黄色い声で笑う。そのまま再び中央車両へ戻ったかと思えば、恥ずかしがるシエルを半ば引き摺ずるように連れてきた。

「はーい、次はシエルちゃんだよ！　クウガさん、エッチな目で見たらまたエアにお仕置きされちゃうからね！」

「あぁ。ひをすへるよきをつけるよ」

　おずおずと現れたシエルの水着は、青一色のワンピース型だった。流石さすがに十歳そこそこのシエルの水着姿に反応したら犯罪者扱あつかいされかねない。クウガは素直に「二人とも可か愛わいい」と褒ほめたのだが、それはそれで面白くないのか、シエルは若じやつ干かんふくれっ面つらでクウガの頰をつねろうとしてくる。

　記き憶おくがあろうとなかろうと、女心など到底分かりっこないと思いつつ、クウガはエアに持ち上げてもらったシエルに、黙だまって頰をつねられるのであった。

「そういえば、エアは水着に着替えなくてよかったのか？」

　クウガも汚れてもいい格好──結局馴な染じみのパイロットスーツに着替えてきたのだが、エアがいつも通りのすその長いワンピースのままだったので、荷物を運ぶ傍かたわらふと尋ねてみた。

「不要。機械である私が着飾る必要はないでしょう」

「折角お洒しや落れなのに、勿もつ体たいなくないか？」

　【アンタレス】で買い物をした際、エアが可愛いポンチョを羽織っていた事を思い出し、ぽつりと呟つぶやくクウガ。

「……再考。そこまで言うのでしたら……よくよく考えてみれば、釣りをする際に水が跳ねる可能性もありますしね」

　そう言って中央車両に戻っていったエアはいつも通り無表情だったものの、どこか浮き足立っていたように見えたのは、クウガの気のせいではないだろう。丁度居合わせたスズ達たちと目があい、三人して笑い合う。

「エアだって、女の子だもんね」

「そうだな……そういえばスズ、その……どうやってエアを遺い跡せきまで連れていくんだ？」

　どうせエアの高性能な集音機能は誤ご魔ま化かせないとは知りつつも、小声で尋ねるクウガ。

「あははっ。心配しなくても大丈夫だよ。風に乗せられなくても、流石のエアだって水に浮かべた船には載せられるから。ちゃんと物資運うん搬ぱん用のいかだがあるんだよ」

　こそこそと怯おびえるクウガの様子がおかしかったのか、大笑いしながら答えるスズ。

　エアは当然聞こえていただろうが、敢あえてなにも言ってこないのが恐ろしくもあり、なんだかおかしくもあった。エアについて詳しく知らないシエルだけが、どういうことかと首を傾かしげるのだった。




　各々準備が整ったので（エアはまだ恥ずかしいのか、上着のチャックをきっちりと閉めているが）、早さつ速そく出かける一行。エアに言われる前に、マスクを装着するのも最も早はや慣れたものである。

　軽く上着も羽織っているとはいえ、水着にマスクというのは中々に異様な格好だが致し方ないだろう。

　雲うん海かいの端を下敷きに停車するゴンドラは、まるで湖こ畔はんに浮かぶ船のようである。

　スズが用意した簡易ボートを水面に浮かべ、そこに各々の荷物を詰め込み始める……もっとも、まず真っ先にエアが乗っても平気かどうか確かめたのは言うまでもない。

　流石さすが物資運搬用と銘めい打うつだけあり、エアが乗っても船底はびくともせず、いかだはそれ以上沈むことなく水面に浮かび続けていた。

「確かく認にん。クウガ、これで御安心頂けましたか？」

　無表情ながらも、どこかニヤリと笑っているような仏頂面でクウガを見つめるエア。クウガに出来ることと言えば、乾いた笑みを張りつけることだけである。

「あ、あぁ……そうだな。安心だ」

　簡易ボートはカイト同様動力を積んでいないので、進むにはオールで漕こがなければならない。

「遺い跡せきはほぼ対岸か。かなり遠いな……帆があれば楽出来たんだがな」

　風を読むことが出来るスズがいれば、帆を最大限活用出来る事は容易に想像がつく。とはいえ、ない物をねだったところで船が進む訳でもないので、渋しぶ々しぶオールを持とうとするクウガを、いつものように満面の笑みでスズが遮さえぎった。

「実はこのボート、最初は帆がついてたんだけど必要ないから外したんだ。それとね……二人とも、ちゃんと摑つかまっててね」

　クウガがスズの言葉を理解出来なかったのは、ほんの一いつ瞬しゆんだけだった……一体どうして失念したのか、このボートに乗っているのは他ほかならぬエアではないか。

「警告。シエルもいるので極力スピードは控えますが、念の為ため移動中はボートから決して手を離はなさないで下さい。提案。不安でしたらクウガ、ロープで私と固定しましょうか？」

「おいおい。シエルだっているんだから、いつまでも怪け我が人にん扱あつかいしなくても大丈夫だ。私じゃなくてシエルを結びつけてやってくれ」

「了解。ではそのように。シエル、こちらへどうぞ」

　エアに呼ばれて、シエルがトテトテとエアの膝ひざ元もとに腰こしかけ、すぐさまスズがロープで二人を固定した。シエルはやや窮きゆう屈くつそうだったが、特等席に座れたのが嬉うれしいのか若じやつ干かんはしゃいでいるようである。

　シエルの前でつい強がってみたものの、荷物が落ちないようについているボートのへりが、こんなにも頼たのもしくないと思ったことは、失われている分を含めてもクウガの記き憶おくの中では初めてだろう。

「確かく認にん。全員きちんと摑つかまっていますね？　発進。それでは、いきます」

　オールに力を込めるその瞬しゆん間かん、エアの瞳ひとみがかつてない程輝かがやいていたのをクウガは見逃さなかった……しかし、結果としてそれを指摘することは不可能だった。

　〝ボートから手を離はなさない〟船が動き出してから、クウガの脳内を占めたのはこのワードのみである。それ以外は一切受け付ける余裕がない程、ボートはあり得ないようなスピードで遺跡のある湖岸目掛けて爆走していった。

　シエルはエアとロープで結びつけられているので、落ちる心配はないのだろう。クウガは自分もそうしてもらうべきだったと後悔したがもう遅い。

　数キロメートルをあっという間にボートが横断する頃ころには、クウガの手はビリビリとしびれ精根尽き果てていた。もしかしたら、これなら時間をかけてでも自分で漕こいだ方がマシだったのではと思わずにはいられない。

「さっすがエア、あっという間だったね！」

　慣れたものなのか、存外余裕そうに下船するスズと、安全な所でアトラクションのようなハイスピードを満喫したので楽しそうに微ほほ笑えむシエル。

　元より遺跡に行きたいと言いだしたのは自分だし、彼女達たちを恨むのは筋違ちがいというのは分かっていても、納なつ得とくがいかないとクウガが思ってしまうのも致し方ないことだろう。




　いつの間にか島を覆おおっていた雲はあらかた過ぎ去っていたようで、湖岸にはさんさんと陽光が降り注いでいた。陽ひの光を浴びて透けるこの湖が、雲だとはにわかには信じられない。

　ゴンドラにいた時は見えなかった島の様子も、ここにきてようやく窺うかがえてきた。

　岸に砂浜を湛たたえ、そびえ立つ岩山の周囲に森が広がる様はまさしく島そのものだ。

「ゴンドラの上からじゃ実感が湧わかないが、砂浜があるとなんだか島にきたって感じになるな」

「堆積。この湖に生息する貝の殻が砕けて出来たものらしいですね」

「そんな事より早く泳ごうよ！　遺い跡せきに行くのはそれからでもいいよね？　エア、もうマスク外していい？」

「肯定。泳ぐ間でしたら……ですがスズ、命いのち綱づなは必ずつけてもらいますからね」

　スズに注意を促うながしながら、エアは杭ペグのようなものを地面に差し、カイトとゴンドラを結ぶのに使う細い鋼こう線せんを先端の輪に結び付け、鋼線の端をスズに手渡した。

「……それは何に使うんだ？」

　心底不思議そうに尋ねるクウガに、これまた心底不思議そうな顔で首を傾かしげるスズ。

「なにって、命綱だよ？　命綱無しじゃ泳いじゃダメってエアが……」

「当然。慣れた者でも時に水深を誤り、命を落とす事があるのです。慣れていないスズが命綱をつけなくていい道理がありましょうか」

「命綱？　水深を誤るって……あっ」

　クウガとしては珍めずらしく、エアに解説して貰もらう前に事の成り行きに気がついた……ここは雲うん海かい、透き通っていたので意識していなかったが、目前に広がる湖は雲であり、水みな底そこのその下にあるのは地面ではなく空なのだ。誤って突き抜けてしまったり、そうでなくても溺おぼれたりした際に、水底に留とどまることなく雲の外に落ちてしまうということか。

「……不思議なものだな、ここが空に浮いているというのだから」

「そりゃあ雲海の上だもの、なんだって浮いてるよ？」

「そうか、そうだな……」

　ぽつりと呟つぶやくクウガの意を理解出来るものはこの場におらず、スズもおかしそうに笑うのみである……無理もない、彼女たちに大地と海を説明しようとしたところで不可能なのだから。




　それから小一時間程、岸辺で遊ぶ一行。命綱をつけたとはいえ、まだシエルは泳げないのでそれ程深いところへは行かず、結局浜辺で水を掛け合うばかりである。

　クウガは水着を持っていないというのもあったが、あまりはしゃぐような気分でもなかったので、もっぱらエアと共に釣りをしながら岸からスズとシエルを眺めていた。

「……ところでエア、上着脱がないのか？」

　隣となりで釣り糸を垂らしているエアに、何気なく尋ねてみるクウガ。

「……肯定。水遊びをする訳でもなし、特に必要ないかと」

　エアは一いつ瞬しゆんピクッと反応したが、そのまま何事もなかったかの様に水面を凝ぎよう視しする。

「クウガさーん！　エアー!!」

　スズとシエルがこちらに手を振ってきたので、クウガも手を振り返していると、

「…………質問。クウガは、私の水着が見たいですか？」

　クウガの方を向く事なく、水面に波紋を立たせる釣り糸を見つめたまま、今度はエアが尋ねかえす。

　エアの質問が予想外だったので、クウガは一瞬言葉を詰まらせる。

　ここで見たいと即答すると、なんだかがっついているようで気き後おくれしてしまったのだが、クウガとて流石さすがにここで「別に見たい訳ではない」と言うほど朴ぼく念ねん仁じんではない。

「あぁ、是非見てみたいな」

「…………了りよう承しよう。クウガが見たいと言うのであれば、致し方ありません」

　そう言うと、エアはしずしずと上着のチャックを降ろす。脱いだ上着をその場で軽く畳たたんだエアは、いつも通りの無表情でようやくクウガの方を向いた。

「よく似合っているよ、エア」

　エアの水着はパレオ付のセパレートタイプで、ネイビーブルーの生地がエアの白い肌と銀ぎん髪ぱつによくマッチしていて、清涼で大人っぽい雰囲気を醸かもし出していた。
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「不明。そうでしょうか……私にはよく分かりません……」

「似合ってるとも。とっても素敵だよ」

「……要請。釣つり竿ざおをお願いします……私はスズ達たちの面倒を見てきますので」

　クウガが褒ほめたら、エアは不機嫌そうに釣竿を手渡しスズ達の元へ小走りで行ってしまった。間ま違ちがいなく照れ隠しだろう。

　勿もち論ろん心からの賛辞には違いないのだが、エアのリアクション見たさに柄がらにもない事を言ったと、クウガも内心恥ずかしくなったのは言うまでもない。

「わ！　エアすっごい綺き麗れい！　こっちこっちー！」

　駆かけ寄ってきたエアを、スズの歓声が迎え入れる。スズは本当に活気に溢あふれているので、シエルが話せなくても、その分を補って余りある程の笑い声が浜辺を満たすのだった。




　ひとしきり遊んだところで、エアが用意してくれた昼食をとり、いよいよ遺い跡せきを見に行く事となったのは昼過ぎのことである。

「そういえば、ここには土があるんだな。ターミナルはほとんど舗装されていたから、土の感触というのが妙に思えるよ」

「ターミナルに住んでいる人でも、生産区で働いてなきゃ土とは無縁の生活だからね。そういう意味じゃ、流浪者ドリフターにだけ許された贅ぜい沢たくって言えるのかな」

「解説。一部のターミナルでは人じん工こう土どの生産を行っているらしいですが、なんでも特別な機材が必要らしく量産は難しいそうです。貿易。その為ため、ドリフターの中には土の運うん搬ぱんを生業なりわいにしている者もいるとか」

　流されないようにボートを浜に上げ、マスクを付け直したクウガ達は、遺跡のある岩山目指し森の中を歩いていた。

　森を形成する木々はどれも樹高が高く、太い幹や大きく広がった枝葉は日光を遮さえぎって周囲は薄うす暗ぐらいものの、浜辺と岩山を繫つなぐ林道があるので迷う心配はなさそうだ。

「人工の土か……ここの土を、ターミナルに持っていっちゃだめなのか？」

「禁則。自然の土は、ターミナルの植物を育てるのに適さないそうです」

　そういえば、スズはこの島を温おん土ど島とうと言っていた事を思い出す。言われてみれば、すくってみた土は僅わずかだが温かい。確かにこれでは作物を育てるのは難しいのかもしれない。

「追記。場所にもよりますが、微量の地ち毒どくが混ざっている場合もありますからね」

「地毒が？　じゃあここでマスクを外すのは危険なのか？」

　クウガの驚おどろきが感染したのか、シエルが不安そうにぎゅっとクウガにしがみつく。そんな不安を吹き飛ばすように、スズがいつもの笑顔を見せた。

「大丈夫だと思うよ。遺跡の奥の方で溜たまってる場合もあるらしいけど、前来た時は守衛さんもマスクつけてなかったし」

「防備。遺い跡せきの壁かべが崩れ、溜たまっていた地ち毒どくが溢あふれたという事案も過去にあります。備えあれば、憂うれいなしです」

「はぁい。シエルちゃん、遺跡の近くじゃ絶対にマスクを外さないでね。怒ったエアは……怖いぞぉ～!!」

　驚おどろかせようと、お化けのように両手を前に突き出しシエルに近づくスズ。慌あわてて逃げ出すシエルと、それを追いかけるスズが、クウガの周りをグルグルと回るのであった。

「うわっ……とと。おいおいシエル、そんなに引っ張られたら目が……」

「待て待てー！　がおーっ！」

　クウガを支点に、服を引っ張りながら逃げ回るシエルとそれを追いまわすスズ。初めはあまりシエルを刺激しないようスズを叱しかるつもりだったクウガだが、一見怯おびえているようでマスクに包まれたシエルの顔が笑っている事に気がついたので、共に笑いながらされるがまま振り回されるのであった。




　そうこうしているうちに、森を抜けた一行を待っていたのは、天高くそびえる無骨な岩山だ。

　頭頂部には依い然ぜんとして雲がかかっているので全長は分からないが、首が痛くなる程見上げても尚なお頂上が見えないということは、かなりの大きさであることは間ま違ちがいない。

「すごいな、この岩山全部が遺跡なのか？」

「不明。現状【蠍さそりの心臓】は踏破された事になっていますが、崩れた岩盤の先に新たなルートが発見される事もあるので、もしかしたらその可能性もあります」

　なるほどと頷うなずくクウガは、ふと入り口に誰だれか立っている事に気がつく。近づいてみると、どうやら先程スズの話に出てきた遺跡の守衛のようだ。

「こんにちはー！　【青い衣号】から三人入りまーす！」

　スズが我先にと守衛のいるゲートへと走っていき、親しげに挨あい拶さつを交わす。

　恐らく初対面なのだろうが、あっという間にその場に打ち解けられるのはスズの美点だろう。

　守衛達たちとなにやら話し合っていたかと思ったら、スズはすぐさまこちらへ戻ってきた。

「ちょっと前に岩盤を削って何か調べてた流浪者ドリフターがいたらしいから、マスクは外さない方がいいかもって。エアの言った通りにして正解だったね！」

　それみたことかと、口にも顔にも出さないエアだが、なんとなくそのような気配を放っていると感じたのはクウガだけではないだろう。

「そうか……じゃああまり長居しないで、ちょっと見たらさっさと出た方がよさそうだな」

「私は前に来たことあるからそれでもいいけど、シエルちゃんとクウガさんはそれでいいの？」

　スズは屈かがみこみシエルに尋ねるも、元々シエルは遺跡自体にさほど興味はなかったのか、あっさりと首を縦に振った。

「私も特別見たいものがある訳じゃないからな」

「そっか、じゃあそうしよっか。私、おじさん達たちに伝えてくるね！」

　言うが早いかスズはぶんぶんと手を振りながら、入り口に向かい再び走っていく。スズの笑顔は周囲に伝でん播ぱしやすいのか、手を振りスズを迎え入れる守衛は皆みな一様に笑顔だった。

「スズは良い子だな、エアも保護者として鼻が高いんじゃないか？」

「否定。私は何もしていません、ただスズの自由意思を尊重してきたに過ぎません。補足。さらに言うなら、私はスズの保護者ではなく所有物だということをお忘れなく」

「はいはい、そうだったな」

　あくまで淡たん々たんと答えるエアに、笑いながら返事をするクウガ。

「みんなー、早く行こー！　置いてっちゃうよーっ」

　ぶんぶんとスズが手を振りながら呼びかけると、それに釣られるようにシエルがトテトテと走っていく。一時はどうなるかと思ったが、すっかりスズにも懐なついたようだ。

　マスクをつけたままなので若じやつ干かん奇妙な光景だが、きゃっきゃと笑いながらじゃれあう二人の姿は、まるで本当の姉妹のようですらある。

「進言。行きましょうクウガ、置いていかれては敵かないません」

「あぁ、そうだな……おーい、待ってくれー！」

　笑いながらクウガが手を振り返すと、今度はこちらに駆かけ寄ってくるシエルを抱きしめ、いよいよ遺い跡せきの中へと入るのであった。




　遺跡を警護する守衛がいたという事実に、実のところクウガは内心驚おどろいていた。【赤い兄きよう妹だい号】の一件の所せ為いか、遺跡の管理もずさんでいい加減なものなのだろうという先入観があったことは否定出来ない。

　とはいっても、守衛はスズが【青い衣号】から来たと伝えると、ろくに確かく認にんもせず通してしまったので、クウガの先入観もあながち間ま違ちがってはいないのだが。

「説明。私達含め、このルートをなんというゴンドラに乗ったどのような流浪者ドリフターが通るかは、【アンタレス】から事前に報告されていますので、身元の確認は済んでいるのです」

「一応ちゃんとはしているのか」

　クウガが聞くよりも早く、エアがここのシステムについて解説してくれた。もしかしてまた不思議そうな顔をしていたのだろうかと、内心恥ずかしがるクウガであった。

「遺跡からの収入は、ドリフターにとってもターミナルにとっても大事だから、最低限の管理はしてくれないとね。それにドリフターが小まめに立ち寄れば、それだけでちょっとした空賊除よけにもなるし」

「ドリフターもターミナルもお互い持ちつ持たれつってことか」

　そういうことだね、と笑いながら答えるスズ。

　何度も人の手が入っている所せ為いか、遺い跡せき内はクウガの想像に反し仄ほのかに明るく、かなり整然としていて、あまり遺跡という雰囲気はなかった。

　定期的に立ち並ぶライトスタンドが照らし出す遺跡の内ない壁へきは、岩山の中だというのに完全に無機質な人工物であり、どこかターミナルと趣おもむきが似ていた。

　通路は案外埃ほこりっぽくもなく、涼しげな空気に満たされた遺跡内は居心地がよく、不思議とクウガの気持ちを落ち着かせる。

　もっとも、何も珍めずらしげな物がないので、シエルは退屈そうではあるが。

「何か見つけた場合は、守衛に報告すれば持って帰っていいのか？」

「そうだね、一声かければ大丈夫だよ。でもこの辺りは何度もドリフターが来てるから、何も残ってないと思うけど」

「懐疑。一見ガラクタでも、クウガの目から見たら有用な物も中にはあるかもしれませんよ。光子銃ブラスターの件がありますからね」

「そっか！　クウガさん、頑張ってね！」

「期待に応こたえられるといいんだが」

　ぐっと腕うでに力を込めて応援するスズだが、流石さすがにガラクタどころか石片もろくに落ちていないのでは、どうしようもないのではと思いながらも、クウガは乾いた笑みで頷うなずくのであった。




　どうやら、クウガならどんなガラクタでも何か珍しい物に変えられると思ったのか、シエルは石ころを見つける度にクウガの元へ運んでくるのが居た堪たまれなくなってきた頃ころ、一行はやや狭い小部屋に辿たどり着いた。

　クウガ達たちが進んでいたルートはどうやらここで行き止まりらしく、小部屋は一面びっしりと何かの絵のようなものが描かれている。

「おぉ、なんだかやっと遺跡に来たって感じだな」

「うん、すごいよね！　やっぱり遺跡って素敵だなぁ」

　はしゃぐスズと共に、シエルも興味深そうに壁かべの絵を見渡す。クウガといえば、描かれているものが何か記き憶おくを刺激しないか集中してみるも、記憶は依い然ぜんとして雲のように霞かすみ、何も摑つかめなかった。

「解説。一説によれば、この絵は地ち毒どくが蔓まん延えんする原因になった戦争を象かたどっているとかなんとか」

　エアの解説を踏まえた上で壁画を見てみると、たしかに煙を吐き出す植物と、そこから逃げ出す人々のように見えなくもない。この植物から出ている煙が地毒ということなのだろう。

　壁画は年代記のようになっているのか、続きを物語るようにその後の有様を描いている。

「続行。大地に住めなくなった人々は空へ逃げましたが、全すべての人が逃げ切れた訳ではなく、空に留とどまる事を強しいられたのがスズ達の先祖……といったニュアンスですね」

「空へ逃げた人と空に留まった人って、なんだか変な言い回しだよね」

　笑いながら指摘するスズ。シエルはもう飽きてしまったのか、先程から眠そうにクウガにもたれ掛かっていた。

「不明。私はターミナルのデータベースにある、解読文を読んでいるに過ぎません」

　拗すねるようにやや口をとがらせるエア。スズはそんなエアに笑いながら謝るのであった。

　スズの指摘した部分はたしかに釈然としないが、壁へき画がはたしかにエアの説明通り大きな船に乗って逃げ出す人々と、巨大な柱……おそらくターミナルに押し込められる人々を描いているように見える。

「ごめんごめん……この空のどこかに、流浪者ドリフターみたいな人達たちが他ほかにもいるのかな？」

「不明。この壁画を信じるのであれば、そういう事になるのかもしれませんね」

「ターミナルが建造されていない地域ってあるのか？」

「不明。クウガの問いに答える事は出来ません。説明。なぜならターミナルがない所に流浪者が行くことは出来ませんし、飛空艇グライダーを使いワイヤーが伸びていない方角へ旅立って、帰ってきた者も確かく認にんされていないからです」

　クウガ達の話が退屈なのか、ウトウトと船をこぎ始めるシエル。エアが背負ってあげるとあっという間に眠りこんでしまった。

「そろそろ潮時か。そろそろ日も暮れるし帰ろうか」

「そうだね……何か思い出せた、クウガさん？」

「いいや、さっぱりだ。まぁ気長に思い出すさ」

　気丈に笑うクウガだが、遺い跡せきに行けば全すべて思い出すとまではいかないものの、何かきっかけは摑つかめるのではと期待していただけに、内心がっかりしたのは言うまでもない。

　懐ふところから銀板のネックレスを取り出し溜ため息いきをつくクウガ。来る際に遺跡の守衛にも見せたものの、やはり見たことがないらしい。クウガの記き憶おくと遺跡が関係あるのではという予想は、もしかしたら勘かん違ちがいだったのでは──そう思ったその瞬しゆん間かん、

『ドッ×──タ＆を認証。天アマｎ▽牙ガ上級大尉の入場◆許～シま──』

「何だ!?」

　突如ノイズ混じりの機械音が部屋に木こ霊だまし、クウガ達は周囲を窺うかがい始める。

「どこから聞こえ──クウガさん、後ろ！」

　スズの声に皆が壁かべの方を振り向くと、壁がある筈はずのその面はぽっかりと入り口が開いているではないか。

「信じられない……この遺跡にこんな仕掛けがあったなんて」

「予想。先程のアナウンスを聞く限り、クウガとそのネックレスに反応した可能性が高いかと」

　事態が飲み込めないクウガと、寝起きでぼんやりしているシエルが目をパチクリとさせる。

「クウガさん、やっぱりクウガさんと遺跡は関係あるんだよ！　すごい、すごいね！」

　興奮しているのか、いつも以上に満面の笑みをマスクの中から溢あふれさせるスズは、いてもたってもいられないという風に、チラチラと仕掛け扉を見つめていた。

　行ってみたいのだろうが、そう安易に動いていいものかと悩むクウガは、エアに尋ねてみる。

「どう思うエア？　やはり危険なんだろうか？　地ち毒どくとか……」

「同意。そうですね、中がどうなっているか分からない以上、迂う闊かつに入るべきでは──」

「えぇえええ！　折角新発見なんだよ！　行ってみようよ！」

　珍めずらしく駄だ々だをこねるように大声を出すスズ。気持ちは分からないでもないが、あまりにも唐突な出来事なので、クウガとしては賛成しかねるのだが……。

「提案。ではこうしては？　私はシエルとここで待っています。スズはクウガにお任せしますので、二人で見てきては」

「お、おいエア──」

「警告。ただし、どこで引き返すかはクウガに決めてもらいます。クウガが危険だと思ったら、たとえ入って一分しか経たっていなくても出てきて貰もらいます。スズがそれにきちんと従えるのでしたら、私は引き止めません」

　スズの意思は尊重したいが、危険を考えるとこれがエアなりの妥協点なのだろう。だがたしかにこの条件であれば、クウガとしても絶対反対とは言えないラインである。

「うぅ……」

　スズとしてはがっつりと奥まで調べたいのだろうが、勿もち論ろんクウガとしてもここで甘やかす訳にはいかない。

「私もそれなら構わない。スズ、どうする？」

「…………分かった。二人ともありがとう」

「偉いぞスズ」

　不満なのだろうが、しぶしぶ頷うなずくスズの頭を優やさしく撫なでるクウガ。心配そうにキョロキョロと視線を泳がすシエルをあやし、念のため持ってきておいた光子銃ブラスターを手に取るクウガ。

「通信機を持ってくればよかったな」

「探知。風が流れているので地毒が溜たまっている可能性は低いですね。警告。ですが、少しでも息苦しく感じたら、すぐに引き返した方がいいでしょう」

「………………」

「確かく認にん。スズ？　分かっているのですか？」

「分かってるよ！　大体誰だれ──」

　プツリと途切れるスズの怒鳴り声……縛しばり付けられるような緊きん張ちよう感かんで、まるで周囲の時間が止まったかの様だった。気まずさを振り切るように、スズは急ぎ足で遺い跡せきの奥へと進んでいく。

「……ごめんなさいエア。クウガさん、行こ」

　慌あわてて遺跡の奥へ行くスズを、クウガは目を丸くして見送る事しか出来なかった。スズが遺跡に関して並々ならぬ思いを向けていることは分かっていたつもりだが、まさかエアに怒鳴り返す程だったとは……。

「あ、待てスズ！　じゃあエア、行ってくるからシエルはよろしく」

「承しよう諾だく。お気をつけて、ここで待っていますので、何かあったらすぐに叫んで下さい」

　分かった、と頷うなずきながら、クウガは慌あわててスズを追う。余りにも慌てていた所せ為いで、エアの表情がいつも以上に冷え切っていた事にクウガは気付けなかった。スズが叫びかけた言葉の意味さえも。




　クウガ達たちが進んでいった先は、若じやつ干かん狭せま苦くるしい階段が下へ下へと続いていた。

　ライトスタンドの灯あかりは届かないが、遺い跡せき自体の照明装置が生きていたようで、存外足元も明るく見通しが良いのがせめてもの救いか。

「さっきはごめんなさい、私遺跡の事考えるとすぐ熱くなっちゃって」

「いや、私は構わない。だが後でエアにもちゃんと謝るんだぞ？」

　はぁい、とばつが悪そうな笑顔を返す姿は、クウガも知るいつも通りのスズだった。

　突然怒鳴り出した時は大層驚おどろいたが、それ程までにスズを駆かり立てる魅み力りよくが遺跡にあるという事なのだろうか。

　などと他人事のように思うクウガだが、クウガとしてもこの隠し部屋と失われた記き憶おくが繫つながっている事は最も早はや明白である以上、何かしらの手がかりを発見したいと思わずにはいられなかった。勿もち論ろん、二人の安全が第一ではあるが。

「クウガさんのそのネックレス、またどこかにかざしたら何か起きないかな？」

「確かに。試してみるか」

　一応胸元から出したままにしておいたものの、先程はたまたま壁かべに近づけたから反応した可能性だってある。念のためと、クウガは周囲に見せびらかすように、銀板のネックレスをあちこちにかざすも、先程のような反応は何も起きなかった。

　そうしている内に、二人は階段を降り切り天井の低い空間に突き当たる。

　空間は先程の部屋と同じ様に、天井全体に壁へき画がが刻まれていた。しかし大きく異なる点として、部屋の中央に人間大の大きさの球体が静かに浮いている。

「なにこれ……石せき碑ひ？」

　球体はツルツルとしていて、感触は岩とも粘土ともつかない奇妙なものだった。床からおよそ一メートルの高さでふわふわと浮いているものの、スズがいくら力を込めてもぴくりとも動かない。

「どうやって浮いてるんだろ？　持って帰れたらいいんだけど」

「はははっ。持ち運べたとしても、通路が狭いからどうしようもないだろ」

　スズに続き、クウガが笑いながら球体を触ったその瞬しゆん間かん、

『ユーザー認×。ユ＆ザー、～音ネ空クウＧ上；大尉』

　再びノイズ混じりのアナウンスが部屋中に鳴り響ひびき、クウガはスズを出口に押しやり辺りを窺うかがう。先程は気がつかなかったが、静かに淡たん々たんと告げる声音は、どこかエアと似ていた。

「スズ、下がってろ……この声、一体なんなんだ？」

　クウガの質問に答えるかのように、球体は仄ほのかに光を灯ともしながら回転しだす。ただ事ではない空気を感じ、クウガは階段へ徐々に後退し始めた。

「スズ、戻る──」

『シス[image: ]ム起＠』

「見てクウガさん！」

　クウガの背中から叫ぶスズが指さした先には、回転する球体から溢あふれ出す光……それに映し出された、なんらかの映像だった。

「これは……」

　そこに映し出されたのは、紛れもなく大地を歩く人々の姿だった。

　空は天高く背景に収まり、人が、植物が、動物が、建物が足をつけているのは間ま違ちがいなく地面である。

　他愛もない都会の喧けん騒そう、そこに暮らす人々の笑顔が、クウガの視覚と聴覚をこれ以上ない程満たしていった。

　まるで灯あかりに吸い寄せられる羽虫のように、クウガはふらふらと映像に近寄っていく。

　初めはターミナルの光景かと思ったが、クウガは不思議と違うと断言出来た。

　映像というのを踏まえても、そこに映る空は人々から遠く縁のない、あの飲み込まれそうな大空とは全く異なる感覚だったからだ。

　次々と移り変わる映像の中に、青くどこまでも続く海原が現れ、クウガの確信は確固たるものとなる。

「うそっ……これって」

　隣となりで同じように動揺しているスズが、必死に何か書き留めているようだが、今のクウガはスズに構うことすらできなかった。

　クウガの頰ほおを涙が伝う……その涙は、先日空を見て感動したものとは全く異質のものだ。

「あぁあ……」

　込み上げてくる激情に押されるように、立体映像を捕まえようとでもするかの様に、震える両手を差し出すクウガ。

　しかしいくら手を伸ばしても、映し出されるクウガの知る世界を摑つかめる筈はずもなく、それは──クウガの記き憶おくについても全く同様である。

『エ◎ー確かく認にん。！ステｍｍｍｍ停いし止Ｓ……』

　縋すがり付くクウガを突き放すように、部屋中に展開していた立体映像は収束していき、球体は煙を吐き出しながら、その回転が途切れ始めた。

「待て！　待ってくれ！　もう少し、もう少し見れば何か思い出──」

　──プツン。と、何かが千切れるような音を立て、球体はゆっくりと床へ落ち、部屋はまた元通りの静けさを取り戻した。

「消えちゃった……」

「そんな、どうして！　もっと見せてくれ！　なぁ頼たのむよ！」

　無む駄だだと分かって──いや、今のクウガの脳内に理屈が入り込む余地などなく、親に駄々をこねる子供のように、床に転がる石せき碑ひをバンバンと叩たたき続けた。

「クウガさ──」

　それが、クウガの懇こん願がんに応こたえてくれたのか、叩いた事で断線した回路が偶然一時的に繫つながった所せ為いなのか、そんな事はクウガには分からなかったしどうでもよかった。

　風前の灯ともしびが消える最後の瞬しゆん間かんこそ強く輝かがやくのと同じように、球体から再び映像が溢あふれ出したのだ。しかし……、

「あ、あああ……あああああああああああああああああああああああああ！」

　溢れ出した光のビジョンは、網もう膜まくからクウガの脳内に入り込み、万まん華げ鏡きようの如ごとく咲き乱れた。

　ヒカリデ西暦礫甲光死子ココロガ技術産暁業革命明名大惨事ヌリツブサレル第三次世界大戦戦争争乱濫嵐神キロクデ人類撃減生死物物キオクガ兵機器反対反射乱第四次臨界世界オシツブサレル大戦参戦敗戦大地大気大海汚染染色侵食触植喰蝕殖……。

「うわあああああああああああああ」

　先程まで泣いてまで欲したそれを、クウガは振り払うように拒絶した。

　クウガを飲み込まんとする記録の雲は、搔かき消されるように霧む散さんしていき、クウガは意識を取り戻す。

「──ん、大丈夫？」

「スズ……今、今の……見えなかったのか？」

「え、う……うん。瞬まばたきしちゃったから」

　クウガの脳を滅茶苦茶に犯したあの映像群が、ほんの一瞬の出来事だったと察したクウガは驚おどろきと恐れで口をつぐむ。もう少し拒むのが遅れていたら、心がバラバラになっていたのではと思ってしまう程のフラッシュバック。

　その傷きず痕あとは、再び思い出そうとするだけで立ち眩くらみと吐き気を呼び出す程だ。

　耐え切れず崩れ落ちるクウガを、慌てたスズが駆かけ寄り支える。

「ちょっ！　クウガさん！　大丈夫？　今エアを──」

「いや、エアは呼ばなくていい……大丈夫、大丈夫。大丈夫だから、少し休きゆう憩けいしたら戻ろう」

「う、うん……そうだね」

　明らかにクウガが大丈夫そうには見えない筈はずだが、スズはそれ以上何も言わず黙だまって傍そばに座って待っていてくれた。

　やがてクウガの呼吸が整うと、二人は振り返る事なく球体石せき碑ひの部屋を後にするのであった。




「驚きよう愕がく。そのような機械が、未いまだ遺い跡せきの奥で眠っていたとは……」

　その日の夜、事のあらましをクウガはベッドの上でエアに伝えた。

　一時的に整っていた呼吸は、階段を上り切りエア達たちと合流した途端再び乱れ始め、クウガは満足に立つ事も出来ない程、体調を崩してしまったのだ。

「なぁエア……私は、私は一体何者なんだろうか？」

「不明。申し訳ありませんが、私も本来のメモリーを失って久しいです。再起動してから得た情報だけでは、クウガが満足出来る回答を用意出来ません」

　エアの顔は無表情のままだが、エアなりに精一杯申し訳なさそうな顔をしようとしている事が窺うかがえる。そんなエアの誠意が見えただけでも、クウガは若じやつ干かん癒いやされたような気がした。

「いや、すまない。無茶な質問だった……そうだ、スズはどうしてる？」

「説明。映像を見てショックを受けたのか、あまり元気がないようです」

「そうか、無理もない……」

「報告。とはいえ、夕食はお代わりもしていましたし、今もシエルと共に運転席にいてくれているので、問題という程の事はないかと」

　エアの報告に、思わず吹き出してしまうクウガ。それならば、明日会う際にはいつも通りの笑顔を見せて貰もらえそうだと、クウガはひとまず安あん堵どした。




　次のターミナル【アルニャート】で、フリューゲル達と落ち合うまでかなり日にちが押していたので、そこから【青い衣号】はほとんど止まることなく進み続けた。

　食しよく糧りようは【赤い兄きよう妹だい号】で頂ちよう戴だいした分と、湖で釣った分で充分足りる上に、どれだけ速度をあげようと、先行車両に追いつけない程間隔が空いていたので、旅は問題なく進んでいった。

　体調は思う様に回復せず、クウガはその間出歩く事が出来なかったので、一日の大半を遺跡【蠍さそりの心臓】での出来事の反はん芻すうに費やしていた。

　クウガの部屋には窓がないので、読書以外に出来る事といったらそれくらいだったのだ。

　空へ逃げた民と空に留とどまった民……空に留まった民の末まつ裔えいがスズやシエルだというのなら、スズ達と異なる価値観を持つ自分は、空へ逃げていった民の末裔という事なのだろうか？

　もし島に残る遺跡群が、元々は空へ逃げていった民の物だとするなら、クウガの旧世代の知識や銀板のネックレスが反応したのも一応筋は通るが……。

　ネックレスに反応したノイズ混じりの声……記き憶おくの手がかりは順調に増えていっている筈はずなのに、どうしてもそれらが纏まとまったビジョンが見えてこない。

　記憶とは、雲に似ているとクウガは思った。記憶それ自体が変化しなくても風が吹けば容易たやすく千切れるし、形も簡単に変わってしまう。だからと言って、くっつけば何もかもが元通りという訳でもない。

　初めは失った記き憶おくを取り戻せば、周囲との疎外感が埋まると思っていたが、今となってはその望みは薄うすい。

　そしてなにより、記憶が戻ったその時、クウガはクウガでいられるのだろうかという不安は大きい。既すでに【青い衣号】のクウガとして構築されつつある今のクウガに、全く縁もゆかりもない古いクウガが合わさったら、その後はどちらとして立ち振る舞まえばいいのだろうか？

　記憶を取り戻したいのと同時に、記憶が戻った事で今の自分や環かん境きようが変化してしまうのが怖いという二律背反がクウガを苛さいなむ。

「いっそ、何もかも諦あきらめられたら……」

「クウガさんでも、そんな事思うんだ」

　笑いながら、食事をトレイに載せ入室するスズ。手伝っているのか、水の入った瓶びんを持ったシエルが、後ろからついてきていた。

「こうも記憶が戻らないと、そう思えたら楽だろうとは思うんだがな。だが、どうにも私はしつこい性格なようだ。諦めたくても、諦められそうにはない」

　クウガとしては、いつも通りの軽口のつもりで、すぐにスズの笑顔が返ってくるものだと思っていたのだが、どういう訳か今回は勝手が違うようだ。

「……あの、ね……この間の映像の事なんだけど」

　クウガの言葉に何か思い至るところがあったのか、あるいは全く関係ない別件で悩んでいるのか、スズは笑顔ではあるものの、どこかしんみりとした感情が下地にあった。

「大地の映像の事か？」

　そういえば、スズがあの映像を見てから元気がないと、エアが言っていた事を思い出す。クウガ自身、どこまで見渡しても空しかない光景を見た時はカルチャーショックを受けたのだから、その逆も然しかりといったところか。

「えっ。あ……うん、そのことなんだけど。クウガさん他ほかに何か見なかった？」

「他に？　……あぁ、あれか」

　一度石せき碑ひが止まってから、再度溢あふれ出した支離滅裂なイメージ。思い出したくはないが、そう簡単に忘れられるものではない。そういえば、スズは見逃したのであったか。

「何かあるの!?　あ、ちょっと待ってね」

　驚おどろき身を乗り出したスズは、懐ふところから一冊の小さな手帳を取り出す。カバーがボロボロになる程くたびれた手帳は、元の色が褪あせて分からなくなる程使い込まれているようだ。

「随ずい分ぶん使い古した手帳だな」

「お父さんが使ってたのを貰もらったの……引き継いだっていうのかな」

　手に持った手帳を見つめるスズの瞳ひとみは、懐なつかしむような憧あこがれるような、そんな神妙な輝かがやきを宿していた。

「っと、それで。どんな映像を見たの？」

「悪いが、あんまり具体的には説明出来ないぞ？　多分、大昔の戦争の光景だったと思うんだが……とにかく人が色んなものと戦っていたって事は分かったが」

「戦争？　……そっかぁ」

　クウガの言葉を書き留めながらも、スズは少し残念そうに笑う。どうやらスズが期待していたものとは違ちがったようだ。

「役に立てなかったようで、申し訳ない」

「えっ。あ……ううん、ありがとう。ごめんなさい。もうすぐ【セルケトの瞳ひとみ】に行けると思うと緊きん張ちようしちゃって、少しでも何か出来ないかなって」

　慌あわてて手のひらを振るスズは、照れ隠しするように微ほほ笑えむ。

「そうか、明後日には【アルニャート】に着くんだったか？」

「うん。準備はフリューゲルさん達たちが先に始めてくれてる筈はずだから、私たちが【アルニャート】にいられるのは二日だけ……ごめんね、今回はあまりクウガさんのお手伝いが出来なくて」

　スズを安心させるように、クウガは軽く笑顔を返す……普段スズが、クウガにそうしてくれるように。

「構わないさ、私だってたまにはスズの役に立ちたいからな」

「そんな！　クウガさんが来てくれて、ほんと助かってるんだよ？　それに、クウガさんが遺い跡せきについてきてくれたら、きっとまた何か起きるんじゃないかって！　……でも、クウガさんまだ具合悪いもんね」

　クウガの両手を握にぎり、上目遣づかいに心配してくれるスズ。クウガがいて助かっているというフレーズだけは理解出来たのか、スズに合わせるように一生懸けん命めいに首を縦に振るシエル。

「二人がそんなに頼たよってくれるなら、必ず遺跡にはついていくさ……あ、でもシエルは危──」

　クウガの心配を遮さえぎるように、今度は首を横に振りながら抱き付いてくるシエルを見て、スズもクウガも穏やかに笑った。

「シエルちゃんだけ置いていったりはしないから安心して？　大丈夫、クウガさんもエアもすっごい頼りになるんだから」

「あぁ、任せてくれ」

　クウガが頭を優やさしく撫なでると、シエルはパッと表情を明るくして、再び首を縦にブンブンと振るのであった。




「やっと来たかい、こっちの準備は全部終わってるよ」

「お待たせしました、フリューゲルさん」

　二日後、【アルニャート】に着いて早々仲間を引き連れ出迎えるフリューゲルに、スズが笑顔で対応する。道中色々あったものの、なんだかんだ予定通りの到着だったので一安心である。

「諸もろ々もろの手続きも、後はスズ嬢じようちゃんのサインだけだ。来て早々悪いが、予定通り明後日には【アルニャート】を出て、そっからはお待ちかねの【セルケトの瞳ひとみ】さね」

「はい！　私楽しみで、昨夜は中々寝れませんでした」

「はっはっは、ほんとスズ嬢ちゃんとは気が合うね。あたしらも楽しみでしょうがないよ……そうだろ？　あんたたち！」

　屈強な男たちが、フリューゲルに応こたえ諸もろ手てを挙げ歓声を沸わかせる。

　この荒くれ者達たちを束ねる、フリューゲルの手しゆ腕わんには恐れいるばかりである。もっとも、そんな荒くれ者と一いつ瞬しゆんで打ち解けたスズも大たい概がいではあるのだが。

「それじゃあ、こいつが例の書類だ。悪いが書き終わるまで待たせて貰もらうよ。あんた達は先に戻ってな！」

「へい、姐あねさん」

　フリューゲルに言われ、男たちはぞろぞろと自分達のゴンドラへ戻っていく。

　出迎えの為ためだけにここまで来たのであれば、少し申し訳なくも思うが、男たちになんの不満も抱かせないのはひとえにフリューゲルのカリスマ故ゆえだろうと、一連の様子を先頭車両の中から見ていたクウガは思うのであった。

「進言。片手間に済ませていい書類でもないので、ゴンドラで書いた方がいいのでは」

「あぁ、構わないよ。スズ嬢ちゃんも立ったまんまじゃ疲れるだろ」

　エアに促うながされ、後部車両へと向かっていく一行。初めて会った時も思ったが、フリューゲルは機械人形エアへの態度がかなり柔らかいようだ。【青い衣号】ではそれが普通なのだが、【アンタレス】での一件で、それが一般常識と異なる事を知ったクウガとしては、若じやつ干かん気になる対応である。勿もち論ろんぞんざいに扱あつかわれるよりはずっといいのだが。

　テーブルにはスズとフリューゲルがつき、スズの後ろにはエアが控える。クウガはシエルと共に、入り口側の壁かべにもたれかかって事の成り行きを見守っていた。

「そっちの嬢ちゃんがこの間言ってた？」

「はい、シエルちゃんです」

「へぇ……まぁいい、こいつが連結許可証だ。ここにサインを頼たのむよ」

　何か含むところがあるのか、じっとこちらを見つめたフリューゲルは、すぐにスズに向き直ると机に書類を広げる。

　そんなフリューゲルが怖かったのか、しがみつくシエルの頭をクウガはゆっくりと撫なでた。

「確かく認にん。拝見させて頂きます」

　スズとエアが、フリューゲルから渡された書類に目を通していく。

　道中で説明されたが、なんでもこれからいく【セルケトの瞳】という遺い跡せきは、ここ【アルニャート】と、そこから続く【アクラブ】、【ジュバ】、そして【パイス】の四つ密集したターミナルに囲まれた空域の中で、グルグルと一定のコースを巡っているらしい。

　限られた空域とはいえその範囲は相当のもので、元来ワイヤーには島を浮かべる雲うん海かいが近づきにくいという性質も相まって、【セルケトの瞳ひとみ】へ行けるタイミングはかなり限定されているらしい。

　さらに、【セルケトの瞳】は遺い跡せき全体の中でも群を抜いて巨大らしく、見て回ろうとするだけで何日もかかり、そうこうしているうちに島がワイヤーから離はなれていってしまうので、スズのような単独の流浪者ドリフターでは、どうあっても調べに行くことが出来ないのだそうだ。

「あたしとスズ嬢じようちゃん達たちで遺跡を調べてる間、ゴンドラはうちのもんに任せておいて、あたしらは【アクラブ】から【ジュバ】の間で拾って貰もらえばなんの問題もないってなもんだ」

「エア？　大丈夫だよね？」

「同意。そのようです、どこも問題ありません。謝罪。疑うような真ま似ねをして申し訳ありません。気分を害されたのであれば──」

「あー、いいっていいって。それが普通の対応さ。むしろ、何も疑わないでほいほいとサインするような連中だったら、こっちから願い下げってもんさね」

　ぺこりと頭を下げるエアに、フリューゲルは手を払いながら豪快に笑う。

　たしかにフリューゲルの仲間とはいえ、しばらくの間家の管理を見ず知らずの者に任せるのだから、エアでなくてもあのくらいの用心はしてしかるべきだろう。

「そういえばフリューゲルさん、クウガさんが【蠍さそりの心臓】でまた大活かつ躍やくだったんですよ」

「【蠍の心臓】？　あんな出で涸がらしみたいな遺跡に、まだ何かあったのかい？」

　悪戯いたずらっぽく笑いながら、スズはフリューゲルに事の次第を説明する。

「そのネックレスにそんな機能がねぇ」

「推察。正確には、クウガとネックレスに反応したものと思われます」

　すかさず口を挟むエアに、フリューゲルはニヤリと口角を上げながら考え込む。スズは気付いていないようだが、これはエアからの「ネックレスを盗んでも無む駄だだ」という警告だろう。

　ある程度は信用しているが、エアとしてはフリューゲルに全幅の信しん頼らいを寄せているという訳ではないという、アピールでもあるのかもしれないとクウガは思った。

「ふふふ、なるほどね。やはり兄さんに目をつけたのは間ま違ちがいじゃなかったって訳だ。こりゃいよいよ明後日が楽しみだよ」

　ねっとりとこちらを見つめるフリューゲルの視線は、まるで獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうのようだと生きた心地がしないクウガであった。




　その後、スズとエアがフリューゲルと共に渡航局に連結許可証を出しに行っている間、クウガとシエルは【白い魔ま女じよ号】を下見する事になった。

　【白い魔女号】は、クウガが今まで見てきた二つのゴンドラと比べるとかなり物々しく、フリューゲル達の冒険の足跡が垣かい間ま見みえるようだった。

「かなりの重装甲だな。空賊対策か？」

「勿もち論ろんそれもありますがね。俺おれらとしては、そんじょそこらの空賊よりも、猛もう鳥ちようや嵐あらしの方が怖いですかね。両方の時なんて、こんな装甲板でも不安になるくらいでさ」

　ちがいない、と笑い合う男たち。いまいちピンと来ていないクウガを見て深読みしたのか、男たちは何か納なつ得とくしたように頷うなずき合う。

「あぁ、おたくの機械人形オートマタの姐ねえさんはかなり慎重そうですからね。今までは猛鳥が出るような航路は選ばなかったんでしょうね」

「あんだけ美人で世話やいてくれるなんて、兄さんは幸せものですね」

「フリューゲルさんも美人には違ちがいないが、それ以上におっかないもんな」

　冗談を言い合う男たちを見て、クウガは【白い魔ま女じよ号】の乗組員たちの間には、たしかな絆きずながある事が分かった気がした。

「そういや、兄さんたちは【サビク】から【アンタレス】に入ったらしいですね。ってことは、やっぱり【蛇の足】を探してたんですかい？」

「……【蛇の足】？」

　何のことか分からず聞き返すクウガに、男は逆に首を傾かしげた。

「あれ？　スズ嬢じようちゃんの事だから、てっきりそれ狙ねらいかと。【蛇の足】じゃないなら、なんだってあんな空域通ったんです？　なんもないでしょうに」

　クウガが分からないのも無理はない。その空域は、クウガが記き憶おくを失いスズ達たちに救助された場所なのだから。

　別に記憶喪失であることを隠している訳ではないのだからと、クウガは思い切って聞いてみる事にした。

「すまない、私が記憶を無くして漂ひよう流りゆうしていたのがその辺りなんだ。だから、そもそも【蛇の足】が何なのかすら、私には分からない」

　クウガがどこか諦てい観かんしたようにほほ笑むと、傍そばにいたシエルがぎゅっとしがみつく。慰なぐさめてくれたのだろうかと、お礼にクウガはシエルの頭を撫なでるのだった。

「あぁそうでした！　すんません、嫌な話をさせましたね」

「気にしないでくれ、それで……【蛇の足】っていうのは？」

　ぴしゃりと自分の頭を叩たたく男は、申し訳なさそうにクウガの質問に答えた。

「噂うわさっつーか伝説っつーか……あの空域はだだっ広いですからね、あるんだかないんだか分からないような遺い跡せきの噂が流れるもんなんすよ。まぁ……あり得ないもの蛇の足が呼び名になるあたり、誰だれも信じちゃいないんでしょうが」

「俺らやスズ嬢ちゃんみたいな遺跡好き以外は、探そうとも思わない眉まゆ唾つばな遺跡だよなぁ」

「誰も行った事がない遺跡に、行ってみたいって思って何が悪いってんだ」

　冗談めかして笑い合う男たちだが、クウガは別の事を考えていた。

　たしかにそんな浪漫ろまん溢あふれる遺い跡せきなら、スズが行ってみたいと思うのは自然な事のように思える……では、記き憶おくを失う前の自分は、なぜそんな空域にいたのか？

「空へ逃げた民……か」

　あともう少しで、何かが繫つながるような予感がクウガの胸中で渦巻いていた。しかし、それが繫がった時どうなるか、クウガ自身がどうしたいかは、さっぱり分からなかった。













　　　Ⅵ章　　～顎門あぎとの嵐あらし～







「急げ！　もうすぐそこまで来てるぞ！」

　【白い魔ま女じよ号】の男たちの怒号と雨を全身に浴びながら、クウガは天井でそれの襲しゆう来らいに備えていた。

　全身ずぶ濡ぬれになりながら、クウガは荒れる空をちらりと見つめる。

　【セルケトの瞳ひとみ】は今や目前に迫っている。渦巻く雲の城じよう壁へきに囲まれた空の城は、ワイヤーを挟んで進行方向右側の空を、視界一杯に埋めつくしていた。

　しかし今はそちらに構っている余裕はない。進行方向の左側、つまり四つのターミナルの外周の空には、クウガたちに今にも襲おそい掛からんと、暴風を纏まとった黒雲が広がっていた。

　事の発端は数時間前……ターミナル【アルニャート】を出発してから、二日目の昼すぎの事だった。




「……嵐がくる」

　今のペースで進んでいけばあと少しで【セルケトの瞳】に到着するので、上陸してからの段取りを【青い衣号】で確かく認にんし合っていたのだが、ふと窓を見たスズがポツリと漏もらした。

　誰だれに聞かせるという訳でもなく、そのあまりに唐突な独り言を、クウガは危あやうく何のこともないかと聞き逃す所だったが、まず最初に反応したのはエアだった。

「中断。スズ、それはいつ頃ごろですか？」

「多分、今夜にはくると思う」

　只ただ事ごとではない雰囲気を察し、フリューゲルが眉まゆをしかめながら窓の方に向かう。

「……それらしい雲は見えないが、本当にくるのかい？」

「確定。スズがくるといったのなら、ほぼ間ま違ちがいないと思って対応すべきです。危険。タイミング次第では、【セルケトの瞳】は諦あきらめることも考こう慮りよすべきかと」

「……私、鎖取ってくるね」

「姐あねさん……どうします？」

「……戻ってあたしらも作業だ」

　フリューゲルは未いまだ半信半疑といった具合だったが、エアもスズも嵐がくることを確信しているかのような態度だったので、仕方なく仲間を引き連れ自分のゴンドラへ戻っていった。

　嵐がくることがどれだけの脅威なのか分からず、例によって置いてきぼりのクウガだったが、オロオロと心配そうにこちらを見つめるシエルは勿もち論ろん、慌あわただしく準備を始める二人も、質問したところで答える暇ひまがなさそうなので、今はひとまずエアに手伝いを申し出るのであった。

　マスクを装着したクウガとスズは、スズが倉庫から持ってきた鎖を持って天井へ上がると、既すでに【白い魔ま女じよ号】のクルーも同じ作業を始めていた。彼らの方が始めるのが早かったのは、マスクをつけないで天井へ上ってきた差なのだろう。

　クウガたちが天井へ上がった直後、ゴンドラは徐々に失速し始める。眼前を流れる雲はゴンドラに並走するように緩ゆるやかに流れ、遠く空平線を横たわる雲も白くまだらなものだから、素人しろうと目に嵐あらしが来る前兆は見受けられないが、スズが自分には見えないものが見える以上、軽視する訳にはいかないだろう。

　今までは気がつかなかったが、連結部と天井脇わきにはそれぞれ数カ所小さなフックが設置してあり、それぞれをチェーンで繫つなぐことで、車体が落ちる可能性を下げるらしい。

「でもこれ、連結部自体が外れたら意味ないんじゃないか？」

「う～ん……そういう事故があったって話は聞いた事がないから、大丈夫なんじゃないかな？」

　マスク越しにニコリと微ほほ笑えむスズ。クウガが心配しないように、笑顔を絶やさないでくれているのだろうかと思うと、それ以上追及しにくくなる。しかし、こんな時くらい無理に笑わなくてもいいだろうにと思ってしまうのは、決して不自然な感想ではないだろう。

　思えば、スズの表情はほぼ笑顔だけで構成されていて、先程嵐に気がついた時のような真剣な顔はとても珍めずらしい。

　泣きながらも笑い、大抵は大笑いし、困りながら苦笑いするスズの表情は、一見多彩なようでその実かなりワンパターンなのではないだろうか。

　今それどころではないというのは分かっているし、考え込みながらも勿もち論ろん手は動かしているが、一旦深みに嵌はまるととことん考え出す悪癖が、クウガの脳内をじわじわと蝕むしばみ始めていた。

「ん？　どうしたの、クウガさん？」

「いや、なんでもない」

　視線に気がついたのかスズが振り返るも、クウガは首をふりその場をごまかす。そんなクウガの様子のどこがおかしかったのかは分からないが、スズはいつも通り笑顔で作業に戻る。

　そういえば、つい最近スズが激げき昂こうして驚おどろいた事があった。あれはたしか……

　──分かってるよ！　大体誰だれ──、

　隠し通路を見つけて興奮していたのは分かるが、スズはあの時何を言いかけたのだろうか？

「おーい、すまないがこっちも手伝ってくれー！」

　クウガの思考を遮さえぎるように、【白い魔女号】から声がかかる。【白い魔女号】は重装甲な分連結部が多く、それに比例して繫げる鎖も多いので手こずっているのだろう。

「こっちは後ちょっとだから、クウガさんはあっちをお願い」

「本当に大丈夫か？　大変なら無理しなくても……」

「うん、大丈夫だよ！」

　クウガの言葉の真意を知ってか知らずか、スズの満面の笑みがマスクの中から零こぼれる。

「……そうか、じゃあこっちは頼む」

　天井を渡るのは慣れたもので、ひょいひょいと【白い魔ま女じよ号】へ向かうクウガは、ふと振り返りスズの様子を見ようとするも、この距きよ離りからではマスクの中に隠されたスズの表情は、窺うかがい知る事は出来なかった。




　【白い魔女号】の分も天井の作業が終わり、クウガがゴンドラ内に戻ってきたのと前後して、外は雨が降り始めていた。

「さっきまであんなに晴れていたのに……」

　風が叩たたき付けてくる雨粒は、窓を覗のぞくクウガを嘲あざ笑わらうかのように刻一刻と強くなり続ける。

　窓に補強用の板を張り付けるものの、それで不安が覆おおい隠せる筈はずもなく、ゴンドラ内をしんみりとした空気が漂ただよい始めていた。

　ひとまず一行は【白い魔女号】に集まり、探索を延期すべきか否いなか相談する事となった。

「嵐あらしがどれくらいで過ぎるかは分からないのかい？」

「ごめんなさい、でも！　風がどんどん強くなってきてるから、そんなに長引かない筈」

「待機。【セルケトの瞳ひとみ】とワイヤーが接触する期間は約二日。焦らず嵐が過ぎ去るのを待つしかありませんね」

「……その間に過ぎてくれないなら、残念だが今回は見送るしかないね」

　苦そうに呟つぶやくフリューゲルの言葉に、スズの笑顔が固まったのをクウガは見逃さなかった。

「風はともかく、雨と雷さえ止やめばなんとか行けませんか？」

「無理だね。そもそも……【白い魔女号うちら】はともかく、嬢じようちゃん達たちのゴンドラが嵐に耐えられる保証もない。突風で島から岩でも飛んでこようものなら、ゴンドラなんて一発でお陀だ仏ぶつさね」

　ぴしゃりと言い放つフリューゲルに、スズの笑顔が若じやつ干かん曇くもる。

「念のため、嵐の間はこっちのゴンドラにいた方がよくないかい？　そっちには装甲板が全然ないんだから」

「感謝。お言葉に甘えさせていただきます」

「あの、それなら今から急い────」

「─────────────────ッ!!」

　スズが何か言いかけたのを塞ふさぐように、空間を引き裂くような甲かん高だかい音が空中に鳴り響いた。

「なんだ？　雷……じゃないよな」

　クウガは尋ねるように周囲を見渡すと、どうもフリューゲル達は音の正体を知っているのか、なにやら様子がおかしい事に気がつく。

「……まさか」

　フリューゲルはおもむろに窓に近づき、取り付けたばかりの補強板を強引に引き剝はがした……まさにその瞬しゆん間かん──、

「なっ……!?」

　まるでそこが開く事が分かっていたかの如ごとく、巨大な鳥が窓まど縁べりを突き破り、短たん剣けんのような嘴くちばしを突き立ててきたのだ。

「コカクか！　人様の面倒ごとに首突っ込んでくるんじゃないよ！」

　飛び退のきざまに、懐ふところから取り出したナイフを放るフリューゲル。流石さすがにエアには劣るものの、目にも留まらぬ早業は、コカクと呼ばれた怪鳥の頭部にナイフを突き立てた。

　刃物で鉄板をひっかくような鳴き声を立てながら、目の前のコカクが息絶えたかと思った矢先、先程同様の鳴き声が再びゴンドラの外を埋め尽くした。

「くそ！　嵐あらしでコカクの巣が荒らされたのか？　あんた達たち、すぐに支度しな！　兄さん達にも手伝って貰もらうよ。スズ嬢じようちゃんとシエル嬢ちゃんは、あたしらのゴンドラに隠れてるんだ」

　クウガが何が何やらと慌あわてふためいている間に、テキパキと指示を出していくフリューゲル。乗組員たちも場慣れしているのか、次々にゴンドラから武器を取り出し天井へ上っていく。

「風に飛ばされるような間抜けは、あたしが拾い直してもう一度叩たたき落としてやるから覚悟しな！　……なにぼさっとしてんだい、あんた達もさっさと動きな！」

「あ、あぁ……！　行こう、エア」

「了解。スズとシエルをよろしくお願いします」

　クウガとエアはすぐさま【青い衣号】に戻り、先日買ったライフルを始めとした銃じゆう器きを手に持つと、天井へと上がっていった。




　クウガ達が天井に上がると、そこには夥おびただしい数の猛もう鳥ちようが空一面に溢あふれかえっていた。

　広げればおよそ三メートルはあろうかという白い翼つばさに血ち飛沫しぶきのような斑はん点てん模様が散らばり、太い両りよう脚あしから伸びた鉤かぎ爪づめは人の指ほどの大きさだ。嘴は凶器と呼ぶに相応ふさわしく、それら全すべてが自分達を襲おそう為ために存在しているという絶望が、クウガの背筋をこれ以上ない程冷やした。

「なんて数だ！　……これ全部を追い払えるのか!?」

「無む駄だ口叩いてる暇があったら、一羽でも多く落とせってんだ！」

　クウガ達に続き天井に上がってきたフリューゲルが、早さつ速そく手近なコカクを拳けん銃じゆうで撃うち落とす。

　クウガとエアも背中合わせに構えると、それぞれ目についたコカクを片っ端から撃ち始めた。

「────────────────ッ!!」

　耳障りなコカクの鳴き声で耳が痛くなるのを我慢しながら、クウガは引き金を引きまくる。最初の数発は慎重に狙ねらいを定めていたが、適当に撃つだけで空を埋め尽くすコカクのどれかしらに当たる事に気がつくのに、時間はさしてかからなかった。

　コカクの鋭利な嘴は、隙すきあらばこちらを刺さし殺さんと狙ってくるものの、クウガとエア、そしてフリューゲル一派の連携がうまくかみ合ったおかげか、襲しゆう撃げきから十数分経たったものの被害者は一人も出ていない。しかし……、

「くそっ……このままじゃ……」

　クウガは買い込んでいた弾だん薬やくをありったけ持ってきたつもりだったが、残りの弾数と依い然ぜん空を舞まうコカクのどちらが多いかは、比べるまでもなく明らかである。それは他ほかも同様だったようで、弾幕が薄うすくなってきた所せ為いか、徐々にコカクの接近を許し始めてしまう。

　エアやフリューゲルのような猛も者さならば、襲おそい掛かるコカクを避よけつつ仕留める事も可能だったが、ちらほらと肩かたや腕うでを切り裂かれ、その場に這はいつくばる者が出始めた。

「このままじゃ埒らちが明かない！　誰だれか銅ど鑼ら爆ばく弾だんを持ってきな！」

　フリューゲルが何か言っていたが、内容を確かめる暇ひまもなくひたすらコカクを撃うち続けるクウガ。そこへ──、

「─────────────────────────────────!!」

　コカクの鳴き声すら、いや……この世全すべての音を塗り潰つぶすような爆音を立て何かが破裂した。重く低い轟ごう音おんは否いや応おうなく脳を揺さぶり、クウガはその場にふらふらとしゃがみ込んでしまう。

　それは猛もう鳥ちようにとっても同様のようで、酔っ払ったように羽ばたけず墜おちていくもの、付近のコカク同士で激突しもつれ合いながら墜ちていくものと、コカクの大群は次々に墜つい落らくしていく。

　だが場所によっては遠すぎて音が伝わり切らなかったのか、コカクの群れを全滅させる事は出来なかったようだ。とはいえ、こちらが再び爆音を破裂させることを警戒しているのか、銃じゆう弾だんも届かない高度まで飛ひ翔しようしていき、それきり襲おそってこなくなった。
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　もっとも、様子を窺うかがっているのか一定の距きよ離りは維持しているようだが。

「一旦下がるよ！　怪け我が人の面倒をみてやんな！」

　フリューゲルの合図で、何人か見張りに残りつつ、クウガ達たちはゴンドラ内に避難していく。

　空模様は増々荒れていき、嵐あらしがすぐそこまで迫っている事を如によ実じつに誇示していた……。




「急いで【アルニャート】に連絡だ、このままじゃ後続の連中まで巻き込まれる……もうすぐ【セルケトの瞳ひとみ】だってのに、ついてないねぇ」

　愚ぐ痴ちをこぼしながら先頭車両へ向かっていくフリューゲルを見送ると、ゴンドラ内は途端に活気がなくなったように静まりかえる。

「……あの鳥は、遺い跡せきから来たのか？」

　たまらずクウガが尋ねてみるも、肩かたを怪我した男が悲痛な面持ちで答えた。

「いや、遺跡にはちょくちょく流浪者ドリフターの手が入ってるから、あそこまで増える前に小まめに狩ってる筈はずです。多分、北の空から渡ってきたんでしょう」

「それにしても、コカクがあんな大群で移動してくるなんて、北で何かあったのか？」

「それこそ嵐に追われてきたんだろう。そんな事より……あんなのが近くをうろついているんじゃ、遺跡どころの話じゃないぞ」

「また銅ど鑼ら爆ばく弾だんを使えば」

「馬ば鹿かいえ、あれだってそう何発もある訳じゃないんだぞ」

　不安を紛らわせようとするかの如ごとく、男たちは口々に意見を交わしあう。するとそこへ、連絡を終えたのかフリューゲルが帰ってきた。

「今確かく認にんしてきたが、【セルケトの瞳】までは後一時間で着きそうだ。そして、銅鑼爆弾は残り二発……分かってると思うが、闇やみ雲くもに投げたってコカクを全滅させる事は出来ないし、【アクラブ】まで逃げ切れる保証もない。さて、どうするね？」

「さっきみたいにギリギリまでは銃じゆう撃げきして、耐え切れなくなったら銅鑼爆弾を使えばいいんじゃないか？」

「怪我人が出てる。さっき程は耐えられないだろうし、また怪我人が出るだろう……ジリ貧になったら最悪死人だって」

「カイトを使って、もっと上空から爆発させれば群れ全体を仕留められないか？」

「悪くないが……誰だれがカイトに乗るんだ？　あの化け物の塊かたまりに、お前突っ込めるのか？」

「…………」

　その言葉を機に、皆一様に黙だまり込んでしまう。エアやフリューゲルも何か考えてはいるようだが、妙案は浮かばないのか口は開かなかった。

　もし仮に自分がカイトに乗ったらどうなるか、クウガは考えてみる。銅鑼爆弾は二発……一発目で群れを散らし、その隙すきに上空までいければあるいは可能なのではないだろうか？

　しかし、現状コカクの群れはゴンドラから大分離はなれているので、そもそも一発目で上う手まい具合に散ってくれる可能性は低い。

　ならばいっそ、カイトでぎりぎりまで引きつけてから爆発させては……爆心地であの破裂音を聞いて、堪たえられる自信はクウガにはなかった。

　そもそもこの荒れ狂う天候で、鋼こう線せんで繫つながれたカイトの機動力では、コカクの攻こう撃げきを躱かわしつつ上昇することすら……。

「あ……」

　クウガは知っているではないか。たとえ嵐あらしの中であろうと、気流を読み鋼線なしで縦横無尽に飛び回れる人物を。しかし……、

「ん？　どうしたね兄さん。何かいい案でも思い浮かんだのかい？」

　静まりかえっていたゴンドラ内でクウガの呟つぶやきはよく響ひびき、その場にいる全員がクウガを注視してしまう。

　ふと、エアと視線が合ってしまうクウガ……エアは何も言ってこないし、いつもの無表情の筈はずなのだが、どこかクウガにそれ以上言わないでくれと訴えかけているように見えるのは、決して気のせいではないだろう。

「どんな些さ細さいな事でもいい、何か気付いたんなら言っておくれ。このままじゃ、遺い跡せきどころか全員の命が危ない」

「い、いや──」

「私が行きます！」

　クウガが否定するよりも早く、部屋の奥から出てきたスズが名乗りを上げる。クウガに集中していた視線は、今度はスズに集まってしまう。

「嬢じようちゃんが？　……悪いが、今はそれどこ──」

「私、鋼線無しでもカイトを飛ばせます！　逃げ回って爆ばく弾だんを投げるだけなら、この中で絶対一番上手くやれます！」

　フリューゲルの言葉を遮さえぎり、尚なおも主張するスズ。フリューゲルは何か察したような眼まな差ざしで、エアの方に振り返る。

「嬢ちゃんの言葉、確かなのかい？」

「待ってくれフリューゲル」

「あたしはエアに聞いてるんだ！　……で、どうなんだい？」

　フリューゲルの射殺すような眼光が、クウガにそれ以上の言葉を許さなかった。フリューゲルは気付いてしまったのだ、クウガが言いかけたのはこの事だったのだと。

　そして、クウガなら皆を騙だましてでもスズを庇かばうが、機械であるエアはたとえ言いたくなくても、正直に答えてしまうであろうという事も。

「肯定。作戦成功率が一番高いのは、気流の流れが読めるスズに他ほかなりません」

　淡たん々たんと、そしてはっきりと事実を告げるエア。いつもの無表情に覆おおわれた感情が、成功の確信なのか、消去法の妥協なのかはクウガには分からなかった。

「他に案がないなら、それでいくしかないね。後は嬢じようちゃんの援護だが──」

「進言。それは私にやらせて下さい。他の方では、誤ってスズに当てかねません」

　進み出るエアの態度を、フリューゲルは自信の表れと受け取ったのかニヤリとほほ笑む。

「決まりだね。残り全員で、スズ嬢ちゃんから遠巻きのコカクを少しでも減らして貰もらう。グダグダ待ったってしょうがない、四十秒後には始めるよ！　さっさと準備しな！」

　フリューゲルの怒号で落ち込んでいた雰囲気が一気に吹っ飛び、男たちは方々へ散って準備を始める。そんな中、クウガは人ごみをかき分けスズに詰め寄った。

「スズ、一体なんのつもりだ！」

「クウガさん……私、どうしても【セルケトの瞳ひとみ】に行きたいの。だから……」

「別にこの機会が全すべてじゃないじゃないか！　それで死んでしまったらどうする──」

「私なら大丈夫だから……ね？」

　いつも通りのエアの無表情と同じく、スズのいつも通りの笑顔……しかし、クウガを安心させる為ための筈はずのその笑顔はあまりにもいつも通り過ぎて、まるでお面のように張り付いているような気がしてならず、かえってクウガの不安は膨ふくれ上がってしまう。

「姐あねさん！　コカクがざわついてやす！」

　天井の見張りからの叫び声が、クウガにそれ以上の追及を許さず、スズは渡された銅ど鑼ら爆ばく弾だんを受け取ると、再びクウガに微ほほ笑えみかけて行ってしまった。

「どうしてこんな時に笑えるんだ……」

　吐き捨てるようなクウガの呟つぶやきは、スズに届くことはなかった。

　スズが笑顔のお面の下に、一体どんな感情を押し込めているのか分からないクウガには、スズを止める言葉が見つからなかったのだ。




　クウガが天井に戻った時には、既すでに横殴りの雨の中、スズのカイトが必死に羽ばたく鳥のように空を舞まっていた。

　クウガのマスクはゴーグル一体型ではないので、【白い魔ま女じよ号】から借りたゴーグルを着けてきたのだが、次々に降りかかる雨粒がグラスを塗り潰つぶし、コカクの姿を追うのさえ一苦労だ。

　そんな状況でも、スズにとってはいつもと変わらないのか、ぴったりとゴンドラの横を飛んでいるのは流石さすがとしか言いようがない。

「全員準備はいいね!?　それじゃあ行くよ！」

　フリューゲルが合図の照明弾を撃うつと、スズはカイトを巧みに捌さばきながら上昇していった。

「─────────────────ッ!!」

　それを待ち構えていたかのように、刃は金がねが軋きしり合うような奇声を上げながら、コカクの群れがスズへと雪な崩だれこんでくる。

　しかし、真下で構えていたエアの正確無比な弾だん幕まくが、コカクがスズに近づく事を許さない。

　エアの弾幕を皮切りに、クウガ達たちも必死に辺りのコカクを撃うち始めるも、軌道のブレすら計算出来るエアならいざ知らず、雨や風の所せ為いでクウガ達はあまり成果を挙げられずにいた。

　それでも撃たないよりはマシに決まっているし、エアの援護のおかげでスズを乗せたカイトはぐんぐんと上昇していき、遂ついにはコカクの群れを突き抜け遥はるか上空へと辿たどりつく。

「───────────────────────────────────────!!」

　スズが放った銅ど鑼ら爆ばく弾だんはゆっくりと重力に引かれていき、コカクの群れのど真ん中で爆裂音を鳴り響ひびかせた。群れ全体を巻き込んだ音の爆撃は、コカクのほとんどを失神させ、空は男たちの歓声で沸わき立つ。

　心配そうに空に目を凝こらしていたクウガも、上空を旋回してこちらに手を振るスズを発見すると、思わず一緒になって叫ぶのであった。

　バタバタと墜おちていくコカクと、全身を濡ぬらす雨が全員のテンションを否いや応おうなく上げる。

　──しかし、

「おい、なんだあれ!?」

　空中を埋め尽くすように広がる黒雲の中に、バチバチと四方八方へ放電しながらうごめく巨大な影かげが横切ったのだ。

「逃げろ！　スズうううううううううううう！」

　思わず叫んだクウガの声は、暴風と雷に巻き込まれスズには届かない。いや、たとえ届いたとしても、雲うん海かいを突き破り気流を乱すそれはあまりにも巨大すぎて、スズが避よけられる道理がなかった。

「馬ば鹿かな……どうしてこんな空域に……」

　百戦錬磨のフリューゲルでさえ慄おののくのも無理はない。

　個体数の圧倒的少なさと、遭そう遇ぐうしてしまった際の生存率の絶望的低さで、最も早はや流浪者ドリフターの間に流れる伝説程度に語られていた存在……細長い円筒形は灰褐色の鱗うろこで覆おおわれ、全身に纏まとった粘液からは放電現象を引き起こし、二本の大きな髭ひげを揺らしながら大空を泳ぐ頂点捕食者──その名はミズチ。古いにしえのおとぎ話に出てくる龍りゆうにすらたとえられる、嵐あらしの化身である。

　雲海から頭を突き出したミズチは、落下中のコカクを次々に飲み込み、また別の雲海へと潜っていく。

　カイトとコカクを見間違えたのか、そもそも眼中になかったのかは分からないが、スズのすぐ傍そばを掠かすめたミズチの胴体は、巨体が巻き起こす気流の乱れでカイトを吹き飛ばす。

「スズううううううううううう！」

　クウガは必死にカイトを目で追うも、嵐の中で敵かなうはずも無く、あっという間にスズを見失ってしまった。

　銅ど鑼ら爆ばく弾だんを辛からくも逃れたわずかなコカクに、ミズチの体からまき散らされる雷が降り注ぐ。空中で焼け焦げた獲え物ものを食わんとくねらせるミズチの巨体は、危あやうくゴンドラに激突しかける。

「コカクはこいつから逃げてきたのか……」

　ミズチの放つ圧倒的な戦せん慄りつは、フリューゲルに指示を出させることすら忘れさせる。

　そのプレッシャーにあてられ、半ば自暴自棄気味に銃じゆうを乱射する者もいたが、雷を纏まとう空の王者に人間の放つ銃弾など効く筈はずもなかった。

　ミズチにこちらを害する気はないのかもしれないが、それは単に関心がないだけで、その巨体は憚はばかることなく嵐あらしの空を舞まう。

　ゴンドラにぶつかるかどうかは運次第で、どうする事も出来ない絶望、そしてスズがいなくなってしまった絶望がクウガをこれ以上ない程締めつける。

「確かく認にん。大丈夫ですクウガ、あそこを見て下さい」

　いつの間にか傍そばに来ていたエアが、安心させるようにクウガの肩かたに手をかけ、もう片方の手でスズが消えた空からもう少し下の方を指さした。

　暴風が渦巻く嵐の中から現れたのは、ミズチと並べてもなお巨大な岩がん壁ぺきと、その隙すき間まから溢あふれるいくつもの木々……以前クウガが見たものよりも更に巨大な島がそこにあった。

「【セルケトの瞳ひとみ】か！」

「確信。あの瞬しゆん間かんの気流の方向からも、スズはあの島に落ちたとみて間ま違ちがいないでしょう」

「なら早く助けに行かないと！」

　奮ふるい立つクウガ……しかしスズが生きている目算が立ったとはいえ、状況が好転した訳ではない。失神したコカクを吹き飛ばしながら荒れ狂う風、そのコカクを食わんと依い然ぜんこの空域を泳ぎまわるミズチ。

　ミズチがまき散らす雷は黒雲を伝い辺りに広がっていき、天候は悪化する一方である。

「あんな化け物どうするってんだい!?　銅鑼爆弾だって効くかどうか」

　一つだけ、クウガには試してみる価値のある手があった。数の暴力で攻めてきたコカクには有効ではないものの、強大とはいえ一匹だけのミズチになら決定打になり得る武器が。

「光子銃ブラスターならあるいは……だが」

　同時に懸け念ねんもある。いかにブラスターといえど、雷を纏い銃弾を易やす々やすと弾はじくミズチの表皮を撃うち抜けるかどうかは怪しい。出来るなら、獲物を食わんと大口を開けているところを狙ねらい撃ちたい。更に言えば、この曇どん天てんで満足に充じゆう塡てん出来ていないので、出力も心こころ許もとない。

　狙いにしても威力にしても、この嵐の中ではどうしようもないのだ。

「提案。クウガ、ブラスターを貸して下さい。私に考えがあります」

　嵐の中でも、エアは平然といつもの無表情でクウガに片手を差し出す。たしかにエアならば、この天候でも正確な射撃が可能な事は、先程証明したばかりだ。クウガは期待を込めて、ブラスターを手渡す。

「頼んだエア。だが、出力はあまり期待しないでくれ。なにせこの天気じゃ……」

「無用。その点に関しても、心配ありません」

　そう言いながら、エアは胸元から一本の細いコードを取り出す。自然と取り出しブラスターに取り付けたその回路が、エアの体内から出ている事に気がついたクウガは息を吞のむ。

「エア、まさかお前……」

「安心。もしかしたらと思いましたが、やはり規格は合うようです。要請。申し訳ありませんがクウガ、私はブラスターを撃うった事がありません。御教授願えませんか？」

「勿もち論ろんだ、一緒にあれを倒すぞ！」

　ブラスターを構えたクウガとエアが空に向き直った時、頭部を雲うん海かいに隠したミズチの胴体が、中空をウネウネと泳いでいた。次に顔を出した時が狙ねらい処どころだろう。

「要請。フリューゲル、最後の銅ど鑼ら爆ばく弾だんを頂けないでしょうか？」

「あ、あぁ……こうなりゃあんたに全すべて託すよ」

　ブラスターについてよく分かっていないフリューゲルは、状況を完全には飲み込めていないようだが、クウガとエアの自信溢あふれた態度を信じたのか、素直に手渡すのであった。

　激しく瞬またたく稲光が、潜航する頭部がゴンドラに近づいてきている事を知らせてくれていた。

「実行。発射シークエンスに移行──」

「急げ！　もうすぐそこまで来てるぞ！」

　【白い魔ま女じよ号】の男たちの怒号と雨を全身に浴びながら、後ろからエアに重なるようにブラスターを構えたクウガは、ミズチの襲しゆう来らいに備えていた。

　全身ずぶ濡ぬれになりながら、クウガは荒れる空をちらりと見つめる。

「──フォトンエネルギー、全回路をブラスターに接続──」

【セルケトの瞳ひとみ】は今や目前に迫っている。渦巻く雲の城じよう壁へきに囲まれた空の城は、ワイヤーを挟んで進行方向の右側の空を、視界一杯に埋めつくしていた。

「──出力上昇、照準、ロック──」

　しかし今はそちらに構っている余裕はない。進行方向の左側、つまり四つのターミナルの外周の空から、クウガたちの乗るゴンドラに今にも襲おそい掛からんと、黒雲を纏まとった龍りゆう神じんの顎門あぎとが差し迫ってくる。

「──エネルギー充じゆう塡てん率、百二十％──」

　そんな危機的状況でも、エアは超然とした表情を崩す事なく、呪文のような言葉を紡ぎながら、発射工程を進めていく。ずぶ濡れになりながらも、エアと重なった部分はむしろ熱い。

「──回路過圧、威い嚇かく攻こう撃げき開始──」

　一緒に構えた光子銃ブラスターはぴったりとミズチに向けたまま、エアが片手で静かに投げた銅鑼爆弾は、風に煽あおられつつも放物線を描き、ミズチの目と鼻の先で破裂する。

「───────────────────────────────────────!!」

　三度目の炸さく裂れつ音が空に鳴り響く。それはミズチを失神こそさせなかったが、悲鳴のような鳴き声を轟とどろかせ、大口を開く事には成功した。

　過剰なエネルギーの流出故ゆえか、エアの右みぎ腕うでから煙が出始めるも、照準がずれる事は決して無かった。

「安全装置セーフテイ解除、全出力解放！　撃うてるぞエア！」

　握にぎられたブラスターが、蓄たくわえた光を解放するように輝かがやきつつ、真の姿をさらけ出す。

「──発射フアイア」

　ズドンと大きな衝しよう撃げきで、クウガは弾はじかれるように尻しり餅もちをつく。見上げた先には、稲光すら消し去る程の真っ白な閃せん光こうが、周囲を燦さん々さんと照らしていた。

　光の弾だん丸がんを発射したというよりも、極光の束を照射したといった方が正しいだろう。

　光の軌き跡せきはミズチの口から頭部を撃ち抜き、そのまま雲も貫き空の彼方かなたまで伸びていく。

　部分的とはいえ、一いつ瞬しゆんで雨を蒸発させ空を引き裂き嵐あらしをも消し飛ばした事からも、どれだけの熱量が込められていたか想像出来るというものだ。

「完了。目標の撃げき墜ついを確かく、認にん……」

　撃ち終わったエアの右手はガクガクと震え、そのまま崩れるようにしゃがみこむ。

「エア！」

　慌あわてて駆かけ寄るクウガだが、エアの右腕に当たる水滴が、その場で蒸発するのを見ては迂う闊かつに肩かたを貸す事も出来なかった。

「大丈夫かエア……あっち！　しばらく右手は使えなさそうだな」

「確認。各回路が過剰放熱オーバーヒートしているようです。ですが、どこも故障はしていないのでご安心を」

　脳天を撃ち抜かれたミズチは血と煙を吐きながら、溺おぼれるようにゆっくりと空に沈んでいく。それを見た【白い魔ま女じよ号】の男たちは、今度こそ窮きゆう地ちを脱した事を喜び合い歓声を上げた。

「浮かれるのは後にしな！　お次はスズ嬢じようちゃんの救出だ。予定は色々狂っちまったが、今度こそ【セルケトの瞳ひとみ】へ行くよ！」

　不幸中の幸いと言うべきか、ミズチが墜落した所せ為いか光子銃ブラスターが空を引き裂いたおかげか、先程まで荒れ狂っていた嵐はみるみるうちに弱まっていき、悠ゆう然ぜんと構える空の城はその戸口を開き、クウガ達たちを迎え入れているかのようだった。

「待ってろスズ……すぐに迎えにいくからな」

　誓ちかうように呟つぶやいたクウガは、準備をする為ため一旦ゴンドラ内に戻るのであった。




　本来の目的である探索は諦あきらめ、あくまでスズの救出を主眼においた為、遺い跡せきに行く人数は当初の予定よりも少ない、クウガ、エア、シエル、フリューゲルとその部下の、計五名となった。

　クウガとしては、シエルを連れていく事に不安を感じない筈はずはなかったが、一人で【白い魔女号】に残すのも心配なので、結局連れていく事となった。

　前回上陸した【蠍さそりの心臓】は接触地点が雲うん海かいだったが、今回は丁度陸地だったので一行は順々に荷物を降ろしていく。

　【セルケトの瞳ひとみ】は、古くなった石いし畳だたみの地盤を所々木の根が食い破っていて、どこか整然とした印象だった【蠍の心臓】と対照的に、いかにも遺い跡せきのような荒廃的な雰囲気である。

　準備をしている間にかなり天気はよくなったものの、遺跡のあちこちは未いまだ雲が積もっていて視界は悪く、どこか遠くから木こ霊だまする獣けものの鳴き声が、否いや応おうなく恐怖感を煽あおり立てた。

「あたしらが上陸したのがここ、西の森林地帯だ。スズ嬢じようちゃんが落ちたのはどの辺なんだ？」

「観測。ミズチに弾はじき飛ばされた時、スズが体勢を立て直すのを確かく認にんしました。予測。うまく気流に乗ったものとみるなら、スズが落下したのはこの辺りかと」

　フリューゲルが広げた地図を見ながら、一行は現状を確認し合う。

「【セルケトの瞳】は時計回りに空を漂ただよってるんだ。だから、ゴンドラに拾って貰もらう為ためには最終的に北側の庭園で待ってりゃいい。スズ嬢ちゃんの落下予測地が中央の本殿だから、道のり的には都合がいいね」

「【アクラブ】を経由したゴンドラが、またこの遺跡に来るのにどれくらいかかるんだ？」

「ざっと二週間ってとこだね。食しよく糧りようはギリギリ保もつが、水はここで調達しなきゃならない……ま、あたしらは何度か来た事があるから、水が溜たまってる場所や食い物が取れる場所は、大体把は握あくしてるから安心しな」

　地図をしまいバックパックを背負ったフリューゲルは、不敵に笑いながら背後に控える岩山のように巨大な建物を親指で指さす。

「スズ嬢ちゃんを助けるのは勿もち論ろんだが、あそこには是非兄さんに見て貰いたかったもんもある。嬢ちゃんを拾ってお宝も見つけて、万々歳で帰ろうじゃないか」

　フリューゲルに導かれ、クウガ達たちは雨が降り止やんだばかりの湿し気けった森を進むのであった。




　流石さすがに嵐あらしの直後の所せ為いか、生き物の気配はちらほらと感じるものの、数時間歩いても何に出くわすこともなく、クウガ達は黙もく々もくと森を進んでいた。

「シエル、疲れただろう。荷物を持ってあげようか？」

　手を引くシエルにクウガが尋ねるも、シエルは気丈に首を横にふる。

　二週間ここでサバイバル生活をする以上、シエルを手ぶらにする訳にもいかないのだが、このペースで果たしてシエルの体力が保つのか不安にもなってくる。やはりゴンドラに置いてくるべきだったかとクウガが後悔していると、先頭のフリューゲルが振り返り声をかける。

「もうすぐこの島の中央部……つまり、【セルケトの瞳】だ」

「もう中央部なのか？　だったら今日中にスズを見つけられるかもな」

「そう簡単にいくといいんだがね。遺跡の手前に守衛たちの集落がある。そこにスズ嬢ちゃんが保護されていればよし……そこにもいないとなると、捜すのは一苦労さね」

　顔を曇くもらせながら、フリューゲルは先程とは別の地図を手渡す。どうやら、中央遺い跡せき群をより詳細に描いたもののようだ。一つ一つが山のように大きな遺跡が、山脈のようにいくつも連なる中からスズ一人を捜し出すのは、たしかに一筋縄にはいかないだろう。

　青ざめたクウガを励ますように、フリューゲルは力強くクウガの肩かたに手をかける。

「まぁ悲観するのはまだ早いよ。事情を話せば守衛の連中も手伝ってくれるだろうし、あたしらの他ほかにも流浪者ドリフターは遺跡に入ってるんだから、どっかしらに保護されてるかもしれない」

　一本道の途中にあった【蠍さそりの心臓】と違ちがい、四つのターミナルに包囲された【セルケトの瞳ひとみ】は、四本のワイヤーとそれに比例したドリフターの侵入を許しているということだ。

　良い悪いはともかく人の手が多く入っている以上、スズが一人でさ迷っている可能性は低い。

「しかし、ろくでもない連中がいる可能性だって……やはり今日から少しでも捜した方が──」

「じき陽ひが沈む。スズ嬢じようちゃんを見つける前に、あんたが倒れるつもりかい？」

　諭さとすようなフリューゲルの視線に、クウガは何も言い返せなかった。

　我慢してはいるものの、シエルが疲れてきているのは目に見えているし、正直クウガ自身も度重なるハプニングで限界に近かったのだ。




　一行がさらに森を歩いていくと、やがてフリューゲルの言う通り、遺跡を内包する岩山の麓ふもとに集落が見えてきた。集落といっても、そこに住まう者達たちは皆遺跡を守る為ためか物々しく武装していて、住まいも山小屋というよりちょっとした砦とりでといった方が近い。

　てっきり【蠍の心臓】の時のように、一応見張りを設置している程度だと思っていたクウガは思わず面食らう。

　クウガ達が砦に近づくと、強こわ面もての大男が立ちふさがるように近づいてきたものの、フリューゲルとは顔見知りだったようで、諸もろ々もろの事情を話すと快く通してくれた。

「とりあえず、ここを拠点にさせて貰もらった。普通ここに流浪者が寝泊まりする事はしないんだが、スズ嬢ちゃんとすれ違いになったら困るからね」

　あてがわれたのは、遺跡の端にあるこぢんまりとした洞窟だった。岩肌は内部も未いまだ湿っていてひんやりと冷たいものの、湿し気けった森で野営するよりはマシだろう。

「エアとあたしで適当に食い物を探してくる」

「ちょっと待ってくれ、エア……なんだかさっきから大人しいが、もしかして調子が悪いんじゃないのか？」

　エアは一見いつも通りの毅き然ぜんとした態度だが、先程の光子銃ブラスター発射は間違いなく、エアにとってかなりの無理だった筈はずだ。

「否定。御心配には及びません。それよりも、クウガはシエルをお願いします」

「それじゃあ改めて、兄さんとカシタカは火の用意をしておいとくれ」

「分かりやした、姐あねさん。お任せを」

　そう言い残すと、フリューゲルとエアは森の奥へと入っていった。釈しやく然ぜんとしない思いはあったが、エア本人がそう言うのであれば本当に大丈夫なのだろうか？

「随ずい分ぶん心配そうですね、そんなに大事な方なんですかい？」

「あぁ……」

「あんだけべっぴんさんなら当然ですね」

　カシタカと呼ばれた男は、【白い魔ま女じよ号】の荒くれ者たちの中でも特に頑丈そうな男である。背はそれ程高くないが、全身ががっちりとしていて巌いわおのような顔に似合わず愛あい想そはよく、舎弟という言葉がしっくりくる態度だが、先程の連戦でも傷一つ負っていないことから、フリューゲルの信しん頼らいに足る実力者である事が窺うかがえる。

　カシタカは太い指で実に手際よく焚たき火び台に火をつけると、洞窟の近くにそっと置く。焚き火の熱気が緩ゆるやかに周囲を暖めていき、疲れ切っていたのかシエルはウトウトとし始める。

「これどうぞ。今日はお疲れさまでした」

　焚き火で温めたミルクを、クウガとシエルに渡すカシタカ。受け取ったシエルは閉じかかっていた目をパッと輝かがやかせると、飲む前にこくこくと頭を下げた。精一杯のお礼なのだろう。

　お礼だと察したカシタカが、にっこりと笑いながら「どういたしまして」と答えると、シエルはふぅふぅと吐息で冷ましたミルクを飲み始める。

「ありがとう、頂くよ」

「どうぞどうぞ」

　クウガも続いて礼を言うと、カシタカはニッと人懐なつっこい笑みを浮かべ、自分の分をよそいクウガの隣となりに腰こしかけた。

　カシタカの入れてくれたミルクを飲むと、ほんのりとした甘さと温かさが全身に浸透していき、今日一日の疲れを中和してくれるようだった。

「美お味いしいな……」

「どうもどうも、あっしは飯の支度だけは【白い魔女号】で一番なんでさぁ。だからしょっちゅう姐さんのお供をさせて貰もらってるんです」

　照れくさそうなカシタカの笑みは、性別も年恰かつ好こうも全然違ちがうのにどこかスズを彷ほう彿ふつとさせる。

　本来ならこの場にスズもいて、クウガよりもずっと饒じよう舌ぜつにミルクを絶賛していたのだろうかと思うと、クウガの胸はギュッと締めつけられるような気がした。

　ミルクを飲み終わったシエルは、いつの間にかぐっすりと眠っていた。

　辺りを見回しても、フリューゲルとエアが帰ってくる様子はまだないようなので、このまま寝かせておいても構わないだろう。

「【白い魔女号】の乗組員は、どういう経緯で集まったんだ？」

「……実を言うと、ほとんどの奴やつは姐さんに拾われるまでは空賊だったんです。姐さんは懐ふところが広いから、一緒に夢を見れるならついてこいって言ってくれて……」

　その言葉は、恐らくカシタカ自身も言われた言葉なのだろう。遠い目で在りし日を思い返すカシタカの言葉は、とても重く真実味を帯びていた。

「夢というのは、やっぱり遺い跡せき関係なのか？」

「へい！　小ウルザの【ポラリス】、レオールとヴァルゴに伝わる【空の向こう】、幻の遺跡【蛇の足】。ここらの空域だけでも、誰だれも行った事がない伝説の遺跡はたくさんありやす。それら全すべてを踏破するのが姐あねさんの夢……そして、姐さんの夢を叶かなえるのがあっしらの夢って訳です！」

　立ち上がり熱弁するカシタカを、微ほほ笑えましく見つめるクウガ。我に返ったカシタカは、恥ずかしそうに座り直す。

「すんません……つい」

「いや、いいんだ……なんだか羨うらやましいな、私にもそういうのがあるといいんだが」

　自身のアイデンティティすら喪失している今のクウガに、夢をもつ余裕などありはしない。記き憶おくを取り戻すのが夢といえなくもないが、焦がれる程の夢に邁まい進しんするフリューゲル達たちを見ていると、自分の夢のなんと切羽つまったものかと寂しくなってしまう。

　そういえば、スズはどうして遺跡に執心しているのだろうか？　父親の影響とは聞いたが、スズ自身がそこにどんな想おもいを抱いているのか、まだ聞かせて貰もらっていなかった。

「しっかし、こんな可か愛わいいお嬢じようちゃんが、不ふ憫びんなもんですね」

　ミルクをすすりながら、じっとシエルを見つめるカシタカ。人が良いのか、まるで自分の事のように落ち込んでいるようだ。

「そうだな、せめて言葉を取り戻せるといいんだが……」

「前に同じような子をターミナルで見やしたが、どうも難しいみたいですね」

　憐あわれむように思い返すカシタカ。どうやらシエルの事情について、ある程度把は握あくしているようだ。シエルの事はクウガからは特に詳しくは説明していなかったが、スズがフリューゲルに教えたのを聞いたのだろうか？

「ここんとこ、かなり増えてきましたからね。こんな御時世だからしょうがないんでしょうが」

「待て待て待て、どういう事だ？　シエルのように家族を失った者がそんなにいるのか？」

　いつだったか感じた疎外感を思い出すクウガ。クウガが知らない事が、常識としてまかり通っているのは何度体験しても苦いものだ。ましてや、今や家族のように接しているシエルについて、他人の方が詳しいともなれば尚なお更さらである。

「へ？　あ、あぁそっか。兄さんは記憶がないパターンなんでしたっけ。いえほら、あれですよあれ……スカイフ──あいてっ」

　その瞬しゆん間かん、カシタカの頭部にフリューゲルの拳げん骨こつが強したたかに炸さく裂れつする。いつの間にか帰って来ていたようだ。

「なにくっだらない事喋しやべってんだい、さっさと飯の支度をしな」

「あ、姐あねさん……すんませんしたっ」

　そそくさと立ち去るカシタカ。あれだけ思い切り殴られたのに、カップを手放さなかった辺り相当殴られ慣れているのだろうが、今はそんな事よりも気になる事がある。

「ちょっと待ってくれ、今の話の続きを……」

　クウガの反応が意外だったのか、カシタカは判断を仰ぐような視線をフリューゲルに送る。フリューゲルは気に入らなさそうに鼻をならすと、吐き捨てるように応こたえた。

「……あんたがこういう話題にのっかるとは、ちょっと意外だね」

　フリューゲルの怒鳴り声で目が覚めたシエルが、何事かと不安そうな眼まな差ざしを向ける。

　フリューゲルから少し遅れて戻ってきたエアが、やはりシエル同様事情を求めるようにクウガを見るも、クウガには何をどう説明すればいいのか分からない。一体フリューゲルは何をそんなに怒っているのだろうか。

「ちっ……まぁいい、ここじゃなんだからついてきな。カシタカ！　あたしらが戻ってくるまでに飯を用意しとくんだよ！」

「へ、へい……姐さん」

「確かく認にん。私が同行しても？」

　調達してきた果物を焚たき火の近くに置き、エアがこちらに寄ってくると、フリューゲルはさらに不ふ機き嫌げんになった。

「好きにしなっ……ったく、どいつもこいつも」

　砦とりでから少し離はなれた木陰につくなり、フリューゲルは怒りを露あらわにクウガの胸元を摑つかむ。

「あんた、どういうつもりだい？　どっちが言い出したのか知らないが、よくもまぁシエル嬢じようちゃんの前でスカイ・フォールの話なんて出来たね」

「ま、待ってくれ！　スカイ・フォール？　前にどこかで聞いたが、なんなんだそれは？」

「何ってあんたそりゃ……エア、説明してなかったのかい？　よりにもよってクウガ本人に？」

　心底予想外だったのか、クウガから手を離したフリューゲルは動揺して後あと退ずさった。

　今度はクウガがエアに説明を求めるように見つめるも、エアはいつも通り冷ひややかに答えた。

「指示。スズの意向でしたので。忘れてしまったのなら、無理に思い出す必要はないと」

「そんな……私に何があったのか知っていたのか？　知っていて隠していたのか……!?」

　エアに詰め寄るクウガの腕うでを、慌あわてたフリューゲルが抑えようとする。

「待っとくれクウガ。すまない、まさかこんな展開になるなんて……ふっといて悪いが、少し落ち着いて──」

「なら教えてくれ！　スカイ・フォールとはなんなんだ!?　いい加減にしてくれ！　私だけが分からなくて、私だけ除外して皆だけで話を進めるのはもううんざりだ！」

　──感情を制御できないのは、記き憶おくを失ってから初めての事かもしれない。

　そのように客観的に自分を俯ふ瞰かんしているクウガと、エアに裏切られていた怒りに我を忘れているクウガが、頭の中で主導権を奪い合っていた。

「謝罪。申し訳ありませんが、私はスズの許可がなければ話す事が出来ません。説明はフリューゲルからお願いします」

　しかしエアは、悪びれることなく態度を崩さない。所しよ詮せん機械に良心の呵か責しやくなどないのだと断じてしまいたくなるも、エアにもちゃんと人と同じような感情があった筈はずだと信じたがる気持ちが拮きつ抗こうする。

　説明を任され、フリューゲルは気まずそうに口を開く。

「スカイ・フォールってのは……言っちまえばただの心中だ。だが最近妙にこの言葉が流は行やってんのさ、実際それをやっちまう奴やつも増えてきている……恐らくシエルの家族もそうさね」

　クウガはようやく合点がいった。ターミナルから使者が来た時、どうして誰だれも深く調べようとしなかったのか……クウガ以外の全員が、あれはただの一家心中だと分かっていたからだ。

「そんな……どうしてそんなものが流行っているんだ？　いくら流浪者ドリフターの生活が大変だからって、おかしいだろう」

「勿もち論ろん【白い魔女号あたしら】の中にも、そんな馬ば鹿からしい事考えている奴はいない……だがね、スカイ・フォールに憧あこがれるのは、なにもドリフターだけじゃない。ターミナルの連中にも大勢いる。生活の基盤でありながら、そのほとんどがブラックボックスのターミナル、当てのない空の旅……生きる希望、意義を見みい出だせなくなっちまうんだとさ」

　人は理解しかねる現象に遭そう遇ぐうした時、思考が停止するのだとクウガは知った。理由が分からず原因が分からないので、対応が分からず対処が分からない。

「まぁ無理に理解しろとは言わない、だが……一番可か哀わい想そうなのは生き残っちまった奴らさ」

　先程のカシタカの言葉を思い出すクウガ……言葉を取り戻すのは難しい…………そして、

　──兄さんは記憶がないパターンなんでしたっけ。

「……まさか、私も？　私もそうだと……私も死のうとしていた？」

　自分は一体何者なのだろうか？　──ただの自殺未遂の死に損ないだった。

　それが答え。それが真実。それが正体。それが真相。

　違ちがうと言って欲しい。噓うそだと言って欲しい。否定して欲しい……知りたくなかった。

　エアもフリューゲルも何も言わず、ただただ悲痛な沈ちん黙もくだけが続く。いっそクウガの脳も止まってしまえば楽だったろうに、真っ白なパズルが勝手に組みあがっていくように、クウガの脳内でバラバラだった事象が組みあがっていく。

　何な故ぜ自分が傷だらけで見つかったか。何故狂おしい程空に惹ひかれたか。何故自分は記憶を失った過去を捨てたのか。

　……パチ、パチと無慈悲にもパズルは進んでいく。

　何故窓のない部屋をあてがわれたのか。何故怪け我がが治っても監視されていたのか。何故安全な筈のターミナル内でも見張りをしていたのか。

　……全すべての答えはそこに集約される。

　スズの家族がいないのも、狙ねらったかのような命日も、シエルの家族が消えたのも、シエルの兄が狂ってしまったのも。

　……スカイ・フォール。出来上がったパズルには、ただその一言だけが刻まれていた。

「……答えを聞いたからと言って、記き憶おくが戻る訳ではないのだな……まぁ自分で捨てておいて、虫が良すぎるか」

　自じ嘲ちようするクウガをフリューゲルは直視出来ずにいる。部下の失言でこうなってしまった事に気が咎とがめているのか、単に憐あわれんでいるのかは分からないが、腫はれ物のように扱あつかわれるのはあまりいい気分ではない。

　むしろ、今まで通りの無表情でこちらを見つめるエアの視線の方が、いくらかありがたいような気がした。

「……たしかにこれなら、知らないでいた方がよかったかもな……こうなる事が分かっていたから、スズは私に教えるなと言ったのか？」

　だとするなら、スズの判断は正しいかどうかはさておき優やさしいとクウガは思った。

「もしそうなら、お礼を言わなきゃな……」

　意外にも、最初こそショックが激しかったものの、フラッシュバックを引き起こす時に比べたら、存外痛くも痒かゆくもなかった。むしろ自分で思っている程、心は傷ついていないようにすら思える。

「クウガ、あんた……」

　自分の真相が取るに足らないものだった事が分かったからといって、スズとエアのこれまでの献身が無価値だった筈はずはないし、隠し事こそあったかもしれないが、スズもエアも……勿もち論ろんシエルも、自分に家族のように接してくれたのは、演技ではなかった筈だ。

「誤解しないでくれ、別に嫌味で言っている訳じゃないんだ。私の正直な想おもいさ」

　クウガの過去にしろスズの判断にしろ、過ぎた過あやまちを悔やんでも仕方がない。

「むしろ、スズの優しさを無下にしてしまった事を詫わびるべきかな？」

　これで禍か根こんが全てなくなったのだから、前向きに──、

「否定。この情報規制は、クウガの為ためではありません。よって、クウガが謝る必要はないかと」

「なっ……違ちがうってのかい!?　てっきりクウガがショックを受けない為かと……だったらなんでだってんだい!?」

「禁則。申し訳ありませんが、その質問の答えは禁則事項に触れるので、お答え出来ません」

　いつだったか、自分は機械だから融ゆう通ずうが利かないのだとエアが言っていた事を、クウガは思い出した。

「だったらなんで余計な事まで言うんだい！」

　エアの感情の有無や、クウガがエアとどう接するかは別にしても、その点においてエアは紛れもなくただの機械なのだと、クウガは改めて思い知らされた。

「回答。禁則事項に、インプットされていないからです。疑問。クウガが過度に謝罪するのは、大変遺い憾かんに思うので指摘したのですが……何か問題があったのでしょうか？」

　ただの機械だから、言うなと命令されれば何があっても言わないが……ただの機械だから、言わなくていい事でも、命令されなければ言ってしまうのだ。

「大有りだよ……くそっ！　すまないクウガ、こんなややこしい事になったのも、全部うちの馬ば鹿かが余計な事言った所せ為いで」

「いや、フリューゲルもカシタカも……エアも謝る必要はない……多分、遅いか早いかの問題だったんだと思う」

　エアの表情は硬いままだったが、ほんの僅わずかにしかめた眉まゆや下がった視線などから、困惑……加えて申し訳なく思っているのだろうという事が分かる……それだけ分かる程、短い期間ながらも親密な付き合いだったからだ。

　しかしどれだけ思い返しても、スズが何を考えているのか、何がしたいのかが分からない。

　スズはいつだって笑っていた。

　しかし、スズは本当に楽しかったのか、嬉うれしかったのか、辛つらくなかったのか、悲しくなかったのか……クウガには分からない。

「これは、一刻も早くスズに会うしかないかな」

　別段恨うらんでいる訳ではない。憎んでいる訳ではない。しかし、クウガは知らなくてはならない。何な故ぜスズが笑顔の仮面をつけているのか……スズの真意と向き合う時が来たのだ。













　　　Ⅶ章　　～はりつく笑顔～







　クウガ達たちが洞窟に戻ってくると、シエルとカシタカは心配そうな面持ちで待っていた。

　カシタカが淹いれてくれたのか、二人ともミルクの入ったカップを持っているが、口をつけていないのは気が気でなかったという事だろう。

「あっ……ほんとすんません……あっしが余計な事言った所せ為いで──」

「いや、いいんだ。むしろすっきりしたよ」

　開き直ったようなクウガの態度に、カシタカは却かえって心こころ許もとない顔をするものの、フリューゲルが黙だまって首をふると、それ以上言及はしてこなかった。

　シエルはシエルで泣きそうな顔で抱き付いてきたので、危あやうく冷め切ったミルクをこぼすところだったが、クウガがそっと頭を撫なでると安心したように微ほほ笑えむのであった。

「あわよくば、スズ嬢じようちゃんが焚たき火の煙に気が付くんじゃと期待したが、そう上う手まくはいかなかったみたいだね」

　残念そうなフリューゲルの隣となりで、クウガは頭上の遺い跡せき群へ視線を送る。広大な森林地帯から頭一つ飛び抜けた巨大な遺跡は、星空を背景にどんよりと威圧するように鎮座している。

「……遺跡の奥へ、進んだのかもしれないな」

　スズの遺跡へ向ける執着は相当なものだ。思えば、クウガがきちんと見ようとしなかっただけで、遺跡に対する時のスズは、剝むき出しの素顔に近かったのかもしれない。

「疑問。この遺跡内部に、食しよく糧りようを確保出来るポイントはあるのですか？」

「……そういえば、あの辺には小さな池があったから、魚くらいとれるかもしれないが……遭そう難なんしかけてるのに、敢あえて遺跡に向かうなんて正気かい？」

「スズならあり得ない話じゃない。スズは察しがいい子だ……もし戻る気があるなら、とっくに砦とりでに気付いていてもおかしくない。だが私たちに合流してしまったら、探索が出来ないと思ったのかもしれない」

　とはいえ、どのみち今クウガ達に出来る事はない。焦って遺跡に向かうよりも、今晩はここで休むべきだ。陽ひが沈み夕食を済ませると、誰だれが言い出すでもなく就寝の準備を始める。明日は朝からスズを捜しに遺跡を歩きまわるのだから、体力は温存しておかなければ。

　エアが見張りに立ってくれているので、クウガ達は洞窟の中に寝袋を出して川の字のように寝る事となった。寝袋越しとはいえ岩肌は冷たかったが、枕元には絶えず焚き火が灯ともっているので凍こごえる程ではない。

　寝る前に、再びカシタカの淹れてくれたミルクを飲んでいたこともあり、不安そうに怯おびえるシエルをあやしている内に、クウガもいつの間にか眠りについていた。




　目が覚めたクウガが周囲を窺うかがうも、未いまだ空には満天の星が輝かがやいているので、それ程時間は経たっていないようだ。

　クウガは気にならなかったが、端で眠るカシタカのいびきがうるさいのか、フリューゲルの寝顔は眉まゆをしかめどこか寝苦しそうである。

　くすりと笑いクウガは、シエルを起こさないようにゆっくりと寝袋を出ると、焚たき火の近くでじっとしているエアの隣となりに座った。

「恒例。クウガの寝付きが悪いのはここでもでしたか」

「あれだけ色々あると、気になって寝れなくもなるさ」

　パチパチと静かに弾はじける焚き火を見つめていると、揺れる火と放たれる熱が、不思議と心を落ち着かせてくれるような気がした。

「準備。ミルクを温めましょうか？」

「いや、大丈夫だ。ありがとう」

　ミルクの入ったポットを温めようと立ち上がりかけるエアだったが、クウガの言葉に腰こしを降ろすと、再び銅像のようにじっと一点を見つめる。エアの事だから、キョロキョロしなくても周囲の様子は分かるのだろうが、こうも動かないのは不自然なような気もした。

「……やっぱり、光子銃ブラスターを撃うった時の反動がまだ辛つらいのか？」

「否定。エネルギーを節約しているだけです。本調子になるまでもうしばらくかかりますが、ご不便をおかけする程ではないのでご安心を」

　そう言いつつも、いつも以上に動きがどこか固くてぎこちないのは、少しでもエネルギーを蓄えようとしているからなのかもしれない。

「…………感謝。お気き遣づかい、ありがとうございます。謝罪。現状で、必要以上に不安を煽あおるのは得策ではないと考え、先程はクウガの心配を否定してしまいました」

　やはり自分のエアを見る目は確かだったという思いと、割と強がりなエアが素直にお礼を言ってくれただけで、クウガの胸は焚き火よりもミルクよりも温められたような気がした。

「いや、いいんだ……でも、無理はしないでくれ。エアに何かあったら、とても辛い」

「了解。以後、気を付けます」

　それきり再び黙だまり込むエア。別段エアに用事があった訳ではないし、エネルギーを節約中だというエア相手に世間話をするのも気が咎とがめるので、もう少し温まったら寝袋に戻るかとクウガが考えていると、

「……質問。クウガは……私と旅をして辛いと思う事がありますか？」

「……どうした急に？　エアからそんな事聞いてくるなんて珍しいな」

「謝罪。失礼しました、今の質問は忘れて下さい」

　じっと焚たき火を見つめたまま、ポツリと呟つぶやいたエアの横顔は、今まで見た事ない想おもいを秘めているような気がした。

「エアといて、辛つらいと思ったことなんてないよ」

「了承。そうですか……それはなによりです」

　エアがどういった意図で尋ねたのかは分からないが、ひとまずクウガの真しん摯しな気持ちを伝えた。甲か斐い甲が斐いしく面倒を見てくれるエアといて辛いと思った事などある筈はずがないが、エアがこんな質問をしてくるからには、そう思われているのではと、不安なのかもしれない。

「私だけじゃない。スズもシエルも同じ思いだと思うぞ」

　精一杯の励ましの言葉をかけるクウガ。しかし、焚き火に仄ほのかに照らされたエアの横顔は、あまり晴れたようには見えなかった。

「……継続。この先ずっと、私はお役に立てるのでしょうか……」

　数分後、クウガが寝袋に戻ろうとした際、ぽつりとエアの独白がこぼれる。しかしクウガは咄とつ嗟さに答えられず、黙だまって寝袋にくるまる事しか出来なかった。

　勿もち論ろんこの先、エアがいらなくなったから捨てるなんて展開はあり得ないだろうが、この先永えい劫ごうエアに依い存ぞんして生きていくと、断言する事も出来なかったのだ。

　さらに言えば、今はまだスズもシエルも幼く、記き憶おくが曖あい昧まいなクウガもエアに頼たよる事は多いだろう。しかし二人ともいつか大人になるし、クウガも含めどういう形にしろ、いつか死を迎える時が来る。

　だがエアは……？　どれだけ時が経たとうと変わる事がないエアは、その時どうすればいいのだろうか……？




　翌朝、朝あさ靄もやに包まれた砦とりで一帯は、見通しが悪く肌寒い。体温で暖まった寝袋に籠こもっていようかとも思ったが、これなら焚き火に当たった方がましだと気付いたクウガは、寝袋から這はい出ると幽かすかな灯あかりを頼りに焚き火に近づく。

　するとそこには、一晩中見張りを務めたエアと共に既すでに先客がいた。

「おや、起きたのかい。おはようさん、しっかし寒いねぇ」

　外がい套とうを毛布代わりに纏まとうフリューゲルは、小刻みに震えながら焚き火に手を当てる。クウガもそれに続くと、丁度温まったのかエアが恒例のミルクをカップに注いでくれた。

「起床。おはようございます、クウガ」

　昨夜程ではないものの、まだエアの挙動は幾分か固さが残っているようだ。手渡されたカップを受け取りながら、クウガはエアに挨あい拶さつを返す。

「今エアとも話していたんだが、スズ嬢じようちゃんが怪け我がで動けなくなってる可能性もある。近場の遺い跡せきから順繰りに捜していこうと思うんだが、それでいいかい？」

「あぁ、了解だ。ここには誰だれが残る？」

「とりあえずカシタカは残すとして、シエル嬢じようちゃんはどうするね？」

「連れていこうと思うんだが、危険だろうか？」

　クウガが心配そうに尋ねると、フリューゲルは顎あごに指を当て思案する。その間に、クウガも焚たき火の近くに腰こしかけた。エアが薪まきを足しておいたのか、盛んに燃える焚き火の傍そばは、寝袋の中よりも遥はるかに暖かかった。

「絶対に危険がないとはいえないが、ここが絶対安全って訳でもないからね」

「そういえば、やけに厳重な守りだな。前に見た遺い跡せきはかなりずさんな警護だったが？」

「未踏。先日行った【蠍さそりの心臓】は、既すでに調べ終えた事になっていたので、空賊に遺物を盗とられる恐れがありませんでしたから。更新。クウガが隠し部屋を発見した事により、今は厳重な警備が敷かれている筈はずです」

「そういやそんな事があったんだったね。ミズチさえ出なければ、是非兄さんに見て貰もらいたかった場所があるんだが……まぁ次のお楽しみさね」

　フリューゲルが瞳ひとみを輝かがやかせながら、クウガの胸元を見つめる。

「そういえば、結局これはなんだったんだろうな」

「北の大国、大ウルザには遺跡探索専門の流浪者ドリフターがたくさんいるらしい。兄さんもそっちの方から流れてきたのかもしれないね」

「大ウルザか……」

　懐ふところから取り出した銀板のネックレスをいじりながら、クウガは気のない返事をする。昨日まではあれ程知りたがっていた自身の事が、今はとても些さ末まつ事のように感じてしまう。むしろ、今までが必死になり過ぎていただけだったのだろうか。

「ま、今はともかくスズ嬢ちゃんだ。もうそろそろ靄もやも晴れてくる、朝飯食ったらとっとと行くとしよう……ほら、いつまで寝てんだ！　さっさと起きな！」

　勢いよく立ち上がったフリューゲルは、洞窟に戻りカシタカを蹴けり起こす。今の今まで高いびきで寝ていたカシタカだが、フリューゲルにどやされた途端慌あわてて跳ね起きる。

　それを見て笑いながら、クウガはそっとネックレスを懐に戻した。過去の自分への関心が無くなった所せ為いか、鈍く光る銀板はまるで「クウガ　アマネ」という男の墓標のようだった。




　博物館のように静寂だった【蠍の心臓】に対し、【セルケトの瞳】の乱雑さはまさに発はつ掘くつ現場といったところか。横穴が空き崩れかけの壁かべや、地表に半分埋まった巨大な機械を見ていると、シエルを連れてくるべきではなかったかと、クウガは思わずにはいられなかった。

　もっともそんなクウガの不安をよそに、当のシエルは玩具おもちや屋に来た子供のようにはしゃいでいるのだが。

　勝手に動き回るのは流石さすがに危険なので、今はフリューゲルに肩かた車ぐるまされているものの、物もの珍めずらしそうに辺りを見回すシエルを見ていると、連れてきてよかったとも思ってしまうのであった。

「はっはっは。シエル嬢じようちゃんも、中々いい趣味してるじゃないか」

　遺い跡せきに興奮するシエルを見てご満悦なのか、シエルを乗せ先導するフリューゲルもマスクの中から満面の笑みを浮かべる。

「案外、スズもこんな感じで夢中になって、遺跡の奥に行ってしまってるんじゃないかと不安になってくるよ」

　そんな二人の背中を追いながら、クウガは何かスズのいた痕こん跡せきがないかと探し回るものの、砕けた岩と壊こわれた機械以外は何も見つからず、溜ため息いきばかりが漏もれるのであった。

「……………………」

　クウガの隣となりを歩くエアは依い然ぜんとしてエネルギー節約中のようで、一言も喋しやべらず動きも緩かん慢まんだが、おそらくセンサーは万全に働かせて、スズを捜してくれているのだろう……そうであって欲しいと願わずにはいられないクウガであった。




　そんなクウガの祈りが通じたのか、昼食がてら見晴らしの良い広場で休きゆう憩けいしていた際に、壊れたカイトを発見したのはエアだった。

「発見。クウガ、こちらへ来て下さい。このカイトはスズの物ではないでしょうか？」

　エアに呼ばれて向かった先は、先日の嵐あらしで流れ込んだ瓦が礫れきが岩山の間に幾重にも積み重なっていた。エアが指さした先に転がっていたのは、確かに見慣れたスズのカイトのようだ。

「あんな所に……それじゃあ、この下にスズが!?」

　慌あわてて周囲を掘り出そうとするクウガだが、エアは静かにクウガに手をかけそれを止めた。

「否定。あのカイトは、土砂が積もってから置かれたようです。それに、あそこに僅わずかながらカイトを引きずったような跡があります」

「引きずった？　それじゃあ何かい？　スズ嬢ちゃんが、わざわざあそこまでカイトを運んだってのかい？」

「不明。守衛の方々がやったのではないとしたら、その可能性もあるかと。偶然。あるいは、我々以外にも散策している流浪者ドリフターはいるようですので、その者達たちの仕業かもしれませんが、いずれにしろ嵐の後では状況判断が困難です」

　曖あい昧まいで当たり障りのない回答……以前にも、エアが敢あえてこんな言い回しをした時があったことをクウガは思い出す──【赤い兄きよう妹だい号】を調べに行った時だ。

　もっとも、調べに行ったと思っていたのはクウガだけで、スズもエアも【赤い兄妹号】の乗員はスカイ・フォールしたのだと断じていたので、備蓄を回収しただけだったのだが。

　基本的に物事をはっきりと言い切るエアが、あの時と……そして今も歯切れの悪い答え方をしたということは……？

「フリューゲル、ちょっと地図を見せてくれないか」

　唐突なクウガの頼たのみにフリューゲルは首を傾かしげるものの、黙だまって地図を手渡す。構って欲しそうに服を引っ張るシエルも見えるように、クウガは屈かがんでから広げた地図を見渡す。

　何の根拠もない、ただのクウガの思い付き……しかしそれを裏付けるかのように、地図の思った通りの所に、クウガのお目当てのものがあった。

「……この坑道に、スズがいるかもしれない。行ってみよう」

「ん？　……もっと近くに横穴があるじゃないさ。ここにカイトが落ちてたんだから、こっちから見た方がいいんじゃないかい？」

　先程までクウガ達たちが休きゆう憩けいしていた広場を中心として、スズのカイトが落ちていたのは東側の斜面である。この付近には北側に二つ、東側に三つ、南側に二つ……そして、西側に一つだけ横穴が続いているので、確かにフリューゲルの言う通りスズのカイトがあった東側から捜すべきだろう。しかし……、

「なんとなくだが、私はこっちから捜した方がいいんじゃないかと……エアはどう思う？」

　クウガが探るような目つきで尋ねると、エアはいつもよりもさらに固い表情で答えた。

「漠ばく然ぜん。どう思う……と仰おつしやいましても、先程言った通り嵐あらしの影響でスズの痕こん跡せきを辿たどるのは困難なので、私にはどちらが良いとは言い切れません」

　賛成する訳でもなく、否定する訳でもない……だからこそ、クウガはより確信を深める。

「じゃあ、別に行っても構わないんだな？　結局全部回るんだ、早く行こう」

「あ、あぁ……一体クウガはどうしたってんだい、エア？」

「……………………」

　勇んで進むクウガの背後で、フリューゲルは首をひねるばかりである。しかし、エアは何も答えず黙だまってついてくる。答えられないのは、それは禁止されているからだろう。

　エアは禁止されたことだけは、何があっても言わないのだから。




　クウガ達が選んだ西の坑道は、まだ踏み入った者が少ないのか地図に詳細が描かれておらず、狭せまい洞窟は剝むき出しの岩と瓦が礫れきが侵入者を拒むように横たわっている。

　昼食時に一旦外していたマスクだが、この先何があるか分からない以上ここからは外す事は出来ないだろう。

「この辺のもんを適当に拾ってけば、シズーが高く買い取ってくれそうだね」

「あの男とは、どういう付き合いなんだ？」

　【アンタレス】でガラクタを物もの珍めずらしそうに並べる露ろ天てん商のおやじは、こう言ってはなんだがフリューゲルに騙だまされているのではと思ってしまう。

「ただの腐れ縁さね。ゴミでもいいから分けてくれって言うからくれてやってたんだが……まぁおかげで兄さんと御縁が出来たんだから、世の中分からないもんだねぇ」

　くつくつと笑うフリューゲルに、肩かたをすくめるクウガ。

　洞窟の入り口から入ってきていた陽光が届かなくなる程進んだが、進むにつれ徐々に広がっていた天井もどこかしら崩れているようで、所々差し込む光のおかげで照明をつけなくても道は明るく先まで見通せた。

　そんな中、腰こしの高さ程ある壊こわれた機械を跨またいだ先に、クウガはお目当てのものを発見した。

「前々から思っていたが、要は詰めが甘いんだな。隠し通せていないぞ、スズ」

　別段スズがこの近くにいるとは思っていないが、まるでスズに話しかけるように笑うクウガ。

「どうしたんだい？　……これは」

　おそらく機械から飛び降りた際についたのだろう。小さな着地したような足跡が、そこにくっきりと残っていた。大きさからして、スズのものである可能性は高いだろう。

「本当にスズ嬢じようちゃんがここに……だったら、なんでカイトをあんな場所に？　それに、隠し通すだって？」

「私も確信があった訳じゃないんだが、エアが何か隠し事をしているんだろうというのは分かった……そして、それをエアが伝えたがっていることも」

「肯定。よく分かりましたね、クウガ」

「エアの観察に関しては、ちょっと自信があるからな」

　これまで黙だまってついてきたエアが口を開くと、クウガは少し得意気に胸を張る。

「おいおい、さっきから二人してなんなんだい？　あたしにも分かるように説明しておくれよ」

「要するに昨夜の一言と一緒なんだ。おそらくエアは、スズがこの遺い跡せきを一人で探索したがっていた事は話せないが、エア自身は早く私たちにスズを見つけて欲しがっているのさ」

　カイトを真っ先に見つけ、それが偽造された状況証拠の可能性があると言いつつも、そこから先は曖あい昧まいな態度を取ったのはそういう事なのだろう。

「スズは少しでも私たちに見つかるのを遅らせる為ために、敢あえて反対側の斜面にカイトを運んだ。そしてそのことにエアは気付いたが、言えなかったんじゃないかと思ったのさ」

「同意。スズが単独で行動する事を、私は好ましく思いません。しかし、スズがそうしたいのであれば止める事は出来ないのです」

「機械人形オートマタってのも不便なもんなんだね。スズ嬢ちゃんも、なんだってこんな手の込んだことしてんだか」

「さぁそこまでは。エアに聞いても無む駄だだろうし、行って確かめるしかないだろう」

「厳禁。その通りです。そのことに関して、私は何も答えられません」

　呆あきれたように肩かたを落とすフリューゲル。シエルは話についていけていないのか、それともクウガ達たちが口喧げん嘩かしていると思ったのか、心配そうにこちらを見上げていたのでクウガは優やさしくシエルを撫なでてあげた。

「スズには確かめたい事が山ほどある。さぁ、先に進もう」




　瓦が礫れきの茨いばらを潜くぐり抜けた一行は、再び狭せまい通路へと入り込む。しかし、今までの通路が岩肌の露ろ出しゆつした洞窟だったのに対し、今クウガ達たちが通っているのは舗装された紛れもない通路だ。

　【蠍さそりの心臓】の壁へき画がの部屋までの道や、石せき碑ひの部屋への隠し通路がそうであったのと同じように、不思議とクウガの心を揺さぶる整然とした通路が、奥へ奥へと続いていた。

「扉……みたいだね」

　クウガ達の前に立ち塞ふさがったのは、金庫のように分厚そうな扉と、そのすぐ傍そばに据すえられた制御盤コンソールだった。

「取っ手のないドア……とくれば、これを弄いじって開けるんだろうが、それが出来ないからこの洞窟は誰だれも手をつけなかったって事かね」

　フリューゲルがぺたぺたと扉やコンソールを物色するも、当然扉は威圧するように閉ざされたまま動くことはない。

「こりゃ兄さんの独り相撲ずもうだったんじゃないかい？　ここまで一本道だったし、この扉は開きそうにない。となると、スズ嬢じようちゃんもこの先には──」

「否定。少なくとも、この扉は極々最近一度開いているようです」

　肩かたをすくめるフリューゲルの足元にエアがしゃがみこむと、固い床を指でそっとなぞった。

「形跡。床の埃ほこりが、僅わずかながら積もり方に差異があります。これは扉が開いたことにより、その部分だけ埃が移動した所せ為いではないかと」

　言われてみれば、床の埃は丁度扉が開く部分だけ、若じやつ干かん薄うすく積もっているように見えなくもない。とはいえこの薄暗い中では、様々なセンサーを備えたエアの機械仕掛けの瞳ひとみがなければ気がつかなかっただろう。

「流石さすがエアだな。残る問題は、これをどうやって開けるかだが」

　期待を込めて、クウガは懐ふところから銀板のネックレスを取り出す。

「……何も起きないね」

　全員が背中合わせに周囲を窺うかがうも、何も変化は起きていないようだ。銀板のネックレスは鈍い光を保ったまま、うんともすんともいわなかった。

「提案。コンソールは文字を入力出来るようになっているようです。試してみては？」

「ちょいと待った！　それこそエアなら、スズ嬢ちゃんがどの番号を押したか分かるんじゃないかい？　こんだけ埃が積もってたら、指紋だって残ってるだろう？」

　フリューゲルに促うながされ、コンソールの前に立ったエアが文字盤を凝ぎよう視しする。

「解析。確かに、やってみます…………分かりました、押してみます」

『認にん証しよう失敗。該当ＩＤは、既すでに当施設に入場しています』

　エアが慎重に文字盤を押していくと、【蠍の心臓】で流れたのと同じような音声が鳴り響く。もっとも、以前と違ちがい機械音にノイズは混じっていないようだが。

「確認。ダメでしたか。しかし、とりあえず中に誰かいるのは確かなようですね」

「それじゃあ、こっちの番号を試してみるぞ」

　一つ一つ確認しながら、銀板のネックレスに刻まれた英数字を入力していくクウガ。

『ＩＤ認証。天あま音ね空くう牙が上級大尉の入場を許可します』

「じょーきゅーたいい？　一体なんだいそりゃ？」

「さぁ……とにかく、先に進もう」

　分厚い扉が、重い駆く動どう音を立てながらゆっくりと開いていく。これが天音空牙を迎え入れるものなのだとしても、今のクウガにとっては最も早はやどうでもいいことだ。

　扉の先は、遺い跡せきというよりも廃はい墟きよといった方が近かった……事実、周囲の壁かべを埋めつくした機械類は、どれも動くことはおろか形状すらどうにか保っているものばかりだ。

「お宝の山……と言っても、どっから手をつけていいのやら。兄さん、ここにあるものが何なのか分かるかい？」

「いや、何かの端末なんだろうという事しか……しかし、どうしてここだけ崩壊を免れたんだ？」

　クウガの質問に答えるように、扉は再び大きな音を立てながら勝手に閉まっていく。もしかしたら、この区画はシェルターのように外界から隔かく離りされているのかもしれない。

「安全。酸素濃のう度ど、本ほん土ど地ち毒どく濃度、共に正常値のようです。密閉されているという訳ではないようですね。ですが念のため、マスクは外さない方がよろしいかと」

　エアの忠告に素直に頷うなずくクウガたち。空調が生きているのだとしても、それがいつまで保もつか分からない以上当然だろう。

　耳が痛くなる程静かな区画を進んでいくと、やや広めの空間に見覚えのあるものを発見する。

「これ、【蠍さそりの心臓】にあった石せき碑ひだ」

　もっともこの石碑も既すでに光を失っているのか、台座に設置された石碑は動きそうにない。

　台座をよく見てみると、この石碑の説明文が載っている事に気がつく。ということは、これはそもそもレプリカだったのだろうか。

「なになに……映像記憶装置、思考検索機能？　なんだそりゃ」

「予測。おそらく、使用者が見たいと思ったものを映すのではないでしょうか。勿もち論ろん、保存されているのであればですが」

「見たいもの、か……」

　では【蠍の心臓】で石碑が見せた映像は、クウガが過去の世界を見たいと思ったから映し出されたのであって、記き憶おくを失う前のクウガのいた世界とは関係なかったのかもしれない。

「ふぅん……じゃあもしこれが今動いたら、あたしらの中の誰だれの見たいもんを映すのかねぇ？」

「朗読。どうやらその場にいる者それぞれの脳波を読み取り、脳に直接映像を送るらしいので、それぞれの見たいものが見えるのではないでしょうか？」

　エアとフリューゲルの何気ない言葉が、クウガの脳裏に突き刺さる。つまり【蠍の心臓】で、クウガが見たものとスズが見たものは異なるという事だ。

「もし、遺い跡せきについて知りたがっていたのだとしたら……」

　石せき碑ひがこの区画の存在、そしてここに入る為ための暗証番号を提示した可能性は──、

「────────っ！」

　──ガシャン、と大きな音が区画中に木こ霊だまして、じっとしていたシエルが驚おどろき跳ね上がる。

「なんの音だ？」

「探知。どうやらすぐ近くのようですね」

　何か大きな物を落としたような、あるいは叩たたきつけたような反はん響きよう音が、隠し区画の静けさを切り裂く。それがなんであれ、そこにスズがいる事は最も早はや疑いようがないだろう。

「行ってみよう。シエル、おいで」

　クウガがシエルを背負うと、一行は小走りで音源の元へ向かう。




　隠し区画の最奥、玉座のような装置の前にはやはりというべきか、スズの後ろ姿があった。

「スズ……会いたかったよ」

「はぁ……はぁ……あれ、クウガさん？」

　肩かたで息をするスズの周囲に散らばった機械類は、スズが叩きつけた所せ為いか破損している。

「もう来ちゃったんだ……」

　ゆっくりと振り返ったスズの顔は──やはり笑顔のままだった。しかしそれは笑顔である筈はずなのに必死極まりなく、まるで留め具の外れた笑顔のお面を、精一杯顔に押し付けているかのように見えた。

「追いつかれちゃったら仕方ないか。でももうちょっとだけ待っててね、あと少しできっと動く筈だから」

　呼吸が乱れているのは、マスクを外している所為ではないだろう。顔が明らかに蒼そう白はくな上に、立っているのもやっとのようだ。もしかしたら、あれから飲まず食わずだったのかもしれない。

「やっと……やっと見つけたんだから……動いて、動いてよ……動け！」

　再び背を向けたスズが語り掛ける玉座に安置されたそれは、スズの体勢が崩れたことで唐突にその姿を晒さらした。

「……エアが、もう一人？」













　　　終章　　～軽い命～







　眠るように玉座に座っているそれは、髪かみ型がたやその色に微妙な差異があるものの、顔はエアと瓜うり二つの機械人形オートマタだった。

　もっともエアと異なり、開かれた腹部や骨格フレームが剝むき出しの脚あしなど、機械である事を主張しつつも、機械人形は不完全の状態のようだ。

「こいつはすごい……動けなくなってるようだが、とんでもないお宝だよ！」

　若じやつ干かん興奮しているのか、震える声を絞り出すフリューゲルに、激げき昂こうしたスズが振り返る。

「だめ！　これは私が使うの！　それに……動かなきゃ意味がないの！」

　堰せきを切ったようなスズの豹ひよう変へんぶりに、たじろぎながらもクウガはゆっくりと近寄った。

「心配しなくても、ここにはパスワードがなければ入れないんだから、とりあえず一旦──」

『人＆の声＠を確かく認にん。ＡＲ‐39　δ／Ｖ、起動しまｓ』

　ぱっちりと開いたのは、エアと全く同じ深しん紅くの瞳ひとみ。しかし口が動かないのか、ノイズ混じりで紡がれる言葉は声というより音声のようだ。

[image: ]

「動いた!?」

『……随ずい分ぶん素人しろうと＾手で弄いじった＃＄で＆が、特に問題ない＝うな｜で許しま＊＋う。どきなさい、私が話し＋いｎはあなたＤＤＤＤりません』

　エアと全く同じ声音で、エアと全く違ちがう口調で喋しやべる機械人形オートマタは、冷れい徹てつな眼まな差ざしでスズを下がらせる。

『結構＊。お久しぶり｝すね、天あま音ね上級大尉。貴官がｋｙｎいるＴいうことは、ヴぁ──計画に何か問題でＭ？　そＲＲともかＫＵ──お願ＥしたＥ事ｇｙ』

「お前は……私は……一体、なにが」

　状況が飲み込めず、満足に返事をする事も出来ないクウガを不思議に思ったのか、機械人形はその冷徹な眼差しでクウガを値踏みするように観察していた。

『調査』『降下』『で、で、でもＮ──題があったのではないのですか？』

　パチパチと紅あかい瞳ひとみが点滅するのに合わせて、まるでスイッチを切り替えるかのように機械人形の言葉が不自然に途切れる。

「……不調なのは、そっちなんじゃないか？」

「危険。クウガ、離はなれて下さい。その機体はいつ暴走してもおかしくない」

『おや、同型機を見たのはＳ年ぶりです。ですが、なんですその稚ち拙せつな喋り方は？　メモリーがリセットでもされましたか？』

　瞳が再点灯した途端流りゆう暢ちように喋り出す様は、はたから見ていても不気味なものである。

『まぁいいでしょう。御指摘の通り、当機の人工知能は既すでにバグだらけ。いつ暴走してもおか』

　ガクンと首が垂れ、そのまま固まる機械人形。

「こ、壊こわれたのかい？」

『しくありません。お手数ですが、緊急時における現ＢＡの最上｜級～の特権に基づき、当機の即時破壊を要求します。私は、自身が心なき兵器に成り下がるのを良しとしま』『せん』

「お、脅おどかすんじゃないよ！」

　再び唐突に再起動する機械人形に驚おどろくフリューゲルだが、機械人形はクウガとエア以外は眼中にないようだ。

「き、緊急時に申し訳ないんだが……教えてくれないか、私は一体誰だれなんだ？」

　一度は諦あきらめたつもりでも、自分を知っている者に出会っただけで容易たやすく翻ひるがえってしまう心根を、クウガは恥ずかしく思いつつも、それでも縋すがってしまうのは寂しかったからだろうか。

『……いいでしょう。貴官の名は天音空くう牙が、＄年前にこの星を去った旧人類です。現在は人工衛星[image: ]ルハ％で眠っている筈はずです』

「……それで、人工衛星で眠っている筈の私が、どうしてここに？」

『定期的に、調査降下が行われていた筈で』『す』『その際に、何らかの事故に遭われたのでは？』

「それで島に不時着して、スズ達たちに拾われた……？　そんな馬ば鹿かな」

　大空に点在する島に辿たどり着くだけでも冗談のような可能性なのに、そこに偶たま々たま居合わせ救助してくれた者がいたなど、奇跡という他ほかないのだろうが余りに滑こつ稽けいだ。

「驚きよう愕がく。空へ逃げた民というのが、宙そらへ逃げた民だったというのですか」

　吐き気を催すフラッシュバックと並行して、クウガの脳内に点在していた事実が線で結び合い、やがて結び合ったそれらが巨大な絵画となりクウガの記き憶おくを呼び覚ましていく。

　──そう、クウガ達たちが宇宙へ逃げた時、戦争は本当に酷ひどい状態だった……機械文明は発達を極め、光子銃ブラスターやエアのような機械人形オートマタを容易に作り出せるようになった人類だが、自らが生み出した生物兵器に反旗を翻ひるがえされ、敗走を続けた人類は、ついに宇宙へ逃げる他なかったのだ。

　──どうにか逃げた宇宙でも、安寧の生活が待っていた訳ではなかった。むしろ死ねないまま天に召されたといっても過言ではない。いつ大地この世に戻れるか分からなく、人工冬眠コールドスリープがそれまで故障しない保証もない。

「そうだ……私は、地球の環かん境きよう調査の為ため……そうか、西暦の光景は資料で見たから……電柱なんて、私だって実際見たことがないのに……滑稽だな」

　そうしてクウガは再び故郷に降り立った。しかし何百年、いや何千年経たったかは不明だが、この星は依い然ぜんとして人間の住める環境ではないらしい。フォトンチッドと呼ばれる毒どく性せい物質は依然として空にさえ蔓まん延えんし、今もなおこの星を侵おかしている。

　ターミナルはおそらく、宇宙へ逃げ損ねた者達が建造した最後の手段だったのだろう。本ほん土どの地ち毒どく……フォトンチッドが届かない事を祈って築き上げた希望の塔。

　しかし残された人類は余りに多く、やむを得ず人類はついに空に住すみ処かを移したのだ……いつ落ちるかも分からない恐怖に怯おびえながら。いつしかそんな死の恐怖にも人は慣れてしまい、スカイ・フォールなどが流は行やり出している始末だ。

「思い出した……全部、思い出した。私は極東陸軍上級大尉、天あま音ね空くう牙がだ」

「……クウガさんなら、これを直せるの？」

　か細い声でつぶやくスズにハッとなるクウガ。目の前の真実に飛びつき、また目を背けてしまっていた事をクウガは恥じる。スズと向き合う為ためにここに来た筈はずだったのに。

「私は技師じゃない。だから、彼女を直す事は──」

　ゆっくりと諭さとすように話しかけるクウガだが、スズは最後まで聞く事なく弾はじけるような悲鳴を上げる。

「嫌！　なんで!?　クウガさん私の力になってくれるっていったじゃない……」

　──これが、スズの笑顔お面の裏に隠されていたものだったのかと、クウガは驚おどろくと共に自身の不ふ甲が斐いなさに憤る。これほどの激情を、自分は今まで気づかず放置してきたのかと。

「なんで!?　クウガさんの為でもあるのに……どうして折角見つけた機械人形が、壊こわれてなきゃいけないのよ！　私はいつになったら楽になれるの！」

「悔かい悟ご。やはり、私といてスズは辛つらかったのですね」

　ポツリと呟つぶやいたエアの痛切な言葉に、支離滅裂に泣き叫んでいたスズの激情が、ハッと我に返る。恥じ入るようにスズは黙だまって視線を降ろす。

「どうして、エアはこんなにも献身的に──」

「だからに決まってるでしょ！　大好きだから辛つらいの！」

　再び激情をぶつけるスズに、エアは心底申し訳なさそうな……あの写真に写っている時のような顔をした。

「お母さんのように優やさしいエア、お姉ちゃんのように厳しいエア……いつも私の事を心配してくれて、いつも私を躾しつけてくれて……そんなエアが堪たまらなく好きだよ、世界で一番大好きで……とっても重たかった」

「重い？」

　それが重さの話をしている訳ではない事くらいクウガでも分かる。たしかにエアはかなりの心配性だが、それは家族を立て続けにスカイ・フォールで亡くして寂しかったからでは、

「いや、違ちがう……まさか…………エアから逃げたかったのか？」

「私が大人になって、娘のように可か愛わいいエアが、孫のように愛いとしいエアになって……私はエアに守って貰ってあげられなくなる。そうしたら自分で自分を守ることも、自分で自分を楽にする事も出来ないエアはどうすればいいの？」

　スズの曾そう祖そ父ふがその重圧に耐えられなくなり、子供に全すべて押し付けてスカイ・フォールした空に逃げだしたのだとしたら……その子供もやがて大きくなり、自分の子供が大きくなるよりも先に、責任を放棄したのだとしたら……その子供がまた大きくなり、生まれたばかりの子ス供ズに全部擦なすり付けたのだとしたら？

「どこまでいっても空しかないこの世界で、生きてたって辛いだけ……でも、大好きなエアを残して逃げる訳にもいかない……そう考えたお父さんは、エアと同じくらい高性能の機械人形オートマタをずっと探してた……勿もち論ろん、私も」

「定義。性能の低い現存の機械人形では、私は所有者マスターと認にん識しきする事が出来ません。探索。故ゆえにスズの父チエロは人の手が入っていない遺い跡せきを探し求め……そのまま帰ってきません。推論。どこかで疲れて、楽になったのかもしれませんね」

　背中越しにエアの悲痛な訴えを聞くクウガ。あるいは疲れてしまったのはエアの方なのかもしれないと、クウガはふと思い至った。どれだけ尽くそうとも、やがて皆エアを置いて落ちてしまう……エアの人工の魂たましいが摩耗するには充分な理由のように思えた。

　もしかしたらエアは、落胆しつつもどこか安あん堵どしていたのかもしれない。スズが一人ぼっちでいる限り、エアを置き去りにスズがスカイ・フォールすることはないのだから。しかし……、

「そんな時に、瓦が礫れきだらけの島に傷だらけになっていたクウガさんを見つけたの。スカイ・フォールに失敗したんだと思ったけど、記き憶おくがなくなってたのは好都合だった。スカイ・フォールについて何も知らなければ、私にもしもの事があってもエアを任せられるし、子供が出来れば私はいつでも諦あきらめられる……」

　しかしそこに、幸か不幸かクウガが現れてしまった……〝諦められる〟というフレーズにうっとりとするスズは、クウガの知るスズとは全く異質で……もしかしたらこれが本質だったのかもしれない。スズに限らず、死に逃避したがる者はこんな顔をするのだろうか。

「さらにシエルちゃんがうちにきて……正直私はいつ諦めてもよくなった……エアを託していいと思えるなら、いつ落ちてもいいと思ってたら……【蠍さそりの心臓】でここの事を知ったの」

「それで、あの機械人形オートマタを持ち帰ったら、さっさと飛び降りる気だったのか？」

「シエルちゃんの将来が可か哀わい想そうだと思ったのは本心だよ？　……でも、もうあの人形があればどうでもいいの。そうだ……エア、エアならこれを直せるんでしょ？　エアと同型機みたいだし、エアは何だって出来るんだから……」

「不明。スズ、しかし……」

『無む駄だです。既すでに修復』『は不可』『能で─～＝─』『す』

「やってったらやってよ！　私が誰だれの為ために──」

　〝誰の為に──〟スズの激情がいっそ自身の為だけのものだったら、こうも拗こじらせることはなかったのかもしれない。自分の為にやっている事なら、自分が諦めてしまえば済むのだから。

　しかしスズはエアの為を思って……勿もち論ろんそれも結局は自分の為なのだが、その魔ま法ほうの言葉がスズをここまで追い詰めてしまったのかもしれない。

　一いつ瞬しゆん間が固まる……しかし、エアはどこか諦めたような無表情で、黙だまって壊こわれた機械人形へと向かっていった。

「エアはそれで納なつ得とくしているのか？　あんなにスズの事を可か愛わいがっていたじゃないか！　エアが頼たのめばスズだって……」

「否定。それを決めるのは道具である私ではなく、所有者マスターであるスズです」

　どこか他人事のように言い捨てるエア。

　やはり、とクウガは確信した……いくら高性能な機械とはいえ、いや高性能だからこそ、エアは人間に限りなく近い精神構造をしている。そんなエアが、何十年も旅を続けていくうちに、考える事に疲れてしまわないとどうして言えようか。

　しかもエアは人間と違ちがい、自分の意志で生きる事を放棄する事も出来ない。死ぬことも出来ず、家族が次々に空に落ちていく様を見せつけられ続けてきたエアの胸中は計り知れない。

　勿論エアがスズに対して愛着がない訳ではないのだろうが、最も早はやエアの中では所有者家族さえ摩耗したら取りかえるだけの、消耗品のように感じているのではないだろうか。

　先日光子銃ブラスターに自身を接続したように、体から伸ばしたケーブルを機械人形に繫つなげるエア。

「試行。デバッグを開始します」

「ほら、出来るんじゃない。流石さすがエアだね」

　ケーブルを伝い意識をつなげ合う二機。しかし、暴走しかけている機械人形に、エアが飲み込まれる可能性だってあるのでは？

「待て──」

　機械人形オートマタを間近に見つめながらにっこりと微ほほ笑えむスズの笑顔は、どうしようもない程切実なもので、どうにもならない程嬉うれしそうだった。

「工程。メモリーのスキャン開始……バグ削除。削除。削除。削除。削除。削除」

　二体を繫つなぎ合わせているケーブルが、徐々に鈍く光り始める。それに反比例するように、エアの顔から生気が失われていくようだった。

「削除削除削除ささささく、じょ削除さくさくさくさく────────」

『無む駄だ』『だ。バグ』『が多すぎる』『出力が下がっている』『ぞ、やめるん』『だ』

「エア、よせ！」

「実行。タスクを並行します」「否定。これがスズの願いなのであれば、私は──」

　エアの言葉と音声が、重なるように響ひびいたまさにその時──、

『限──ガい』

「スズ！」

　繫がったコードが千切れる事も厭いとわず、目にも止まらぬ速さでエアがスズを庇かばうように突き放した。

「え──」

　誰だれも何が起こったのか分からなかった……ただ一人、エアを除いて。

　瞳ひとみに暗い狂気を宿した機械人形が、糸に吊つるされた人形の如ごとく不自然な動作で襲おそい掛かってきていた事も。それをどうにか止めたエアの胸から煙が吐き出されている事も……結末だけ渡された四コマ漫画のように、過程を認にん識しきする事さえ出来ず、ただその無慈悲な結果だけがクウガたちに突き付けられた。

　同型機とはいえ壊こわれかけの機械人形の一いち撃げきは、本来ならばエアにとって容易に捌さばけるものだったのだろう。しかし、コンディションが十全ではなかったのはエアも同様だった。

「くっ──」

　呻うめきながらスズを押しのけたエアは、震える手で機械人形の手刀をくい止める。

『謝罪』『動作』『不良』『制御』『不能』

　最も早はや会話もままならないのか、壊れた腕うでを突き出したままの機械人形は、全身をギシギシと軋きしませながらそのまま動こうとしない。もしかしたら、必死に自分の凶行を押しとどめているのかもしれない。

「……暴走しかねない瀬戸際に、私のＯＳをアップデートしてくれた貴女あなたの優やさしさを、私は決して忘れません」

　クウガの見たエアの最初の表情は、懺ざん悔げと苦悩に塗まみれた泣き顔だった。ガタガタと揺れる機械人形の頭部に、エアの突き立てた指が鋭利な凶器の如く刺さし込まれると、糸が切れたかのように名もなき機械人形オートマタはガシャリと崩れ落ちた。

「エア、あんた……」

　啞あ然ぜんとしていたフリューゲルが、どうにかその言葉だけを絞りだすものの、エアは心配を跳ね除のけるように首をふると、腰こしが抜けたまま呆ほうけているスズを抱きかかえた。

「ここから出ます。もう用はないでしょう……クウガも構いませんね？」

「あぁ……しかし」

　突然の惨劇に泣いてしまったシエルを抱き寄せながら、クウガもフリューゲルに続きエアを気き遣づかおうとするものの、突とつ如じよ口調が変わったエアに言葉を詰まらせた。

「……私、いい」

　気丈に振る舞うエアが返事をするよりも前に、エアに担がれたスズが投げやりに呟つぶやく。

「私、もういい……ここに置いてって」

「こんな時に、何を馬ば鹿かな事言ってんだい！」

　フリューゲルが声を荒げるも、うつ伏せに抱えられたスズの表情は窺うかがいようがなかった。

「エア、構わずさっさと連れて帰──」

　焦るクウガは、先程のエアとの会話を思い出す。

　もしスズが死ぬ事を望んでいて、またエアもそれを受じゆ諾だくしているのであれば、さっさと諦あきらめてしまうのではないだろうか？

「……スズ、気持ちは分かりますが、まずはここを出てから考えませんか？」

　エアの意外な言葉に思わずクウガの顔が綻ぶ。やはりエアとて簡単に命を投げ出す事を、良しと思っている筈はずがなかったのだ。

「エア…………最優先、指令。クウガさんたちを連れて、ここから出ていって」

　〝最優先指令〟……顔を見せないスズから漏もれた、呪文のような言葉にドキリとするクウガ。気が付けば、エアは動きを止めて黙だまってこちらを見つめていた。

「……エア？」

『所有者マスターの最優先指令を受諾しました、行動開始します』

　エアの深しん紅くの瞳ひとみから生気が消え、先程の機械人形のような暗い輝かがやきが灯ともる。紡がれた声は折角手に入れた流りゆう暢ちような声音が消え去り、録音した音声をそのまま再生しているかの様だ。

　スズの言った最優先指令というのは、おそらくエアの意志を無視して強制的に行動させる効力を持っているのだろう。調子が悪いとはいえエアがその気になれば、クウガとフリューゲルをねじ伏せ連れていくのは、シエルの手を捻ひねるよりも容易たやすい事だ。

　クウガは半ば条件反射気味にその場から離はなれ、ホルスターから光子銃ブラスターを引き抜いた。勿もち論ろんエアと戦う気などさらさらない、しかしエアの協力がなければスズを連れ出す事は絶対に不可能だと、直感的にクウガは判断していた。

　クウガがブラスターの銃じゆう口こうを向けた先は、エアにではなく自らのこめかみだった。

「エア！　それ以上一歩でも近づいたら、私は自ら命を絶つぞ！　私の身を守る事もお前の受けた指令なんじゃないか!?」

　スズが命を諦あきらめるのは、前提としてクウガとシエルにエアの所有権を押し付ける事が欠かせない。となれば、クウガにスカイ・フォールの事を隠していたのと同様に、クウガの身の安全を守らせる事も強制していたのではと考えたのだ。

『受諾失敗コマンドエラー。指令の再入力を要請』

　クウガの予想通り、矛盾する指令を受けたエアは糸の切れた人形のようにピタリと固まった。

「エア、出ていって！」

「エア、動くな！」

『受諾失敗。指令の再入力を要請』

　相反する二つの命令に縛しばられ、エアは一歩も動けずギシギシと軋きしむばかりである。

「なんだ、案外元気じゃないか。落ち込んだふりなんてらしくないぞ、スズ？」

「……クウガさん、私の事はもういいから」

「いいや譲ゆずらないぞ、スズこそエアに助けてくれと頼たのんだらどうだ」

　動揺してビクリと動いたものの、スズは依い然ぜん顔をこちらに向けようともしない。もっとも、今はその方が好都合なのだが。

　スズがこちらの様子が見えないから強がってはいるものの、ブラスターを構え続けるのは中々に辛つらい。しかしクウガが構えを解いた瞬しゆん間かん、エアに取り押さえられる可能性は充分にある。

　スズはクウガを説得する事を諦めたのか、何も言わずこちらの様子を窺うかがっているようだ。

「……スズ、私達たちともう旅をしたくないのか？」

「…………」

「実はずっと聞きたかった事がある……スズ、お前は笑ってばかりだな？　シエルも、そして私もスズの笑顔には救われた。本当に感謝している」

「…………」

「だがふと気付いたんだ。いや……私は自分のことばかり考えているから、こうならなければ気付かなかったかも、あるいは気付いても何も言わなかったかもしれないが……スズは無理して笑っていたんだろ？」

　無表情ながらも感情の機微を潜ませるエアや、喋しやべる事が出来なくても表情がコロコロ変わるシエルが傍そばにいたので気がつかなかったが、スズはいついかなる時も常に笑顔だった……まるで面のようにはりついたままの笑顔。

「……そんな、こと」

「エアは良く出来た姉であり母親だったろう。自分の事をただの機械だと言いつつ、拗すねたり喜んだり、自慢したり……エアには確かに感情があると確信していたから、逆に失念していたのかもしれない。たしかにエアは気配り上手だが、だからといってスズの気持ちを完全に把は握あくしている訳じゃない、そんな事機械じゃなくても、生身の人間にだって出来る事じゃない」

「そんなこと、分かってるよ……」

　自分の事を守ってくれと頼たのんだエア、自分といて辛つらくないかと心配したエア……もしかしたら、エアは常にスズに対して怯おびえていたのかもしれない。自分がいなくて大丈夫なのだろうかと……自分がいて大丈夫なのだろうかと。

「スズ、生まれた途端ご両親がスカイ……いいや、こんな陳ちん腐ぷな言葉を使うのはやめよう。ご両親がエアを君に押し付け、逃げ出したのは辛かっただろう。それなのに懸けん命めいにエアと二人だけで、ここまで旅をしてきたスズは本当に立派だ」

　指先の感覚が曖あい昧まいになり、光子銃ブラスターを構える腕うでがぷるぷると震えだす。エアは依い然ぜんとして動かないものの、それに反応しているのかクウガの腕に連動して小刻みに揺れていた。

　フリューゲルは状況を察してか、口を挟まず事の成り行きを見守っている。せめてシエルが泣き出さないことを祈るばかりだが、眼前のエア達たちに集中しているクウガでは、足元のシエルがどうなっているか見る事も出来ない。

「だからスズ、辛いなら辛いと、エアや私に……シエルでもいい、相談してみたらどうだ？　私にはスズもエアも、諦あきらめてふてくされているだけに見えてならない」

「なっ……何が分かるって言うのよ！　この時代の人でもない癖に、私達の何が分かるっていうのよ！」

　思わず声を荒げて怒鳴るスズ。顔は上げなくても震えている拳こぶしが、スズの想おもいを語っているようだった。

「スズ、生きるのが辛いのは当たり前なんだ。時代なんて関係ない、皆辛いし堪たえがたいけど、それでも懸命に生きているから命は素晴らしいんだ」

「うるさい！　うるさい！　そんな事聞きたくない！　私は悪くない、お父さんもお母さんも、お祖じ父いちゃんもお祖ば母あちゃんも皆そうしてきたんだから！」

　ようやく吐き出されるスズの本音。こんなにも鬱うつ屈くつしたものを溜ためこんでいたにもかかわらず、あれ程までに周囲を輝かがやかせる笑顔を持ったスズを、クウガは本気で敬愛していた。

「勿もち論ろんスズは悪くない。だから──」

「うるさああああああああい！　エア、早くこいつを連れ出して！」

「エア！　お前もいつまでそうやって、道具である事に逃げているんだ！」

　エアの瞳ひとみに生気が再び宿っている事には気付いていたし、今スズが最優先指令とやらを出していない事も承知している。

「家族ではなく道具なのだと割り切れば楽だったろう。だがな、スズが頼たよることを怠おこたったように、お前は甘える事を怠っていたんだ！　〝彼女〟がお前に託してくれたものはなんだ!?　彼女が自らの破壊死を望んだのは逃避じゃない、意思を持った一つの命として生を全うしたかったからなんじゃないのか!?」

　しかしこれは強引に進めていい話ではなく、あくまでスズとエア自身が変わらなくては意味がないのだ。

「エア！」

「エア！」

　今エアを縛しばっているのは、スズとクウガの指令ではない。

　道具として生き、悩む事を放棄した安楽で安直な道か、家族として生き、悩みも辛つらさも受け入れる苦難で真しん摯しな道かを選ばなければならない理性が、エアの体を縛りつけているのだ。

　しかし二つの道の間に正否はない。あるのはただそれぞれの価値観の違ちがいだ。

　故ゆえに機械であるエアにとって、正否のない二択を決めることはどこまでいっても平行線であり、自問自答は堂々巡りを繰くり返すばかりなのだ。しかし……、

「一緒に帰ろうよ、お姉ちゃん！」

　均きん衡こうを崩したのは、クウガも今まで聞いた事のない少女の声。

　それもその筈はず、今にも張り裂けそうな叫び声の持ち主は……言葉を失っていた筈のシエルだったのだから。

　声なき声で泣くことしか出来なかったシエルが、クウガ達たちの会話の内容を理解していたかは分からない。いや……まだ年とし端はもいかない少女に、生きる事の辛さと尊さを説いた所で理解し切れる筈がないだろう。

　だからこそシエルは家族に置いていかれたのかもしれないし、だからこそシエルは兄とは違い狂気に負けなかったのかもしれないし……だからこそシエルの純真無む垢くな言葉はエアを突き動かしたのかもしれない。

　それまでじっと固まっていたエアが、突とつ如じよ出口に向け歩き出した。

「お、おいエア！　大丈夫なのか!?」

「心配いりません。ここから出ましょう」

　エアはそのまま有無を言わさずスズを担いだまま、淡たん々たんと歩き出す。しかしそこには、今までは見えにくかった紛れもないエアの意思が表れているようだった。

　フリューゲルと顔を見合わせたクウガは安心したように笑い合うと、シエルを抱き出口へ続いていった。

「エア、私は！　置いていって！」

「嫌です、私はもう命を諦あきらめたくはありません」

　エアが逆らった事に驚おどろいたのか、スズはそれ以上何も言わず……もっとも、あっという間に出口まで辿たどり着いたというのもあるが、大人しく運ばれ続けたのであった。




「ちょっくら砦とりでまで人を呼んでくるよ。少し待ってておくれ」

　坑道から出るなり、フリューゲルはぶっきら棒ぼうに駆かけ足で去っていった。気を利かせてくれたのだろう。

「どうして、私なんか、私……ごめんなさい」

　身内だけになり、堰せきを切ったように泣き始めたスズに、誘爆するように共に泣き出すシエル。

「……スズ、経験者として助言するが、死のうと思ったらすぐ楽になれる訳じゃないからな？」

「なにがっ、経験者だなんて……生きてるじゃない！」

「いやいや、お前達たちスカイ・フォールだなんて身投げを随ずい分ぶん美化してるみたいだが、所しよ詮せん落ちた後の事を想像出来ないから、なんとなく楽になれると思っているだけだろ？　私は正真正しよう銘めい宙そらから落ちてきた身だからな。いや～……とんでもなく痛かったぞ？　ほんと、いっそ死んだ方がマシだと思ったくらいだ。あまりの痛さに何も考えられないんだが、痛すぎて失神する事も出来ないんだ。そりゃ記き憶おくの一つや二つ、消えるのも無理はない。言っておくが、餓が死しはそれ以上に辛つらい筈はずだぞ？　それこそ即死出来ない分、徐々に徐々に首を絞められていくような辛さが……」

「やめて！　もういい、分かったから！」

　実体験を元にしている所せ為いか、クウガの説明は想像以上に効果てき面だったようで、スズは身震いしてクウガを止めた。

　命を諦あきらめるなんて言えば簡単だが、人間そう簡単に死ねるものではない。この分では身投げに憧あこがれる気など完全になくなっただろう。一緒に聞いていたシエルも同様の筈だ。

「スズの、そんな顔は……初めて見ました…………たまには我を通すのも……いいものですね」

　ゆっくりと呟つぶやくエアの声にハッとするクウガ達。

　エアは少なくとも、外見上はさして壊こわれているようには見えない。しかし、ミズチを倒す際の無理に加え、膨ぼう大だいなバグをどうにか消そうとしたツケが回ってきたのだろう。

「あ……れ？　わ、たし……」

　出力の低下は最も早はや明確である。見る見るうちにエアの表情は固くなり、顔色も土気色を通り越して蠟ろうのように蒼そう白はくになっていく。

「エア！　どうしよう、どうしよう!?」

「エアお姉ちゃん！　早くお怪け我がをなおさないと！」

「いや、これは……もう」

　先程言った通り、クウガに機械工学の知識はない。だからこそこうなる事は分かっていたし、だからといってあの場でエアに、どうせもうすぐ壊れるのだから好きにしろなんて言える筈もなかった。

　腕うでや足なら、壊れようとある程度修復は利くだろうが、心臓部に支障をきたしてしまったとなると、最早手の施しようがない。チカチカと点滅する瞳ひとみは、遺い跡せきの奥で眠りについた彼女を彷ほう彿ふつとさせる。

「泣か、ないで下さい……クウガが真実を知り、シエルが声を取り戻し……そしてスズの本音を知る事が出来た……今日は、なんて良き日、でしょう……」

「いや、いやだよエア……死んじゃ嫌！　ごめんなさい、私の所せ為いだ……どうしよう」

「エアお姉ちゃん！」

「スズの所為な」「どではありません。むしろ、こんな」『清すが々すがしい気持ちになれ』『たのは、スズのおかげなんですよ？』

　徐々に停てい滞たいしていく唇はやがて完全に止まり、吐き出される言葉はいつの間にかただの音声と成り果てる。泣きながらエアに抱きつくスズとシエル、二人を愛いとしそうに優やさしく撫なでるエア。

　クウガはそんな三人を、ただ黙だまって見ていることしか出来なかった。

「エア……」

『クウガ、貴方あなたが』『宙そらから────れて』『本当に──し──ます』

　ギシッと体を軋きしませながら、エアはクウガの方を向くと、

「ありがとうございまし」『た』

　最後の力を振り絞ったのか、クウガが答えるよりも先に……エアはスズにも負けないくらいの満面の笑みを浮かべ、そのまま動かなくなった。

　機能停止してはりついたエアの笑顔は、極上の絵画のように美しかった。

「エアアアアアアアアアッ！」

　沈み始めた太陽が丁度エアを背中から照らし、逆光がまるでエアに光の翼つばさを授けたように見えた。涙で滲にじんだクウガの瞳ひとみには、そんなエアが光の翼をはためかせ、空に昇っていくのが見えたような気がした。













　　　転章　　～果てなき旅路～







　目が覚めたのはまだ深夜だったようで、窓から僅わずかに見える空はどこまでも果てしなく暗い。

　痛みこそないものの全身が石のように重く、指一本動かす事が出来なかった。

「あ、目が覚めたんだ！　よかったぁ、目が覚める可能性は低いかもって言われてたから……」

　頭の向こうから明るい声が聞こえるが、見上げようにも叶かなわない。それを見て驚おどろいたのか、声の主が慌あわてて近づいてきた。

「まだ起きちゃだめだよ！　今度こそ本当に死んじゃったらどうするの！」

「あ……な…………」

　ようやく絞り出したのは呻うめき声で、自身がどれだけ危険な状態なのかがよく分かった。

「心配ないから寝てなきゃだめだよ？　やっと回路が繫つながったところなんだから」

　その言葉に促うながされるように、視界は輪郭を徐々に失っていき、意識は外の暗くら闇やみに同化するように沈んでいくのであった。




　再び目が覚めた時、既すでに日は昇っているようで部屋一杯に眩まばゆい陽光が降り注いでいた。

　全身が羽のように軽かったので、試しに色々と動いてみると……不意に眩暈めまいに襲おそわれ、崩れるようにベッドに座りこんだ。

「まだまだ無理は禁物だぞ」

　いつの間にいたのか、部屋の入り口に黒くろ髪かみの青年が、鳶とび色の瞳ひとみでこちらを見下ろしていた。

　じっと見つめられている所せ為いか、胸の温度が僅かに上昇している事に気がつく。だが不思議と心地よかったもので、それがおかしな事に気がつくのにやや時間がかかった……自分の心臓部は、たしか壊こわれた筈はずではなかったのか？

「出力が相当低下していますね……しかし、よく私の心臓部の代替品を見つけましたね、クウガ？」

　エアが尋ねると、クウガは悪戯いたずらっぽく笑いながら入室した。もしかしたら相当前から部屋の入り口で待っていたのかもしれない。だとするならセンサーの性能もかなり低下したようだ。

　とりあえず何か言おうと、エアは未いまだ混こん濁だくしている意識を振り払う。

　──たしか自分は、【セルケトの瞳】で機能停止した筈ではなかったか？

「ちなみに、あれから半年経たっている」

「そんなに……私を修理したのはクウガ……の筈ありませんね」

「酷ひどい言いようだな。昨日まで滞たい在ざいしていたターミナルに、親切な技師がいたものでな。とはいえ、パーツを集める為ために何度もこの辺りをうろつく羽目になったのだが……」
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　機能停止する前と変わらず、クウガはどこか無骨だが爽さわやかな笑みを浮かべる。どこか父性を感じさせるようなその笑みに、ひそかに支えられてきた事をエアは思い出していた。

「だがな、結局欲しかったものはすぐ近くにあったんだよ。いやぁ、灯台もと暗しとはよく言ったものだな」

「一体何を使ったのですか？　勿もつ体たいぶらずに教えて下さい」

「しかし私も散々隠し事をされたからなぁ……一つ言う事をなんでも聞くなら、教えてやらん事も……」

　そっぽを向きながらニヤリと笑うクウガ。

　半年も根に持っていたとは、驚おどろきを通り越して呆あきれるばかりだ。

「そのことに関しては、本当に申し訳ないと──」

「挙句、私を自殺未遂者と決めつけていた訳だし……」

　思わずカチンときたので、エアは自身の全メモリーをくまなく検索してみる。これが苛いら立だちという感情なのかと理解したものの、該当する物が思い当たらず覚えたばかりの苛立ちは膨ふくらむ一方である。

「仕方がない、ヒントだ。エアは昨夜何をしていた？」

　何をと言われても、昨夜エアは意識を失っていたのだから何も出来る筈はずがない。

　悔しがりながらも、必死に自分の心臓部の代替になりそうな物を考えるエア。

　飛空艇グライダーのエンジンは？　──燃費が悪過ぎて話にならない。

　元々グライダーは電力という燃費の悪さ故ゆえに用途が限られる乗り物だ。ターミナルからほんのわずか移動するにも長時間の充電を要する。

　ではゴンドラのエンジンではどうか？　──常に動力源であるワイヤーは傍そばにあるが……たしかゴンドラのエンジンは、ワイヤーからの送電以外に供給の術すべがない。

　今エアの体のどこにもワイヤーは繫つながっていないし、そもそもあれはエアの体に収まる程コンパクトではない。

「参りました……えぇいいですとも。なんでもしますので、教えて頂けないでしょうか」

　降参とばかりに両手を上げるエアを見て、満足したのかクウガはにっこりと笑った。

「じゃあ一つだけ、今後は自分一人で何でもやろうとしないで、もっと私たちを頼たよる事」

「……なるほど、承うけたまわりました」

　なんだか癪しやくに感じるものの、この場は素直に頷うなずく他ほかないだろう。

　今回の件でよく分かった……一人で出来る事がいかに少ないか。誰だれかを頼る事がいかにありがたいか……分かっていたつもりだったが、そんな単純な事が今まで分かっていなかったから、こんな事態になったのだと思う。勿もち論ろんそれはエアに限った話ではないが。

「じゃあ答えだ──」

「あーっ！　エア起きたなら言ってよ！　っていうか、本当に光子銃ブラスターなんかで心臓の代わりになるんだね！」

「エアお姉ちゃーん！　シエル、とっても寂しかったけど我慢したんだよ！」

　クウガの話を遮さえぎり、二人の少女が部屋になだれ込み、エアに抱きついてきた。シエルは既すでに半泣き状態なのは言うまでもない。

「ご迷惑おかけしました、スズ。今まで貴女あなたの一族ときちんと向き合わず、本当にすみませんでした。そしてシエル、あなたは私の恩人です。あなたがいてくれて本当によかった」

　エアが優やさしく二人の頭を撫なでると、シエルはさらに大泣きし、それにつられスズも泣きだす始末である。

　クウガはそれを見てやれやれと両手を上げるも、優しそうに微ほほ笑えむのであった。

「……たしかに光子銃は盲点でした。しかしあれならば、もっと出力が出てもいい気がしますが……？」

「そこはほら、あれは太陽光でチャージするからな。エアの寝顔は初めて見たが、案外可か愛わいいもんだな。まぁ今後エアは、夜はぐっすり寝てもらう事になるかな」

　なるほど、とエアは笑いながら頷く。永久機関を心臓部に据すえていたエアは、今までろくに眠った事がなかった。だから一日がとても長かったし、一人でいる時間も比例して長かった。

　しかしこれからは違ちがう。家族たちと同じように朝に起きて、家族たちと一緒に夜眠るのだ……勿もち論ろん旅の間は見張りも必要だが、今までそれを一手に担ってきたエアがいなくても、家族たちは半年もの間無事に旅を続けてこられたのだから大丈夫だろう。

「エア、私も今までごめんね。私……正直に言うとエアがずっと働き続けてるのは楽だったけど、同じくらい重かったんだ……あ、体重の話じゃないからねっ!?」

「スズ……謝るのは私の方です。私はクウガの言う通り、道具であるということに逃げていました。上辺で家族を語っていても、根底にはどうせスズもそのうち身投げするのだろうという諦てい観かんがあったのです」

　人の命は一見軽い……たかだか数十年で空に散ってしまう程に。しかしだからといって、蔑ないがしろにしていい筈はずがない。簡単に散ってしまうからこそ、命は尊いのだから。

　そんな当たり前の事に気づかせてくれたのが、宙そらから落ちてきた青年だというのだから、世の中分からないものである。

「これからどうするの？　エアお姉ちゃんが起きたから、もう部品は探さないんでしょ？」

　泣き止やんだシエルが、クウガの服のすそを引っ張りながら尋ねる。

「うーん、この辺りで面白そうな遺い跡せきだと、ヴァルゴの【空の向こう】とか、ボーテスの【アトラス】かな？　遺跡以外だと、ボーテスの主塔【アークトゥルス】はとっても大きいターミナルなんだって！」

　楽しそうに遺跡の話をするスズ。今までスズにとって遺跡とは、趣味である以上にエアを手放す為ための手段だった。しかし今のスズは、まるで憑つき物が落ちたように純粋に楽しんでいるようで、エアは安心と嬉うれしさで自然と笑みがこぼれてきた。

　エアは自分の胸に手を当ててみる……センサーが感じ取った新たな心臓は、拳けん銃じゆうから必要なパーツだけを抜き取った所せ為いかとても小さく、とても軽い。だからこそ……エアの目の前で心の底から笑みを浮かべるエアの家族達たちと、同じくらい尊いのだとエアは思った。

「私としては、例の大ウルザに行ってみたい気はするが……エアは、どこか行ってみたい所はあるか？」

　ゆっくりと振り返ったクウガが、微ほほ笑えみながらエアに尋ねる。

「突然言われても……難しいですね」

　行き先を尋ねられるのは、これが初めての経験だ。誰だれかの旅を手伝う道具ではなく、家族の一員として共に旅をするのだという感覚は、難しいが新鮮で、とても心地よかった。

「だったら、何かやってみたい事は？」

「それでしたら、答えは明白です」

　再び胸に手を当てるエア……中古の光子銃ブラスターを改造した心臓部は、もしかしたら今までとは違ちがい、ある日突然止まってしまうかもしれない。

　命はいつか必ず終わりがくる。ならば最初から諦あきらめていれば楽かもしれないが、今のエアならばそれは違うと断言出来る。大事なのは、それまでに何をするかなのだ。

　いつかエアの心臓が再び止まってしまう時が来たときに、半年前のあの時のように心の底から満足した笑みを浮かべられるよう、エアは懸けん命めいに生きていこうと心に決めていた。

「精一杯、生きてみたいです」

　だが焦る事はないだろう。エアの人生という旅は始まったばかりだし、エアの傍そばには大切な家族がいるのだから。













　　　あとがき




　初めまして、石川湊みなとと申します。

　かっこいい技名が飛び交う戦せん闘とうがなければ、可か愛わいい女の子がたくさん出てくる訳でもなく、主人公が八面六ろつ臂ぴの大活かつ躍やくをする訳でもない拙せつ著ちよが、栄はえある電でん撃げき文庫に仲間入り出来たのは、ひとえに担当の小野寺さん、阿南さんが物好ｋ……慈悲深かったからに他ほかなりません。本当にありがとうございます。御恩は決して忘れません。

　そして、そんな本作を手に取って頂いた皆様にも感謝に堪たえません……え？　表紙が良かったから買ってやっただけ？　ですよねー。ときちさんの絵、とっても綺き麗れいですもんね。この場をお借りして、ときちさんにもお礼申し上げます。素敵な絵をありがとうございました。




　幼少時より母から数多くの書物を与えられてきた石川は、寝る前の空想が何よりも大好きな少年でした。そんな妄想がムクムクと膨ふくらんだ結果生まれたのが本作な訳ですが、皆様楽しんで頂けたでしょうか？

　どっかで見たような台詞せりふやらシーンやら多くねーかですって？　若じやく輩はい者故ゆえ模倣するだけで精一杯なんだと、大目に見て頂ければありがたいです。

　これだけは誤解しないで頂きたいのですが、決して安易な考えでパクった訳ではなく、該当作に触れて得た感動を、より多くの人に伝えたく拝借した次第であります……所謂いわゆるリスペクトってやつですね！




　電撃大賞には三度挑戦しましたが、色々試した結果好きなものを好きなように書いた作品でデビューと相成ったので、こうなったら後はとことん好きなものをぶっこむだけかなと思っています。精々楽しんで書かせて頂きますので、石川の〝楽しみ〟を、一人でも多くの方と共有出来れば幸いであります。

　再びクウガやエア、スズを連れ、皆様と一緒に楽しむ日が来る事を夢見ながら、今回はこの辺りで筆をおかせて頂きます。しょうもないあとがきに付き合って頂きお疲れ様でした。

　改めまして、石川の拙つたない文章を拾って下さった担当編集御お二方、石川の妄想を形にしてくれたときちさん、そしてこの物語を読んで下さった読者の皆々様、本当の本当にありがとうございました。いつかまたどこかで。








二〇一五年　某月某日　　石川湊
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石いし川かわ 湊みなと

本人を写すと心霊写真になってしまうので、代わりに同居リスで勘弁して下さい。好きなＫＷＧはソニックスタッグ、好きなゾイドはバーサークフューラー、好きなＭＳはバイアランカスタムと言えば、大体年齢がばれてしまうかもしれません。
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イラスト／ときち

白髪がスタンダードで和歌山県出身。空や雲も単なる背景ではなく作品の世界観が感じられるようなイラストになれば良いなと思っております。エアがとにかく可愛いです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「石川 湊先生」係

「ときち先生」係











初出




本書は第21回電撃小説大賞応募作『スカイ・フォール』に加筆・修正したものです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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